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高
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生
の
古
典
文
法
』
の
内
容
が
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よ
り
確
実
に
身
に
付
く
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
た
準
拠
演
習
ノ
ー
ト
で
す
。

⃝
�

各
回
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
26
回
分
で
す
。

⃝
�
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と
の
併
用
に
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て
、
学
習
効
果
が
一
層
上
が
り
ま
す
。
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

8
〕

　

た
と
え
ば
︑
動
詞
は
五

十
音
図
の
ど
れ
か
の
行
の
︑

ど
こ
か
の
段
に
活
用
す
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
五
十
音
図

︵
行
と
段
︶を
確
実
に
覚
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
︒

2 

〔
⇩
p. 

8
〕

　
﹁
ゐ
﹂
は
﹁
為
﹂︑﹁
ゑ
﹂

は
﹁
恵
﹂
と
い
う
漢
字
を

崩
し
た
も
の
で
あ
る
︒

3 

〔
⇩
p. 

8
～
9
〕

② 

﹁
ア
ウ
↓
オ
ー
﹂
の
パ

タ
ー
ン
︒

④ 

﹁
ふ
﹂
を
﹁
ウ
﹂
に
直
し
︑

﹁
エ
ウ
↓
ヨ
ー
﹂
の
パ

タ
ー
ン
も
用
い
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

11
～
14
・
20
〕

用 

言
＝
活
用
の
あ
る
自
立

1 

活
用
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
五
十
音
図（
行
と
段
）を
確
実
に
覚
え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
次
の
空

欄
に
、
歴
史
的
か
な
づ
か
い
で
平
仮
名
を
入
れ
な
さ
い
。

行　
　
段

ア
段

イ
段

ウ
段

エ
段

オ
段

清せ
い
音お

ん

ア
行

ハ
行

ヤ
行

ワ
行

濁だ
く

音お
ん

ダ
行

2
ワ
行
の
歴
史
的
か
な
づ
か
い
﹁
ゐ
﹂﹁
ゑ
﹂
を
正
し
く
書
い
て
み
よ
う
。

ゐ
横一列に
そろえる

ゑ
 ↑↑ ↑
三つの谷
を明確に

︵
う
す
い
文
字
を
な
ぞ
っ
て
み
よ
う
︶

3
次
の
語
句
を
現
代
か
な
づ
か
い
で
書
き
直
し
な
さ
い
。

①
思
ふ　
　

②
か
う
し（
格
子
）　　

③
み
づ（
水
）　　

④
け
ふ（
今
日
）　　

⑤
ゑ
む（
笑
む
）

①

②

③

④

⑤

4
次
の
二
文
は
、
テ
キ
ス
ト
各
章
の
と
び
ら
に
あ
る
﹃
徒
然
草
﹄
の
文
章
の
一
部
で
す
。
次
の
⑴
⑵
を
ヒ
ン

ト
に
し
て
、
活
用
の
あ
る
自
立
語
、
す
な
わ
ち
用
言（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）を
、
そ
の
ま
ま
抜
き

文
語
と
口
語
の
違
い

 

〔
⇩
p. 

6
～
7
〕

①
か
な
づ
か
い　

②
言
葉　

③
文
法

五
十
音
図

 

〔
⇩
p. 
8
〕

　

次
の
ア
行
・
ハ
行
・
ヤ
行
・
ワ
行
は
、
発
音
や

文
字
表
記
が
紛
ら
わ
し
い
の
で
特
に
注
意
し
よ
う
。

ア
行

あ

い

う

え

お

ハ
行

は

ひ

ふ

へ

ほ

ヤ
行

や

い

ゆ

え

よ

ワ
行

わ

ゐ

う

ゑ

を

　

次
の
ザ
行
と
ダ
行
に
も
注
意
し
よ
う
。

ザ
行

ざ

じ

ず

ぜ

ぞ

ダ
行

だ

ぢ

づ

で

ど

歴
史
的
か
な
づ
か
い

 

〔
⇩
p. 

8
～
9
〕

① 

語
頭
以
外
に
あ
る
「
は･

ひ･

ふ･

へ･

ほ
」

は
「
ワ･

イ･

ウ･

エ･

オ
」
で
読
む
。

② 

「
ア
ウ
」「
イ
ウ
」「
エ
ウ
」
な
ど
は
、「
オ
ー
」

「
ユ
ー
」「
ヨ
ー
」
と
長
音（
の
ば
す
音
）で
読
む
。

③
「
ゐ
・
ゑ
・
を
」
は
「
イ
・
エ
・
オ
」
で
読
む
。

④
「
む
」
は
「
ン
」
で
読
む
こ
と
が
多
い
。

⑤
「
く
わ
・
ぐ
わ
」
は
「
カ
・
ガ
」
で
読
む
。

⑥
「
ぢ
・
づ
」
は
「
ジ
・
ズ
」
で
読
む
。

1
序
章　
五
十
音
図
／
文
語
文
の
特
色
・
単
位
・
活
用

テ
キ
ス
ト
p. 

5
～
20

文
・
文
節
・
単
語
／
自
立
語
・
付
属
語

 

〔
⇩
p. 

10
～
11
〕

文 

＝
終
わ
り
に
句
点
「
。」
が
つ
け
ら
れ
る
、
言

葉
の
ひ
と
ま
と
ま
り
。

文 

節
＝
意
味
を
こ
わ
さ
な
い
範
囲
で
、
文
を
小
さ

く
区
切
っ
た
も
の
。

単 

語
＝
文
節
を
さ
ら
に
分
け
た
、
言
葉
と
し
て
の

最
小
の
単
位
。

自 

立
語
＝
単
独
で
文
節
に
な
れ
る
、
そ
れ
だ
け
で

自
立
し
た
意
味
を
持
つ
単
語
。

付 

属
語
＝
単
独
で
は
文
節
に
な
れ
ず
、
自
立
語
の

下
に
付
属
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
な
す
単
語
。

文
節

自
立
語 （
単
独
で
文
節
）

自
立
語 

付
属
語
１ 

付
属
語
２ 

︙
︙

　

文
節
の
最
初
に
は
、
必
ず
自
立
語
が
一
つ
だ
け

あ
る
。

活
用

 

〔
⇩
p. 

12
～
13
〕

　

語
の
形
が
規
則
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

　

変
化
す
る
単
語
を
活
用
語
と
い
う
。（「
ず
」「
た

り
」
を
下
に
続
け
て
活
用
さ
せ
て
み
る
。）

語ご

幹か
ん

＝
活
用
し
て
も
変
化
し
な
い
部
分
。

活
用
語ご

尾び

＝
活
用
に
よ
っ
て
変
化
す
る
部
分
。

語
︒

　

言
い
切
り
の
形︵
終
止

　

形
︶が
︑

・
動
詞
︙
ウ
段
で
終
わ
る

　
︵
ラ
変
動
詞
は
イ
段
︶

・ 

形
容
詞
︙
﹁
し
﹂
で
終

わ
る

・ 

形
容
動
詞
︙﹁
な
り
﹂﹁
た

り
﹂
で
終
わ
る

5 

〔
⇩
p. 

12
～
13
・
20
〕

6 

〔
⇩
p. 

20
〕

出
し
な
さ
い
。（
第
一
文
に
は
３
語
、
第
二
文
に
は
９
語
あ
る
。）

　
⑴　
文
節
が
一
字
ア
キ
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
⑵　
傍
線
の
つ
い
た
語
は
、
付
属
語（
た
だ
し
、
こ
れ
以
外
に
も
あ
り
）で
あ
る
。

　

亀か
め

山や
ま

殿ど
の

の　

御み

池
に
、　

大お
ほ

井ゐ

川
の　

水
を　

ま
か
せ
ら
れ
む
と
て
、　

大
井
の　

土
民

に　

仰
せ
て
、　

水
車
を　

造
ら
せ
ら
れ
け
り
。

　

多
く
の　

銭
を　

給
ひ
て
、　

数
日
に　

営
み
出い

だ
し
て　

掛
け
た
り
け
る
に
、　

お
ほ

か
た　

め
ぐ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、　

と
か
く　

直
し
け
れ
ど
も
、　

つ＊
ひ
に　

回
ら
で
、　

い＊

た
づ
ら
に　

立
て
り
け
り
。　
＊
「
つ
ひ
に
」
一
語
の
副
詞　
　

＊
「
い
た
づ
ら
な
り
」
の
連
用
形

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

5
次
の
動
詞
を
語
幹
と
活
用
語
尾
に
分
け
な
さ
い
。

①
移
す　
（　
　
　
　

︱　
　
　
　

）　　

②
死
ぬ（　
　
　
　

︱　
　
　
　

）

③
聞
こ
ゆ（　
　
　
　

︱　
　
　
　

）

6
次
の
活
用
表
の
空
欄
①
～
⑥
に
、
六
つ
の
活
用
形
の
名
称
を
入
れ
な
さ
い
。

基
本
形

語
幹
①　

形
②　

形
③　

形
④　

形
⑤　

形
⑥　

形

行

下
に
続
く
主
な
語

︱
ズ
・
ム

︱
タ
リ
・
テ

︱
。

︱
ト
キ
・
コ
ト

︱
ド
・
ド
モ

命
令
の
言
い
切
り
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

22
～
27
〕

② 

⑥
現
代
語
と
は
活
用
の

種
類
が
異
な
る
︒

② 

⑦
﹁
ふ
﹂
は
﹁
う
﹂
と

発
音
す
る
が
︑
活
用
表

は
﹁
ふ
﹂
の
行
で
書
く
︒

③ 

﹁
ゆ
﹂
は
﹁
や
・
い
・
ゆ
・

え
・
よ
﹂
の
﹁
ゆ
﹂︒

2 

〔
⇩
p. 

25
〕

　
﹁
書
け
ず
﹂
の
よ
う
に
可

能
の
意
味
を
も
た
せ
な
い

こ
と
︒

1 

次
の
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
た
だ
し
、
活
用
形
の
欄
は
活
用
語
尾
だ
け
を
平
仮
名
で
記

せ
ば
よ
い
。）

活
用
の
種
類

基
本
形
語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

行

①　

 　
段
活
用

打
つ

打

行

②　

 　
段
活
用

恋こ

ふ

恋

行

③　

 　
段
活
用

越こ

ゆ

越

行

④　

 　
段
活
用

見
る
（
見
）

行

⑤　
 　

段
活
用

射い

る
（
射
）

行

⑥　

 　
段
活
用

蹴け

る
（
蹴
）

行

⑦　

 　
段
活
用

思
ふ

思

行

（
下
に
続
く
主
な
語
）
︱
ズ
・
ム
︱
タ
リ
・
テ

︱
。

︱
ト
キ
・
コ
ト
︱
ド
・
ド
モ
（
命
令
）

2
例
に
な
ら
っ
て
、
次
の
動
詞
に
﹁
ズ
﹂
を
つ
け
、
四
段
活
用
・
上
二
段
活
用
・
下
二
段
活
用
を
見
分
け

な
さ
い
。
各
活
用
は
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

例
思
ふ　
（　

思 

は　

）ズ

①
寄
す　
（　
　

 　
　

）ズ　
　

②
急
ぐ　
（　
　

 　
　

）ズ　
　

③
比
ぶ　
（　
　

 　
　

）ズ

④
恥
づ　
（　
　

 　
　

）ズ　
　

⑤
老
ゆ　
（　
　

 　
　

）ズ　
　

⑥
絶
ゆ　
（　
　

 　
　

）ズ

⑦
飛
ぶ　
（　
　

 　
　

）ズ　
　

⑧
散
る　
（　
　

 　
　

）ズ

パ
タ
ー
ン
を
覚
え
る
正
格
活
用

 

1
四
段
活
用〔
⇩
p. 
22
〕

　
ア
・
イ
・
ウ
・
ウ
・
エ
・
エ

基
本
形
語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

行

吹ふ

く
吹ふ

かア

きイ

くウ

くウ

けエ

けエ

カ
行

2
上
二
段
活
用〔
⇩
p. 

23
〕

　
イ
・
イ
・
ウ
・
ウ
る
・
ウ
れ
・
イ
よ

基
本
形
語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

行

起お

く
起お

きイ

きイ

くウ

くウ
るる
くウ
れれ
きイ
よよ
カ
行

・
現
代
語
と
の
違
い

　

起
き
る（
イ
段
＋
る
）→
起
く（
ウ
段
）

・
紛
ら
わ
し
い
上
二
段

　

現
代
で
は
五
段
の
語
＝
恨
む
・
恋こ

ふ

3
下
二
段
活
用〔
⇩
p. 

24
〕

　
エ
・
エ
・
ウ
・
ウ
る
・
ウ
れ
・
エ
よ

基
本
形
語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

行

助た
す

く
助た
す

けエ

けエ

くウ

くウ
るる

くウ
れれ

けエ
よよ

カ
行

・
現
代
語
と
の
違
い

　
燃
え
る（
エ
段
＋
る
）→
燃
ゆ（
ウ
段
）

・
紛
ら
わ
し
い
下
二
段

　

見
ゆ（
下
二
段
）
／
見
る（
上
一
段
）

　

聞
こ
ゆ（
下
二
段
）
／
聞
く（
四
段
）

2
動
詞〈
１
〉　
正
格
活
用（
四
段
・
上
二
段
・
下
二
段
・
上
一
段
・
下
一
段
）

テ
キ
ス
ト
p. 

21
～
28

໐

四
段
・
上
二
段
・
下
二
段
活
用
の
見
分
け
方

〔
⇩
p. 

25
〕

　

語
例
数
の
多
い
動
詞
は
、「
ズ
」
を
つ
け
て
見

分
け
る
。

・
吹
か
＋
ズ
＝
吹
か
㋐
ず

　
　
　

→
ア
段
に
な
る
。
四
段
活
用

・
起
き
＋
ズ
＝
起
き
㋑
ず

　
　
　

→
イ
段
に
な
る
。
上
二
段
活
用

・
助
け
＋
ズ
＝
助
け
㋓
ず

　
　
　

→
エ
段
に
な
る
。
下
二
段
活
用

4
上
一
段
活
用〔
⇩
p. 

26
〕

　
イ
・
イ
・
イ
る
・
イ
る
・
イ
れ
・
イ
よ

基
本
形
語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

行

着
る
（
着
）

きイ

きイ

きイ
るる
きイ
るる
きイ
れれ
きイ
よよ
カ
行

・
語
例
：
干ひ

る
・
乾ひ

る
・
射い

る
・
鋳い

る
・
着
る
・

　
　
　
　
似
る
・
煮
る
・
見
る
・
居ゐ

る
・
率ゐ

る

　
「
ひ
い
き
に
み
ゐ
る
」
と
覚
え
る
。

5
下
一
段
活
用〔
⇩
p. 

27
〕

　
エ
・
エ
・
エ
る
・
エ
る
・
エ
れ
・
エ
よ

基
本
形
語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

行

蹴
る
（
蹴
）

けエ

けエ

けエ
るる
けエ
るる
けエ
れれ
けエ
よよ
カ
行

・
語
例
：
蹴
る

・
紛
ら
わ
し
い
下
一
段

　
（
未
然
形
）×
蹴
ら
ナ
イ　

○
蹴
ズ

　
（
連
用
形
）×
蹴
り
マ
ス　

○
蹴
タ
リ

3 

〔
⇩
p. 
23
～
24
・
28
〕

　

現
代
語︵
口
語
︶と
古
語

︵
文
語
︶の
違
い
に
注
意
︒

4 

〔
⇩
p. 

26
〕

③
④
は
ヤ
行
上
一
段
活
用
︒

⑨
⑩
は
ワ
行
上
一
段
活
用
︒

5 

〔
⇩
p. 

27
〕

　

現
代
語︵
口
語
︶と
違
う

の
で
注
意
︒

四
段
活
用

例

上
二
段
活
用

下
二
段
活
用

3
次
の
現
代
語（
口
語
）の
動
詞
を
古
語（
文
語
）に
改
め
な
さ
い
。

①
落
ち
る　
（　
　

 　
　

）　　

②
捨
て
る　
（　
　

 　
　

）　　

③
求
め
る　
（　
　

 　
　

）

④
過
ぎ
る　
（　
　

 　
　

）　　

⑤
下お

り
る　
（　
　

 　
　

）　　

⑥
流
れ
る　
（　
　

 　
　

）

⑦
攻
め
る　
（　
　

 　
　

）　　

⑧
答
え
る　
（　
　

 　
　

）　　

⑨
悔く

い
る　
（　
　

 　
　

）

4
次
の
空
欄
に
該
当
す
る
上
一
段
活
用
の
動
詞
を
漢
字
一
字
で
記
入
し
な
さ
い
。

ひ

い

き

に

み

ゐ

る

①

③

⑤

⑥

⑧

⑨

②　

乾

④

⑦

⑩

5
次
の
﹁
蹴
る
﹂
に
つ
い
て
、
古
語（
文
語
）と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
活
用
の
番
号
を
選
び
正
し
く
改
め
な

さ
い
。

①
蹴
る
時　
　
　

②
蹴
ら
ず　
　
　

③
蹴
よ
。

④
蹴
れ
ど
も　
　

⑤
蹴
り
た
り　
　

⑥
蹴
る
。

番
号

番
号
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

29
〕

　

紛
ら
わ
し
い
の
で
覚
え

て
し
ま
お
う
︒

2 

〔
⇩
p. 

23
～
25
・
29
〕

① 

ア
行
に
活
用
す
る
の
は

﹁
得
﹂﹁
心
得
﹂﹁
所
得
﹂

の
み
︒

② 

③
﹁
ゆ
﹂
は
﹁
や
・
い
・

ゆ
・
え
・
よ
﹂
の
﹁
ゆ
﹂︒

④ 

⑤
﹁
ふ
﹂
は
﹁
う
﹂
と

発
音
す
る
が
︑
活
用
表

は
﹁
ふ
﹂
の
行
で
書
く
︒

⑥ 

ワ
行
上
一
段
活
用
の
語

は
﹁
居
る
﹂﹁
率
る
﹂︒

1 

紛
ら
わ
し
い
ア
行
・
ヤ
行
・
ワ
行
の
動
詞
を
、
空
欄
に
示
す
語
数
に
し
た
が
っ
て
答
え
な
さ
い
。

上
二
段
活
用

下
二
段
活
用

上
一
段
活
用

ア
行

︵
３
語
︶

ヤ
行

︵
３
語
︶
覚
ゆ
・
越
ゆ
・
絶
ゆ
・
栄
ゆ

︵
な
ど
多
数
︶

︵
２
語
︶

ワ
行

︵
３
語
︶

︵
２
語
︶

2
次
の
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
た
だ
し
、
活
用
形
の
欄
は
活
用
語
尾
だ
け
を
平
仮
名
で
記

せ
ば
よ
い
。）

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
種
類

①
飢
う

飢

行　
　

  　
　
活
用

②
悔
ゆ

悔

行　
　

  　
　
活
用

③
覚
ゆ

覚

行　
　

  　
　
活
用

④
生お

ふ

生

行　
　

  　
　
活
用

⑤
与
ふ

与

行　
　

  　
　
活
用

⑥
鋳
る

鋳

行　
　

  　
　
活
用

（
下
に
続
く
主
な
語
）
︱
ズ
・
ム
︱
タ
リ
・
テ

︱
。

︱
ト
キ
・
コ
ト
︱
ド
・
ド
モ
（
命
令
）

誤
り
や
す
い
行
の
動
詞

 

〔
⇩
p. 

29
〕

1
四
段
活
用

　

ア
行
・
ヤ
行
・
ワ
行
は
な
い
。

　

飽あ

く
・
足た

る
・
借か

る
︙
四
段

2
上
二
段
活
用

　

ヤ
行
︙
老お

ゆ
・
悔く

ゆ
・
報む
く

ゆ（
３
語
）

3
下
二
段
活
用

　

ア
行
︙
得う

・
心
得
・
所
得（
３
語
）

　

ワ
行
︙
植う

う
・
飢う

う
・
据す

う（
３
語
）

　

・
終
止
形
が
一
字
の
下
二
段
活
用
動
詞

　
　

得う（
ア
行
）・
寝ぬ（
ナ
行
）・
経ふ（
ハ
行
）

　

語
幹
・
語
尾
の
区
別
が
な
く
、
終
止
形
が
一

字
で
あ
る
。
こ
の
３
語
は
覚
え
て
お
き
た
い
。

4
上
一
段
活
用

　

ヤ
行
︙
射い

る
・
鋳い

る（
２
語
）

　

ワ
行
︙
居ゐ

る
・
率ゐ

る（
２
語
）

覚
え
る
変
格
活
用

 

6
ラ
行
変
格
活
用〔
⇩
p. 

30
〕

基
本
形

語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

あ
り

あ

らア

りイ

りイ

るウ

れエ

れエ

・
語
例
：
あ
り
・
居を

り
・
侍は
べ
り
・
い
ま
そ（
す
）が
り

・
ラ
行
四
段
活
用
と
終
止
形
が
違
う
。

・
ラ
変
複
合
動
詞

3
動
詞〈
２
〉　
（
正
格
活
用
で
）誤
り
や
す
い
行
／
変
格
活
用（
ラ
変
・
ナ
変
・
サ
変
・
カ
変
）

テ
キ
ス
ト
p. 

29
～
33

　

さ　

＋
あ
り
→
さ
り
／
し
か
＋
あ
り
→
し
か
り

　

か
く
＋
あ
り
→
か
か
り

7
ナ
行
変
格
活
用〔
⇩
p. 

31
〕

基
本
形

語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

死
ぬ

死

なア

にイ

ぬウ

ぬ
るウ
る

ぬ
れウ
れ

ねエ

・
語
例
：
死
ぬ
・
往い

ぬ（
去い

ぬ
）

・
四
段
活
用
と
、
連
体
形
と
已
然
形
が
違
う
。

8
サ
行
変
格
活
用〔
⇩
p. 

32
〕

基
本
形

語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

す
（
す
）
せエ

しイ

すウ

す
るウ
る

す
れウ
れ

せ
よエ
よ

・
語
例
：
す
・
お
は
す

・
サ
行
下
二
段
活
用
と
連
用
形
が
違
う
。

・
サ
変
複
合
動
詞

　

名
詞
＋
す　

旅
す
・
心
す
・
使
ひ
す

　

形
容
詞
・
形
容
動
詞
＋
す

　
　
　
　
　
　

空む
な

し
う
す
・
明
ら
か
に
す

　

漢
語
＋
す　

死
す
・
愛
す
・
論
ず

　

副
詞
＋
す　

先さ
き

ん
ず

9
カ
行
変
格
活
用〔
⇩
p. 

33
〕

基
本
形

語
幹
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

来く

（
来
）
こオ

きイ

くウ

く
るウ
る

く
れウ
れ

こオ（
こ
よ
）

・
語
例
：
来

・
カ
変
複
合
動
詞

　

動
詞
＋
来　

出い

で
来く

・
詣ま
う

で
来
・
持も

て
来

3 

〔
⇩
p. 

29
〕

① 

②
③
ま
ず
﹁
ズ
﹂
を
つ

け
て
未
然
形
を
確
認
し
︑

そ
の
行
で
活
用
さ
せ
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

30
～
33
〕

①
②
終
止
形
に
注
意
す
る
︒

④
⑤
連
用
形
に
注
意
す
る
︒

⑤ 

複
合
動
詞
︒﹁
ず
﹂
で
は

あ
る
が
︑﹁
ザ
行
変
格
活

用
﹂
と
は
い
わ
な
い
︒

⑥
命
令
形
は
二
つ
︒

3
終
止
形
が
一
字
で
あ
る
、
次
の
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
た
だ
し
、
活
用
形
の
欄
は
活
用

語
尾
だ
け
を
平
仮
名
で
記
せ
ば
よ
い
。）

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
種
類

①
得
（
得
）

行　
　

  　
　
活
用

②
寝
（
寝
）

行　
　

  　
　
活
用

③
経
（
経
）

行　
　

  　
　
活
用

4
次
の
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
た
だ
し
、
活
用
形
の
欄
は
活
用
語
尾
だ
け
を
平
仮
名
で
記

せ
ば
よ
い
。）

活
用
の
種
類

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

①　
　
　
変
格
活
用

侍は
べ

り

侍

②　
　
　
変
格
活
用
い
ま
そ

が
り

い
ま

そ
が

③　
　
　
変
格
活
用

往い

ぬ

往

④　
　
　
変
格
活
用
お
は
す
お
は

⑤　
　
　
変
格
活
用

論
ず

論

⑥　
　
　
変
格
活
用

来く

（
来
）

（
下
に
続
く
主
な
語
）
︱
ズ
・
ム
︱
タ
リ
・
テ

︱
。

︱
ト
キ
・
コ
ト

︱
ド
・
ド
モ
（
命
令
）



89

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

22
～
33
〕

⑩
⑪
い
ず
れ
も
複
合
動
詞
︒

1
次
の
動
詞
①
～
⑫
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
た
だ
し
、
活
用
形
の
欄
は
活
用
語
尾
だ
け
を
平
仮

名
で
記
せ
ば
よ
い
。）

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
種
類

①
居を

り

居

行　
　

  　
　
活
用

②
死
ぬ

死

行　
　

  　
　
活
用

③
来く

（
来
）

行　
　

  　
　
活
用

④
す

（
す
）

行　
　

  　
　
活
用

⑤
居ゐ

る
（
居
）

行　
　

  　
　
活
用

⑥
蹴け

る
（
蹴
）

行　
　

  　
　
活
用

⑦
取
る

取

行　
　

  　
　
活
用

⑧
報む

く

ゆ

報

行　
　

  　
　
活
用

⑨
食た

ぶ

食

行　
　

  　
　
活
用

⑩
念
ず

念

行　
　

  　
　
活
用

⑪
試
み
る

試

行　
　

  　
　
活
用

⑫
恨
む

恨

行　
　

  　
　
活
用

（
下
に
続
く
主
な
語
）
︱
ズ
・
ム
︱
タ
リ
・
テ

︱
。

︱
ト
キ
・
コ
ト
︱
ド
・
ド
モ
（
命
令
）

活
用
の
種
類
の
見
分
け
方

 

⑴ 

ま
ず
、
覚
え
る
べ
き
、
数
の
少
な
い
動
詞
を
見

分
け
る
。

︿
正
格
活
用
﹀

4
上
一
段（
10
語
）

そ
の
他
に「
～
み
る
」「
～
ゐ
る
」と
な
る
語

後う
し
ろ

見み

る
・
惟お
も
ん

み
る
・
鑑か
ん
が

み
る
・
顧か
へ
り

み
る
・　

試こ
こ
ろ

み
る
・
率
ゐ
る
・
用
ゐ
る

5
下
一
段（
１
語
）

︿
変
格
活
用
﹀

6
ラ
変（
４
語
）

そ
の
他
に
複
合
動
詞

か
か
り
・
さ
り
・
し
か
り

7
ナ
変（
２
語
）

8
サ
変（
２
語
）

そ
の
他
に
複
合
動
詞　

～
す
・
～
ず

9
カ
変（
１
語
）

そ
の
他
に
複
合
動
詞　

～
来

⑵
そ
の
他
の
動
詞
は
、「
ズ
」
を
つ
け
て
見
分
け
る
。

ア
段
の
音
に
つ
け
ば
→
1
四
段
活
用

イ
段
の
音
に
つ
け
ば
→
2
上
二
段
活
用

エ
段
の
音
に
つ
け
ば
→
3
下
二
段
活
用

4
動
詞〈
３
〉　
活
用
の
種
類（
９
種
類
）

テ
キ
ス
ト
p. 

21
～
33

活
用
す
る
行
の
見
分
け
方

 

　

活
用
の
種
類
を
答
え
る
場
合
、「
○
行
△
段
活

用
」
と
、
最
初
に
活
用
す
る
行
を
つ
け
る
。

①
「
ズ
」
を
つ
け
て
未
然
形
を
確
認
す
る
。

②
「
い
」「
え
」
以
外
に
な
る
場
合

　
　

＝

　

そ
の
行
で
活
用

③
「
い
」「
え
」
と
な
る
場
合

　
　

＝

　

「
い
」
︙
ヤ
行
で
活
用

　

「
え
」
︙ 

「
得
」「
心
得
」「
所
得
」
は
ア
行
で

活
用

　
　
　
　
　

右
以
外
は
ヤ
行
で
活
用

　

活
用
さ
せ
る
際
は
仮
名
遣
い
に
注
意
す
る
こ
と
。

ア
行

あ

い

う

え

お

ヤ
行

や

い

ゆ

え

よ

ワ
行

わ

ゐ

う

ゑ

を

活
用
形
の
見
分
け
方

 

①
一
つ
の
活
用
形
と
一
致
す
る

　
　

＝

　

そ
の
活
用
形
で
確
定

②
二
つ
の
活
用
形
と
一
致
す
る

　
　

＝

　

下
に
続
く
語
で
判
断
す
る

2 

〔
⇩
p. 

22
～
33
〕

① 

㋐
・
㋑
は
変
格
活
用
︒

㋐
は
複
合
動
詞
﹁
さ
＋

あ
り
﹂︒

② 
㋒
・
㋔
は
﹁
ズ
﹂
を
つ

け
る
︒
㋓
は
終
止
形﹁
率

る
﹂︒
㋕
は
変
格
活
用
︒

③ 

㋖
は
﹁
ズ
﹂
を
つ
け
る
︒

㋗
・
㋘
は
変
格
活
用
︒

④ 

㋙
は
終
止
形
﹁
見
捨
つ
﹂︒

㋚
・
㋛
・
㋜
は
﹁
ズ
﹂

を
つ
け
る
︒﹁
落
ち
ぬ
﹂

の
﹁
ぬ
﹂︵
完
了
︶は
連
用

形
に
つ
く
︒
㋝
は
変
格

活
用
︒
連
体
形
止
め
︒

⑤ 

㋞
・
㋟
・
㋠
・
㋡
は
﹁
ズ
﹂

を
つ
け
る
︒

2
次
の
各
文
中
の
傍
線
部
の
動
詞
に
つ
い
て
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

①
ま
こ
と
に㋐
さ
る
こ
と
やある

の
で
し
ょ
う
か

は㋑
侍
る
。

②
を
と
こ
、㋒
と

︵
女
を
︶ひ
き
と
ど
め
る
方
法

ど
む
る
よ
し
な
し
。㋓
率引き

連
れ
て

て㋔
出
で
て㋕
去
ぬ
。

③
夏㋖
果
て
て
秋
の㋗
来
る
に
は㋘
あ
ら
ず
。　

④㋙
見
捨
て 

㋚奉
︵
よ
う
な
形
で
︶帰
っ
て
行
く

り
て㋛
ま
か
る
空
よ
り
も㋜
落
ち
ぬしま

い
そ
う
な

べ
き
心
地㋝
す
る
。

⑤ 

薪た
き
ぎ

の
中
に
、
赤赤い

塗
料
が
付
き
︑

き
丹に

㋞着
き
、
箔は

く

な
金
箔
な
ど
が︵
は
げ
て
し
ま
っ
て
︶

ど
所
々
に㋟
見
ゆ
る
木
、㋠
あ
ひ
ま
じ
は
り
け
る
を㋡
尋
ぬ

れ
ば
︙

㋐

活
用

形
㋑

活
用

形

㋒

活
用

形
㋓

活
用

形

㋔

活
用

形
㋕

活
用

形

㋖

活
用

形
㋗

活
用

形

㋘

活
用

形
㋙

活
用

形

㋚

活
用

形
㋛

活
用

形

㋜

活
用

形
㋝

活
用

形

㋞

活
用

形
㋟

活
用

形

㋠

活
用

形
㋡

活
用

形
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

21
～
33
〕

　

現
代
語
と
は
活
用
が
違

う
動
詞
︒

　

十
分
に
注
意
し
な
が
ら

考
え
よ
う
︒

①
サ
変
動
詞
︒

② 

﹁
据
え
ズ
﹂か
︑﹁
据
ゑ
ズ
﹂

か
︒
紛
ら
わ
し
い
ワ
行

の
下
二
段
活
用
︒

③
下
一
段
活
用
︒

④
⑤
上
二
段
活
用
︒

⑥ 

紛
ら
わ
し
い
ヤ
行
の
下

二
段
活
用
︒︵
3
を
参
照
︶

2 

〔
⇩
p. 

21
～
33
〕

そ
れ
ぞ
れ
の
語
群
の
動
詞
は

①
上
一
段
活
用
動
詞

②
上
二
段
活
用
動
詞

③
サ
変
複
合
動
詞

④
四
段
活
用
動
詞

こ
れ
以
外
の
動
詞
を
探
す
︒

1
次
の
動
詞
を（　
）の
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。

①
す　
（
未
然
形
）　　

②
据す

う（
未
然
形
）　　

③
蹴け

る（
連
用
形
）

④
恨
む（
連
体
形
）　　

⑤
恥は

づ（
已
然
形
）　　

⑥
聞
こ
ゆ（
命
令
形
）

①

②

③

④

⑤

⑥

2
次
の
①
～
④
の
動
詞
の
語
群
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
語
だ
け
活
用
の
違
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
動

詞
を
抜
き
出
し
、
活
用
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。

①
煮
る　

射
る　

着
る　

見
る　

流
る　

干ひ

る

②
帯お

ぶ　

滅
ぶ　

過
ぐ　

逃
ぐ　

起
く　

尽つ

く

③
旅
す　

愛
す　

具ぐ

す　

論
ず　

混ま

ず　

先
ん
ず

④
足
る　

蹴
る　

借
る　

移
る　

散
る　

走
る

①

活
用
②

活
用

③

活
用
④

活
用

3
次
の
傍
線
部
の
動
詞
を
、
終
止
形
に
改
め
、
活
用
の
種
類
も
答
え
な
さ
い
。（
た
だ
し
、
㋐
は
平
仮
名
で

答
え
な
さ
い
。）

①
男
は
こ
の
女
を
こ
そ㋐
得自分

の
妻
に
し
た
い

め
と
思
ふ
。　
　

②
我
が

夫背せ

子こ

が㋑
植
ゑ
し
秋
は
ぎ
。

注
意
す
べ
き
動
詞

 

〔
⇩
p. 

29
〕

1
四
段
活
用
動
詞

　

飽あ

く（
カ
行
）・
足た

る
・
借か

る（
ラ
行
）

︙
上
二
段
で
は
な
い

2
上
二
段
活
用
動
詞

　

恨
む（
マ
行
）・
恋
ふ（
ハ
行
）︙
四
段
で
は
な
い

　

老
ゆ
・
悔
ゆ
・
報
ゆ（
ヤ
行
）︙
３
語

3
下
二
段
活
用
動
詞

　

得う

・
心
得
・
所
得（
ア
行
）︙
３
語

　

混ま

ず（
ザ
行
）︙
１
語

　

得（
ア
行
）・
寝ぬ（
ナ
行
）・
経ふ（
ハ
行
）

　
　

︙ 

語
幹
・
語
尾
の
区
別
が
な
く
、
終
止
形
が

一
字
の
動
詞
。

　

植う

う
・
飢う

う
・
据す

う（
ワ
行
）︙
３
語

4
上
一
段
活
用
動
詞

　

射
る
・
鋳
る（
ヤ
行
）

　

居
る
・
率
る（
ワ
行
）

●
似
て
い
る
動
詞

・
見
る（
上
一
段
活
用
）
／
見
ゆ（
下
二
段
活
用
）

・
聞
く（
四
段
活
用
）
／
聞
こ
ゆ（
下
二
段
活
用
）

・
居
る（
上
一
段
活
用
）／
居
り（
ラ
行
変
格
活
用
）

・
去
る（
四
段
活
用
）
／
去い

ぬ（
ナ
行
変
格
活
用
）

・
来（
カ
行
変
格
活
用
）
／
来
た
る（
四
段
活
用
）

5
動
詞〈
４
〉　
動
詞
の
ま
と
め

テ
キ
ス
ト
p. 

21
～
35

自
動
詞
と
他
動
詞

 

〔
⇩
p. 

34
〕

＊
自
動
詞　
（
主　

語
）が
～
す
る

　
　

流
る
・
吹
く
・
光
る
・
立
つ（
四
段
）

＊
他
動
詞　
（
目
的
語
）を
～
す
る

　
　

流
す
・
吹
く
・
立
つ（
下
二
段
）

　
「
立
つ
／
立
て
る
」「
流
れ
る
／
流
す
」
の
よ
う

に
よ
く
似
た
ペ
ア
が
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、「（
風

が
）
吹
く
／
（
灰
を
）
吹
く
」
の
よ
う
に
同
型
の

も
の
、「
光
る
」「
読
む
」
の
よ
う
に
ペ
ア
が
な
い

も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、「
立
つ
」
は
四
段
で
あ
れ
ば
現
在
の
「
立

つ
」
で
自
動
詞
、
下
二
段
で
あ
れ
ば
現
在
の
「
立

て
る
」
で
他
動
詞
と
な
る
。

補
助
動
詞

 

〔
⇩
p. 

34
〕

　

動
作
を
表
さ
ず
、
上
の
語
や
文
節
に
あ
る
意
味

を
添
え
る
だ
け
の
も
の
。

　

笑
ひ
た
ま
ふ
・
堀
に
て
あ
り
け
れ
ば

3 

〔
⇩
p. 

21
～
29
〕

③ 

㋓
・
㋔
︑
④
㋘
は
︑
ヤ
行

の
動
詞
︒

4 

〔
⇩
p. 

34
〕

① 

は
﹁
立
つ
﹂︑
②
は
﹁
立

て
る
﹂︑
の
意
味
︒

③ 

は
﹁
見
す
﹂
で
︑
見
せ

る
の
意
︒

用
言
﹁
給
へ
﹂
に
続
い

て
い
る
︒

④ 

は
﹁
見
る
﹂︒
下
二
段
の

﹁
見
ゆ
﹂
は
︑見
え
る︵
自

動
詞
︶の
意
︒

﹁
あ
か
ね
さ
す
﹂︵
あ
か
ね

色
に
美
し
く
映
え
輝
く

意
か
ら
︶︑﹁
日
・
光
・
紫
﹂

な
ど
に
か
か
る
枕
詞
︒

③
み王宮

の
諸
門
を
守
る

か
き
も
り
衛ゑ

士じ

の㋒
た
く
火
の
夜
は㋓
燃
え
昼
は㋔
消
え
つ
つ
物物思

い
を
し
て
い
る
こ
と
だ
よ

を
こ
そ㋕
思
へ

④㋖
見いく

ら
見
て
も
飽
き
な
い

れ
ど㋗
飽
か
ぬ
吉
野
の
川
の

岩
に
い
つ
も
生
え
て
い
る
水
苔︵
ご
け
︶の
よ
う
に

常と
こ

滑な
め

の㋘
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
か
へ
り
見
む

㋐

活
用
㋑

活
用

㋒

活
用
㋓

活
用

㋔

活
用
㋕

活
用

㋖

活
用
㋗

活
用

㋘

活
用

4
次
の
傍
線
部
の
動
詞
に
つ
い
て
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
と
を
示
し
、
か
つ
自
動
詞
か
他
動
詞
か
の
区

別
を
示
し
な
さ
い
。

①
野
中
に
丘小高

い
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

だ
ち
た
る
所
に
、
た
だ
木
ぞ
三
つ
立立っ

て
い
る

て
る
。

②
楽
器
を
と
れ
ば
音ね

を
立弾い

て
み
よ
う
と

て
む
と
思
ふ
。

③
物
語
の
お
ほ
く

ご
ざ
い
ま
す
よ
う
で︵
す
が
︑そ
れ
を
︶︑お
見
せ
く
だ
さ
い

候さ
ぶ
ら

ふ
な
る
、
あ
る
限
り
見
せ
給
へ
。

④
あ
か
ね
さ
す
紫

む
ら
さ
き

野の

行
き
し
め
野

野
守
は
見
た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
か
︒あ
な
た
が
袖
を
振
っ
て
い
る
の
を
︒

行
き
野の

守も
り

は
見
ず
や
君
が
袖そ

で

ふ
る

①

活
用

形

②

活
用

形

③

活
用

形

④

活
用

形
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

36
〕

2 

〔
⇩
p. 

36
～
37
〕

① 

﹁
う
る
は
し
く
﹂と
連
用

形
で
︑い
っ
た
ん
文
を
中

止
し
て
い
る
︒

　
〔 

テ
キ
ス
ト
⇩
p. 

42
「
連
用
中

止
法
」〕

④
み
空
＝
空
の
美
称
︒

3 

〔
⇩
p. 

36
～
37
〕

1
次
の
形
容
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
種
類

①
な
し

な
（　
　

）

○

　
活
用

○

○

②
久
し

久
（　
　

）

○

　
活
用

○

○

2
次
の
傍
線
部
の
語
に
つ
い
て
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①
見み

目め

う

顔
か
た
ち
る
は
し
く
、
情
け
あ
り　
　

②
水
清
け
れ
ば
魚う

を

棲す

ま
ず

③
苦
し
き
こ
と
の
み
多多か

っ
た
か
り
き　
　
　

④
月
な
き
み
空そ

ら

に
き
ら
め
く
光

⑤
祝
ふ
今け

日ふ

こ
そ
楽
し
け
れ　
　
　
　

⑥
月つ

き

天て
ん

心し
ん

貧
し
き
町
を
通
り
け
り

①

活
用

形
②

活
用

形

③

活
用

形
④

活
用

形

⑤

活
用

形
⑥

活
用

形

3
次
の
各
文
の

内
の
形
容
詞
を（　
）内
に
示
し
た
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。

形
容
詞

 
〔
⇩
p. 

36
～
37
〕

　

言
い
切
り
の
形（
終
止
形
）が
、「
し
」
で
終
わ
る
。

ク
活
用

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

（
く
）

く

し

き

け
れ

○

か
ら

か
り

○

か
る

○

か
れ

シ
ク
活
用

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

（
し
く
）
し
く

し

し
き
し
け
れ

○

し
か
ら
し
か
り

○

し
か
る

○

し
か
れ

ク
活
用
・
シ
ク
活
用
の
見
分
け
方

 

〔
⇩
p. 

36
〕

　

ク
活
用
・
シ
ク
活
用
＝ 

「
な
る
」
を
つ
け
て
判

断
す
る
。

本
活
用
と
カ
リ
活
用

 

〔
⇩
p. 

36
〕

①
右
側
を
本
活
用
と
呼
ぶ
。こ
ち
ら
を
ま
ず
覚
え
る
。

② 

左
側
を
カ
リ
活
用（
補
助
活
用
）と
呼
ぶ
。
本
活

用
の
連
用
形
「
く
」
に
ラ
変
動
詞
「
あ
り
」
が

つ
い
て
、「
な
く
＋
あ
り
」→「
な
か
り
」と
な
っ

た
の
で
、
活
用
は
ラ
変
型
で
あ
る
。

③ 

カ
リ
活
用
は
、
助
動
詞
に
続
く
場
合
や
命
令
し

て
言
い
切
る
場
合
に
用
い
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
だ
け
は
、
本
活
用
に

続
く
。

6
形
容
詞　

テ
キ
ス
ト
p. 

36
～
37
・
40

特
別
な
形

 

〔
⇩
p. 

36
～
37
〕

① 

「
多
し
」
だ
け
は
、
下
に
助
動
詞
が
続
か
な
い

場
合
で
も
カ
リ
活
用
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、

カ
リ
活
用
の
終
止
形
や
已
然
形
も
見
ら
れ
る
。

　

・
昨
夜
の
鮎
、い
と
多
か
り
。 （
蜻
蛉
日
記
・
中
）

　
　
昨
夜
の
鮎
が
︑
た
い
そ
う
多
い
︒

② 

本
活
用
の
未
然
形
は
、「
～
く
は
」
の
形
で
表
れ
、

こ
の
場
合
は
「
も
し
～
な
ら
」
と
訳
す
。

　

・
恋
し
く
は
、
来き

て
も
見
よ
か
し
。

（
伊
勢
物
語
・
七
一
段
）

　
　
も
し
恋
し
い
な
ら
︑
来
て
会
い
な
さ
い
︒

＊ 

な
お
、
こ
の
場
合
の
「
は
」
に
つ
い
て
は
、
接

続
助
詞
「
ば
」
が
清
音
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
係
助
詞
「
は
」
と
考
え
て
「
恋
し
く
」
を

連
用
形
と
考
え
る
説
も
あ
る
。

形
容
詞
の
語
幹
の
用
法

 

〔
⇩
p. 

40
〕

⑴ 

形
容
詞
の
語
幹
・
形
容
詞
の
語
幹
＋
や
・
の

　

感
動
表
現

・
あ
な
、
を
さ
な
や
。　
ま
あ
︑
幼
い
こ
と
よ
︒

・
あ
な
、
お
も
し
ろ
の
箏さ
う

の
音ね

や
。

　
あ
あ
︑
お
も
し
ろ
い
箏
の
音
色
よ
︒

⑵
体
言（
を
）＋
形
容
詞
の
語
幹
＋
み

　

原
因
・
理
由（
︙
が
～
の
で
）

　

・
山
深
み　
山
が
深
い
の
で

②
﹁
ら
む
﹂　

⑤
﹁
ざ
り
﹂

⑥
﹁
け
り
﹂　

⑩
﹁
べ
し
﹂

　

形
容
詞
の
下
に
助
動
詞

が
続
く
場
合
に
は
︑
補
助

︵
カ
リ
︶活
用
が
使
わ
れ
る
︒

⑦ 

命
令
形
は
補
助
活
用
に

し
か
な
い
︒

⑨ 

﹁
未
然
形
＋
ば
﹂
は
﹁
も

し
︙
な
ら︵
ば
︶﹂︑﹁
已

然
形
＋
ば
﹂は﹁
︙
の
で
﹂

と
訳
す
︒
こ
こ
で
は﹁
明

る
い
の
で
﹂
と
い
う
意
︒

⑩ 

﹁
べ
し
﹂
は
終
止
形︵
ラ

変
型
の
場
合
は
連
体
形
︶

に
接
続
す
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

36
～
37
〕

② 

﹁
お
こ
す
﹂﹁
つ
き
あ
り

く
﹂﹁
思
ひ
か
く
﹂﹁
ほ

と
め
く
﹂﹁
あ
り
く
﹂
い

ず
れ
も
動
詞
︒

①
ちいろ

い
ろ
ぢ
に
物
こ
そ
か
な
し
（
已
然
形
）　　
　

②
い
つ
見
き
と
て

こ
ん
な
に
恋
し
い
の
だ
ろ
う
か

か
恋
し
ら
む
（
連
体
形
）

③
お
ほ
け
な
し
う

分
不
相
応
に
も

き
世
の
民
に
お覆い

か
け
る
こ
と
だ
よ

ほ
ふ
か
な
（
連
用
形
）

④
なそれ

で
も
や
は
り

ほ
う
ら
め
し
朝
ぼ
ら
け
か
な
（
連
体
形
）

⑤
惜
し
ざ
り
し
命
さまで

もへ
（
未
然
形
）　　
　
　

⑥
花
も
紅も

み
ぢ葉
も
な
し
け
り
（
連
用
形
）

⑦
は
げ
し
と
は
祈祈ら

な
か
っ
た
の
に
な
あ

ら
ぬ
も
の
を
（
命
令
形
）　

⑧
恋
に
くすた

れ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い

ち
な
む
名
こ
そ
惜
し
（
已
然
形
）

⑨
月
明
か
し
ば
、
い実に

よ
く
様
子
が
見
え
る

と
よ
く
あ
り
さ
ま
見
ゆ
。（
已
然
形
）

⑩
な
く
て
も
よ
し
べ

よ
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
︑

し
と
見
え
た
る
に
、（
連
体
形
）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

4
次
の
文
章
中
か
ら
形
容
詞（
二
つ
）を
抜
き
出
し
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

　

ぬ
か
づ
き
虫
、
ま
た
あ
は
れ
な
り
。
さ虫の

心
な
の
に

る
心
地
に
道
心
お
こ
し
て
つ頭を

下
げ
て
歩
き
回
る

き
あ
り
く
ら
む
よ
。

思
ひ
か
け
ず
、
暗
き
所
な
ど
に
、
ほこと

こ
と
と
音
を
た
て
て

と
め
き
あ
り
き
た
る
こ
そ
を
か
し
け
れ
。

活
用

形

活
用

形



1415

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

38
〕

2 

〔
⇩
p. 

38
～
39
〕

③ 

端
艇
＝
停
泊
中
の
船
と

波
止
場
と
を
行
き
来
す

る
小
舟
︒

3 

〔
⇩
p. 

38
～
39
〕

① 

②
形
容
動
詞
の
連
用
形

﹁
に
﹂﹁
と
﹂
は
︑
主
に

1
次
の
形
容
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
種
類

①
静
か
な
り
静
か

　
活
用

②
索
々
た
り
索
々

　
活
用

2
次
の
傍
線
部
の
語
に
つ
い
て
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①
悠
然
と
し
て
山
を
見
る
蛙か

は
づ

か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
大偉大

な
こ
と
で
あ
る
よ

い
な
る
か
な
母
の
愛

③
端は
し

艇け

の
かひっ

き
り
な
し
に
小
舟
が
行
き
来
し

よ
ひ
に
ぎ
や
か
に
よ
せ
く
る
波
も
黄
金
な
り

④
漫広々

と
し
た

々
た
る
海か

い

上し
や
う

を
遠ゑ

ん

見け
ん

し
て
、

①

活
用

形
②

活
用

形

③

活
用

形
④

活
用

形

3
次
の
各
文
の

内
の
形
容
動
詞
を（　
）内
に
示
し
た
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。

①
は遠く

ま
で
る
か
な
り
照照ら

し
て
お
く
れ

ら
せ
山
の
端
の
月
（
連
用
形
）

形
容
動
詞

 
〔
⇩
p. 

38
～
39
〕

　

言
い
切
り
の
形（
終
止
形
）が
、「
な
り
」「
た
り
」

で
終
わ
る
。

ナ
リ
活
用

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

な
ら

な
り

な
り

な
る

な
れ

な
れ

に

タ
リ
活
用

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

た
ら

た
り

た
り

た
る

た
れ

た
れ

と

　

形
容
動
詞
は
、
も
と
も
と
副
詞
的
な
語
、「
静

か
に
」「
索
々
と
」
な
ど
に
ラ
変
動
詞
「
あ
り
」

が
つ
い
て
、「
静
か
な
り
」「
索
々
た
り
」
と
な
っ

た
も
の
な
の
で
、
ラ
変
型
活
用
で
あ
る
。

形
容
動
詞
の
判
別
ポ
イ
ン
ト

 

〔
⇩
p. 

38
～
39
〕

①
「
た
い
へ
ん
」
を
つ
け
て
訳
せ
る
か
。

（
た
い
へ
ん
）静
か
な
り
︙
○

（
た
い
へ
ん
）紅
葉
な
り
︙
×

　
「
た
い
へ
ん
」
は
連
用
修
飾
語
な
の
で
、
こ

れ
で
修
飾
で
き
れ
ば
下
の
語
は
用
言
で
あ
る
。

「
紅
葉
」
は
体
言
、「
な
り
」
は
断
定
の
助
動
詞

で
あ
る
。

7
形
容
動
詞　

テ
キ
ス
ト
p. 

38
～
40

②
活
用
す
る
語
か
。

静
か
に
→
静
か
な
り
︙
○

つ
ひ
に
→
つ
ひ
な
り
︙
×

　

形
容
動
詞
は
活
用
す
る
が
、「
つ
ひ
に
」
は

副
詞
で
あ
っ
て
、
活
用
し
な
い
。

形
容
動
詞
の
語
幹
の
用
法

 

〔
⇩
p. 

40
〕

形
容
動
詞
の
語
幹
・
形
容
動
詞
の
語
幹
＋
や
・
の

　

感
動
表
現

　

・
あ
な
、
め
づ
ら
か
。　

　
　
ま
あ
︑
と
ん
で
も
な
い
︒

　

・
希け

有う

の
童わ
ら
は

か
な
。

　
　
と
ん
で
も
な
い
子
供
だ
な
あ
︒

用
言
が
続
く
場
合
に
使

わ
れ
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

38
～
39
〕

Ａ 

﹁
た
い
へ
ん
﹂を
つ
け
て

訳
す
こ
と
が
で
き
る
︒

Ｂ 

活
用
し
な
い
︒

Ｃ 

﹁
た
い
へ
ん
﹂を
つ
け
て

訳
す
こ
と
が
で
き
な
い
︒

5 

〔
⇩
p. 

38
～
39
〕

② 

形
容
動
詞
は
已
然
形
・

命
令
形
が
同
形
だ
が
︑

直
後
が
﹁
ば
﹂
な
ら
︑

命
令
の
言
い
切
り
で
は

な
い
︒

②
深静ま

り
か
え
っ
て
い
る

閑
た
り
し
た
る
房ば

う

（
連
用
形
）

③
平無事

平
穏
で
あ
れ

ら
か
な
り
と
念
ず
べ
き
よ
し
（
命
令
形
）

①

②

③

4
次
の
各
語
は
、（
Ａ
形
容
動
詞
・
Ｂ
副
詞
・
Ｃ
名
詞
＋
﹁
な
り
﹂﹁
た
り
﹂）の
い
ず
れ
か
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

①
愚
か
に
（　
　
　
　

） 

②
英
雄
た
り
（　
　
　
　

） 

③
つ
く
づ
く
と
（　
　
　
　

）

④
ま
さ
に
（　
　
　
　

） 

⑤
有
様
な
り
（　
　
　
　

） 

⑥
整
然
と　
　
（　
　
　
　

）

5
次
の
各
文
か
ら
形
容
動
詞
を
抜
き
出
し
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。（
な
お
、
形
容
動
詞

は
三
つ
あ
る
。）

①
そ
の
気け

色し
き

窅え
う

然ぜ
ん

と

深
み
の
あ
る
美
し
さ
で
︑

し
て
、
美
人
の
顔

か
ん
ば
せ

を
粧よ

そ
ほ

ふ
。

② 

老
い
ぬ
る
人
は
、
精
神
お
と
ろ
へ
、
淡
く
おなお

ざ
り
で
あ
り
︑

ろ
そ
か
に
し
て
、
感
じ
う
ご
く
所
な
し
。
心

　

お
の
づ
か
ら
し平静

で
あ
る
の
で
︑

づ
か
な
れ
ば
、
無む

益や
く

の

役
に
も
立
た
な
い
わ
ざ
を
な
さ
ず
。

①

活
用

形

②

活
用

形

活
用

形



1617

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

22
～
39
〕

⑦ 

﹁
名
詞
＋
す
﹂の
複
合
動

詞
︒

2 

〔
⇩
p. 

40
〕

①
山
高
し︵
形
容
詞
︶

②
た
ふ
と
し︵
形
容
詞
︶

③
む
ざ
ん
な
り︵
形
容
動
詞
︶

3 

〔
⇩
p. 

41
〕

音
便

1
次
の
傍
線
部
の
用
言（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）の
、
品
詞
名
・
活
用
の
種
類
・
活
用
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①
忘
る
る
間ま

ぞ
な
き
ゆ
く
年と

し

月つ
き　
　
　
　

②
か
れ
て
さ
び
し
く
な
り
に
け
り　
　

③
時まだ

そ
の
時
で
な
い

に
あ
ら
ず
と
声
も
立
て
ず

④
の
ど
か
な
り
や
春
の
空　
　
　
　
　
　

⑤
し初音

を
も
ら
す

の
び
音ね

も
ら
す
夏夏が

来
た
は
来き

ぬ　
　
　

⑥
幾
と
せ
ふ
る
さ
と
来
て
み
れ
ば

⑦
天
下
に
旅
す
る

た
く
ま
し
い
さ
む
ら
い

剛が
う

毅き

の
も
の
の
ふ　
　

⑧
峰
よ
り
落
つ
る
滝
の
音　
　
　
　
　

⑨
峨が

が々

た
る
巌い

は
ほ

つ
ら
な
り
て

①

活
用

形
②

活
用

形

③

活
用

形
④

活
用

形

⑤

活
用

形
⑥

活
用

形

⑦

活
用

形
⑧

活
用

形

⑨

活
用

形

2
次
の
傍
線
部
は
い
ず
れ
も
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
特
別
な
用
法
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
用
法
か
、
後
の
説
明
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
山
高
み
見
つ
つ
我
が
来
し
桜
花
風
は
心自由

に
ゆ
す
っ
た
り
︑散
ら
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
だ

に
任ま

か

す
べ
ら
な
り 

（　
　
　
　

）

②
あああ

︑な
ん
と

ら
た
ふ
と
青
葉
若
葉
の
日
の
光 
（　
　
　
　

）

③
む
ざ
ん
や
な
甲か

ぶ
と

の
下
の
き
り
ぎ
り
す 

（　
　
　
　

）

ア　

語
幹
だ
け
で
感
動
を
示
す
。　
　

イ　

語
幹
に
助
詞
を
伴
っ
て
感
動
を
示
す
。　
　

ウ　

語
幹
に
接
尾
語
を
添
え
て
原
因
・
理
由
を
示
す
。

3
次
の
文
中
か
ら
音
便
形
を
含
む
文
節
を
傍
線
で
示
し
、
も
と
の
形
を
解
答
欄
に
答
え
な
さ
い
。（
な
お
、
音
便
形
は
四
つ
あ
る
。）

　
（
能の

登と
の

守か
み

教の
り

経つ
ね

は
）
判は

う

官ぐ
わ
ん

（
源
義よ

し

経つ
ね

）
の
船
に
乗
り
あ
た
つ
て
、「
あ
は
や
」
と
目
を
か
け
て
飛
ん
で
か
か
る
に
、
判
官
、
か
な
は
じ
と
や
思思わ

8
用
言
総
合　
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞

テ
キ
ス
ト
p. 

19
～
44

単
語
中
の
あ
る
音
が
︑
発
音

の
便
宜
上
︑
変
化
す
る
こ
と
︒

・ 

イ
音
便
︙
書
き
て
↓
書
い

て　

浅
き
夢
↓
浅
い
夢

・ 
ウ
音
便
︙
歌
ひ
て
↓
歌
う

て　

浅
く
て
↓
浅
う
て

・ 

撥は
つ

音
便
︙
飛
び
て
↓
飛
ん

で　

多
か
る
め
り
↓
多
か

ん
め
り

　
︵ 

た
だ
し
︑﹁
多
か
め
り
﹂

の
よ
う
に
﹁
ん
﹂
を
表

記
し
な
い
こ
と
が
多
い
︶

・ 

促そ
く

音
便　

打
ち
て
↓
打
つ

て
　

壇
ノ
浦
で
平
家
が
滅
び
る

と
き
の
場
面
︒
最
後
の
力
を

ふ
り
し
ぼ
っ
て
奮
戦
す
る
平

教
経
と
︑
源
氏
の
大
将
源
義

経
と
の
合
戦
の
様
子
で
あ
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

20
～
39
〕

　

か
ぐ
や
姫
が
竹
取
の
翁

の
も
と
で
成
長
し
︑
成
人

の
儀
式
を
迎
え
る
場
面
︒

問
１

④
﹁
高
貴
だ
﹂
の
意
︒

問
２

Ａ
下
の
﹁
な
り
﹂
は
動
詞
︒

Ｂ
下
の
﹁
遊
ぶ
﹂
は
動
詞
︒

はれた
の
で
あ
ろ
う
か
︑

れ
け
む
、
長な

ぎ

刀な
た

脇わ
き

に
か
い
ば
さ
み
、
味
方
の
船
の
二
丈
ば
か
り
退の

い
離
れ
て
い
た
味
方
の
船
に
︑

た
り
け
る
に
、
ゆ
ら
り
と
飛
び
乗
り
た
ま
ひ
ぬ
。

①

②

③

④

4
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

翁
、
竹
を
取
る
こ
と①
久
し
く
な
り
ぬ
。
勢い

き
ほ

ひ
勢
力
が
盛
ん
な
者

猛ま
う

の
者
に
な
り
に
け
り
。
こ
の
子
い
とＡ
大
き
な
り
な
り
ぬ
れ
ば
、
名
を
、
御み

室む
ろ

戸ど

斎い
む

部べ

の
秋

田
を
呼
び
て
つ
け
さ
す
。
秋
田
、
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
と
つ
け
つ
。
こ
の
ほ
ど
三
日
う宴会

を
催
し
て
楽
し
む
︒

ち
あ
げ②
遊
ぶ
。
よさま

ざ
ま
な
歌
舞
音
曲
な
ど
の
遊
び

ろ
づ
の
遊
び
を
ぞ③
し
け
る
。
男を

と
こ

は
うより

け好み
せ
ず
に

き
ら
は
ず
呼
び
集
へ
て
、
い
とＢ
か
し
こ
し
遊
ぶ
。
世
界
の
を
の
こ
、

高
貴
な︵
人
︶

④
あ
て
な
る
も⑤
い
や
し
き
も
、
いなん

と
か
し
て

か
で
こ
の
か
ぐ
や
姫
を
得手に

入
れ
た
い
も
の
だ

て
し
が
な
、

 ⑥
見
て

結
婚
し
た
い
も
の
だ

し
が
な
と
、
音お

と

に
噂

聞
き
、
め心惹

か
れ
思
い
悩
む
︒

で
て
惑ま

ど

ふ
。

問
１　
傍
線
部
①
～
④
の
用
言
の
基
本
形
、
活
用
の
種
類
、
文
中
で
の
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

問
２　

部
Ａ
Ｂ
の
用
言
を
正
し
く
活
用
さ
せ
て
書
き
な
さ
い
。

問
３　
傍
線
部
⑤
⑥
の
用
言
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。（
た
だ
し
、
活
用
形
の
欄
は
活
用
語
尾
だ
け
を
平
仮
名
で
記
せ
ば
よ
い
。）

問
１

問
２

問
３

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

⑤⑥ ①

活
用

形
②

活
用

形

③

活
用

形
④

活
用

形

Ａ

Ｂ
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

46
〕

①
は
奈
良
時
代
の
歌
人
︒

2 

〔
⇩
p. 

48
～
51
〕

　
﹁
文
節
﹂
と
い
う
語
に
注

意
〔
⇩
p. 

10
〕︒

　

文
節
の
初
め
に
は
︑
必

ず
自
立
語
が
一
つ
だ
け
あ

る
︒

　

②
﹁
つ
つ
﹂
③
﹁
ず
﹂
は
︑

付
属
語
︒

3 

〔
⇩
p. 

50
～
51
〕

①
決
し
て
︙
︙
す
る
な

② 

ま
さ
か
︙
︙
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う

③
ど
う
し
て
︙
︙
か

④
よ
く
︙
︙
で
き
ず

⑤ 

き
っ
と
︙
︙
だ
ろ
う︵
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
︶

1
次
の
傍
線
部
の
語
は
、（
ア
普
通
名
詞
・
イ
固
有
名
詞
・
ウ
数
詞
・
エ
代
名
詞
）の
ど
れ
か
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

①
柿
本
人
麻
呂
な
む
歌
の
聖ひ

じ
り

な
名
人
で
あ
っ
た
よ

り
け
る　
　
　
（　
　
　
　

）

②
も︵季

節
の
︶情
趣

の
の
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ　
　
　
　
（　
　
　
　

）

③
わ
れ
、
こ
の
所
に
住
み
は
じ
め
し
と
き　
　
（　
　
　
　

）

2
次
の
各
文
か
ら
副
詞
と
、
そ
の
副
詞
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

①
た
だ
有あ

り

明あ
け

の
月
ぞ
残
れ
る　
　

②
かお互

い
に
た
み
に
袖そ

で

を
し
ぼ
り
つ
つ

③
人
は
いさあ

︑ど
う
だ
か

さ
心
も
知
ら
ず

①

→

②

→

③

→

3
次
の
各
文
の（　
）に
入
る
適
当
な
副
詞
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
な
お
、
傍
線
部
は
そ

の
副
詞
に
呼
応
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
参
考
に
す
る
こ
と
。）

①（　
　
　
　

）、
そ
の
人
に
ま私が

い
る
と
は

ろ
あ
り
と
宣の

た
ま

ふ
な　
︿
禁
止
﹀ 

②
今
は
逃
ぐ
と
も
、（　
　
　
　

）逃
が
さ
じ　
︿
打
消
の
推
量
﹀ 

③
あ
と
ま
で
見
る
人
あ
り
と
は（　
　
　
　

）か
知
ら
む　
︿
反
語
﹀ 

④
人
の

非
難
や
悪
口
を

謗そ
し

り
を
も（　
　
　
　

）憚は
ば
か

ら
気
が
ね
し
慎
み
な
さ
る

せ
給
は
ず　
︿
打
消
﹀ 

⑤（　
　
　
　

）習言い
伝
え
ひ
あ
る
こ
と
に
侍
ら
む　
︿
推
量
﹀ 

名
詞
の
種
類

 
〔
⇩
p. 

46
〕

普
通
名
詞
女
・
川
・
物
語　
な
ど

固
有
名
詞
小
野
小
町
・
筑つ
く

紫し　
な
ど

数　
詞

一
つ
・
五
番
目
・
八
代
目  

な
ど

形
式
名
詞
こ
と
・
も
の
・
ほ
ど　
な
ど

代
名
詞

わ
れ
・
な
れ
・
こ
れ　
な
ど

主
な
連
体
詞

 

〔
⇩
p. 

47
〕

　

あ
る
・
あ
ら
ゆ
る
・
い
ん
じ
・
さ
る

主
な
陳
述︵
呼
応
︶の
副
詞

 

〔
⇩
p. 

48
・
50
～
51
〕

打　
消

え
・
い
さ
・
さ
ら
に
・
つ
ゆ
・

よ
も

禁　
止

ゆ
め
・
ゆ
め
ゆ
め
・
な

推　
量

む
べ
・
げ
に
・
け
だ
し
・
さ
だ

め
て

比ひ　
況き
ょ
う

あ
た
か
も
・
さ
な
が
ら

疑
問・反
語・

推
量

い
か
が
・
い
か
に
・
い
か
で
・

な
ど

意
志・希
望
い
か
で

仮　
定

た
と
ひ
・
よ
し
・
も
し

9
名
詞
・
連
体
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞　
活
用
の
な
い
自
立
語

テ
キ
ス
ト
p. 

45
～
54

主
な
接
続
詞

 

〔
⇩
p. 

52
〕

並　
列

お
よ
び
・
な
ら
び
に
・
ま
た

選　
択

あ
る
い
は
・
ま
た
は
・
は
た

添　
加

か
つ
・
つ
い
で
・
な
ほ

順　
接

さ
れ
ば
・
ゆ
ゑ
に
・
さ
ら
ば

逆　
接

さ
れ
ど
も
・
し
か
し
な
が
ら

主
な
感
動
詞

 

〔
⇩
p. 

53
〕

感　
動

あ
は
や
・
あ
は
れ
・
す
は

呼
び
か
け
い
か
に
・
い
ざ

応　
答

い
さ
・
え
い
・
お
う

●
副
詞
と
接
続
詞
の
判
別

副
詞（
位
置
を
移
動
で
き
る
）

　

・
今
日
ま
た
山
を
越
ゆ
。

　

・
ま
た
今
日
山
を
越
ゆ
。

接
続
詞（
位
置
を
移
動
で
き
な
い
）

　

・
山
ま
た
山
を
越
ゆ
。

●
形
容
動
詞
と
副
詞
の
判
別〔
⇩
p. 

49
〕

次
の
場
合
は
、
形
容
動
詞
で
あ
る
。

①
「
た
い
へ
ん
」
を
つ
け
て
訳
せ
る
。

②
活
用
す
る
語
。

4 

〔
⇩
p. 

47
・
52
～
53
〕

① 
﹁
そ
の
﹂は
口
語
で
は
連

体
詞
だ
が
︑
文
語
で
は

﹁
そ
﹂︵
名
詞
︶
＋
﹁
の
﹂

︵
助
詞
︶
の
二
語
か
ら
成

る
︒

5 

〔
⇩
p. 

48
～
52
〕

　

位
置
を
移
動
で
き
る
か
︑

で
き
な
い
か
で
見
分
け

る
︒

6 

〔
⇩
p. 

49
〕

　

傍
線
部
の
語
を
︑
形
容

動
詞
の
終
止
形
︵
︱
な
り
・

︱
た
り
︶
に
言
い
換
え
て

み
て
︑成
り
立
つ
か
ど
う
か
︒

　
ア　

い
か
で　
　

イ　

よ
も　
　

ウ　

ゆ
め　
　

エ　

さ
だ
め
て　
　

オ　

え

4
次
の
各
文
中
に
は
、（
ア
連
体
詞
・
イ
接
続
詞
・
ウ
感
動
詞
）の
ど
れ
か
が
一
つ
あ
る
。
そ
の
語
を
抜
き

出
し
、
品
詞
名
を
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
近
き
世
に
、
そ
の
名
聞知れ

て
い
る

こ
え
た
る
人
は
、
す
な
は
ち
僧そ

う

正じ
や
う

遍へ
ん

昭ぜ
う

は
、
︙ 

②
あ
は
や
、
源
氏
の
先
陣
は
向向か

っ
て
来
た
ぞ

か
ふ
た
る
は
。 

③
枝
の
長
さ
七
尺
、
あ
る
い
は
六
尺
。 

④
い
は
ゆ
る
西さ

い

方は
う

浄じ
や
う

土ど

に
生む

ま
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る

れ
た
る
や
う
に
な
む
。 

①

②

③

④

5
次
の
傍
線
部
の
語
の
品
詞
名
を
答
え
な
さ
い
。

①
し
残
し
た
る
を
、
さ
て
打して

置
い
て
あ
る
の
は

ち
置
き
た
る
は
面
白
く
、
︙ 

②
さ
て
、
そ
の
国
に
在あ

る
女
を
よ求婚

し
た
ば
ひ
け
り
。 

①

②

6
次
の
傍
線
部
の
語
は
、（
ア
形
容
動
詞
の
連
用
形
・
イ
副
詞
）の
ど
ち
ら
か
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
さ
ら
に
悲
し
き
こ
と
は
多多い

よ
う
で
あ
る

か
る
べ
き
。 

（　
　
　
　

）

②
富
士
の
裾す

そ

野の

に
なさし

か
か
る
と
︑

り
ぬ
れ
ば
、
北
に
は
青せ

い

山ざ
ん

峨が

が々

と

け
わ
し
い
様
子
で
し
て
、
︙ 

（　
　
　
　

）

③
ままじ

め
に
め
や
か
に
言
ふ
人
、
ひ
と
り
ぞ
あ
る
。 

（　
　
　
　

）

④
しそれ

ほ
ど
は
っ
き
り
と
生
え
て
い
な
い

か
と
あ
ら
ぬ
ひ
げ
搔か

き
撫な

で
て　

 

（　
　
　
　

）
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

56
～
59
〕

② 

③
下
に
﹁
～
ず
﹂
を
つ

け
て
考
え
て
み
る
︒

⑥ 

⑦
﹁
～
り
﹂
と
な
る
動

詞
に
準
じ
る
︒

⑧ 

﹁
死
ぬ
﹂﹁
去
ぬ
﹂
と
い

う
動
詞
に
準
じ
る
︒

⑨ 

﹁
む
と
す
﹂か
ら
で
き
た

語
な
の
で
︑
動
詞
﹁
す
﹂

に
準
じ
る
︒

⑩ 

⑪
﹁
～
し
﹂
と
な
る
用

言
に
準
じ
る
︒

⑫ 

⑬
﹁
～
な
り
﹂﹁
～
た
り
﹂

と
な
る
用
言
に
準
じ
る
︒

⑭ 

⑮
⑯
⑰
用
言
と
は
全
く

異
な
る
︒

1
次
の
助
動
詞
①
～
⑰
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
型

①
む

（　

 　

）

○

○

　
型

②
ら
る

　
型

③
す

　
型

④
し
む

　
型

⑤
つ

　
型

⑥
け
り
（　

 　

）

○

○

　
型

⑦
め
り

○

（　

 　

）

○

　
型

⑧
ぬ

　
型

⑨
む
ず

○

○

○

　
型

⑩
べ
し
（　

 　

）

○

　
型

○

○

○

⑪
ま
じ
（　

 　

）

○

　
型

○

○

○

⑫
な
り

　
（
断
定
）

　
型

助
動
詞
の
活
用

 

〔
⇩
p. 

58
〕

　

助
動
詞
の
多
く
は
、
例
の
よ
う
に
動
詞
・
形
容

詞
・
形
容
動
詞（
用
言
）と
同
じ
型
で
活
用
す
る
。

し
た
が
っ
て
、「
○
行
△
段
活
用
」
と
は
い
わ
ず
に
、

「
△
段
型
」
と
分
類
す
る
。

　

例　
ラ
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
流
る
」

　
　
　

助
動
詞
「
る
」（
下
二
段
型
）

語

未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

流
る

れ

れ

る

る
る
る
れ
れ
よ

る

れ

れ

る

る
る
る
れ
れ
よ

四
段
型　
む
・
ら
む
・
け
む

　

＊
「
む
」
で
終
わ
る
推
量
の
助
動
詞
。

下
二
段
型　
る
・
ら
る

　
　
　
　
　

す
・
さ
す
・
し
む
／
つ

　

＊
尊
敬
の
助
動
詞
と
完
了
「
つ
」。

ラ
変
型　
け
り
／
た
り
・
り（
完
了
）

　
　
　
　

め
り
／
な
り（
伝
聞
推
定
）

　

＊
「
り
」
で
終
わ
る
助
動
詞
。

ナ
変
型　
ぬ

サ
変
型　
む
ず

形
容
詞
型　
べ
し
・
た
し
・
ご
と
し

　
　
　
　
　

ま
じ
・
ま
ほ
し

　

＊
「
し（
じ
）」
で
終
わ
る
助
動
詞
。

形
容
動
詞
型　
な
り
・
た
り（
断
定
）

不
変
化
型　
ら
し
／
じ

特
殊
型　
き
／
ず
／
ま
し

10
助
動
詞〈
入
門
〉　
活
用
・
接
続

テ
キ
ス
ト
p. 

56
～
59

助
動
詞
の
接
続

 

〔
⇩
p. 

56
～
57
〕

　

助
動
詞
の
多
く
は
、
未
然
形
・
連
用
形
・
終
止

形
の
い
ず
れ
か
に
接
続
す
る
。

未
然
形

＋
る
・
ら
る（
自
発
な
ど
）

＋
す・さ
す・し
む（
使
役・尊
敬
）

＋
ず（
打
消
）

＋
む
・
む
ず（
推
量
）

＋
ま
し（
反
実
仮
想
）

＋
じ（
打
消
推
量
）

＋
ま
ほ
し（
希
望
）

連
用
形

＋
き
・
け
り（
過
去
）

＋
つ
・
ぬ
・
た
り（
完
了
）

＋
け
む（
過
去
推
量
）

＋
た
し（
希
望
）

終
止
形

ラ
変
型
の
連
体
形

＋
ら
む（
現
在
推
量
）

＋
べ
し（
推
量
）

＋
な
り（
伝
聞
推
定
）

＋
め
り
・
ら
し（
推
定
）

＋
ま
じ（
打
消
推
量
）

︻
そ
の
他
︼

サ
変
の
未
然
形

四
段
の
命
令
形
＋
り（
完
了
）

体
言

連
体
形

＋
な
り
・
た
り（
断
定
）

＋
ご
と
し（
比
況
）

● 

助
動
詞
の
補
助
活
用　
形
容
詞
と
同
じ
く
、
形

容
詞
型（
カ
リ
活
用
）と
打
消
「
ず
」（
ラ
変
型
）

は
、
下
に
助
動
詞
が
続
く
と
き
に
主
に
用
い
ら

れ
る
。

2 

〔
⇩
p. 

56
～
59
〕

① 

﹁
け
り
﹂⑥﹁
ぬ
﹂⑦﹁
た

り
﹂︵
完
了
︶⑨
﹁
き
﹂
は

連
用
形
接
続
︒

② 

﹁
べ
し
﹂
④
﹁
な
り
﹂︵
伝

聞
推
定
︶⑩
﹁
め
り
﹂
は

終
止
形︵
ラ
変
型
は
連
体

形
︶接
続
︒

③ 

﹁
り
﹂
は
サ
変
未
然
形
・

四
段
命
令
形︵
已
然
形
︶

接
続
︒

⑤ 

﹁
な
り
﹂︵
断
定
︶は
体
言・

連
体
形
接
続
︒

⑧
﹁
む
﹂
は
未
然
形
接
続
︒

⑬
た
り

　
（
断
定
）

　
型

⑭
じ

○

○

○

　
型

⑮
き

（　

 　

）

○

○

型

⑯
ず

（  

ず  

）

○

　
型

○

型

⑰
ま
し

ま
し
か

（
ま
せ
）

○

○

型

2
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の（　
）に
、
下
の
語
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
な
さ
い
。

①
花
（　
　
　
　

）
け
り
。　
　
　
　
　
　
　
　

咲
く

②
花
（　
　
　
　

）
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　

咲
く

③
花
（　
　
　
　

）
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲
く

④
水
（　
　
　
　

）
な
り
。（
伝
聞
推
定
）　　
　

流
る

⑤
水
（　
　
　
　

）
な
り
。（
断
定
）　　
　
　
　

流
る

⑥
時
（　
　
　
　

）
ぬ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
ぐ

⑦
供
に
（　
　
　
　

）
た
り
。（
完
了
）　　
　
　

具ぐ

す

⑧
人
を
喜
ば
（　
　
　
　

）
む
。　
　
　
　
　
　

し
む

⑨
人
に
勝ま

さ

る
（　
　
　
　

）
き
。　
　
　
　
　
　

ま
じ

⑩
故
郷
に
帰
る
（　
　
　
　

）
め
り
。　
　
　
　

べ
し
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

60
～
61
〕

① 

寝
も
寝
＝
寝
つ
く
︒﹁
寝
﹂

は
名
詞
︒﹁
寝
﹂
は
︑
ナ

行
下
二
段
動
詞
︒

③ 

験
あ
ら
む
僧
＝
修
法
の

効
果
の
あ
り
そ
う
な
僧
︒

﹁
験
﹂
は
加
持
・
祈き

禱と
う

な

ど
の
修
法
の
効
験
︑
し

る
し
︒

2 

〔
⇩
p. 

60
〕

　
﹁
る
﹂﹁
ら
る
﹂
と
も
に

下
二
段
型
︒
直
前
の
語
の

音
で
︑﹁
る
﹂
か
﹁
ら
る
﹂

か
を
判
断
す
る
︒

3 

〔
⇩
p. 

62
～
63
〕

　

②
④
は
尊
敬
語
﹁
給
ふ
﹂

が
下
に
あ
る
が
︑
①
③
は

尊
敬
語
が
下
に
な
い
︒

1
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
は
、（
ａ
自
発
・
ｂ
可
能
・
ｃ
受
身
・
ｄ
尊
敬
）の
う
ち
い
ず
れ
の
意
味
か
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

①
雨
降
り
な
ど
す
れ
ば
、
恐
ろ
し
く
て
寝い

も
眠
る
こ
と
も
寝ね

ら
れ
ず
。　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

②
子
ゆによ

っ
て
こ
そ

ゑ
に
こ
そ
よ
ろ
づ
の
あ
は
れ
は
思
ひ
知
ら
る
れ
。　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

③
験げ

ん

あ
ら
む
僧
た
ち
、
祈
り
試
み
ら
れ
よ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

④
などう

し
て
こ
う

ど
か
く
わ
す
れ
つてし

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒︵
子
供
︶に

る
な
ら
む
。
こ
れ
に
教
へ
ら
る
る
も
を
か
し
。　
　
（　
　
　
　

）

⑤
か
な
し
く
て
、
人
知
れ
ず
泣
か
れ
ぬてし

ま
っ
た

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

2
次
の
文
中
の（　
）の
﹁
る
﹂﹁
ら
る
﹂
を︿　
﹀の
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。

①
目
も
見
え
ず
、
も
の
も
言
は（
る
）ず
。　
︿
未
然
形
﹀

②
やすぐ

にが
て
面
影
は
推
し
は
か
ら（
る
）心
地
す
る
を
、　
︿
連
体
形
﹀

③
わ
が
身
さまで

もへ
こ
そ
揺
る
が（
る
）。　
︿
已
然
形
﹀

④
水
深
く
、
陰か

げ

涼
し
か
ら
ん
と
こ
ろ
を
求
め（
ら
る
）。　
︿
命
令
形
﹀

①

②

③

④

3
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
は
、（
ａ
使
役
・
ｂ
尊
敬
）の
う
ち
い
ず
れ
の
意
味
か
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
を男がの
こ
の
馬
を
走
ら
し
む
る
を
見
て
、
︙　
　
　
（　
　
　
　

）

②
君帝はす
で
に
都
を
出い

で
さ
せ
給
ひ
ぬ
。　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

③
妻妻で

あ
る
女

の
女め

に
あ
づ
け
て
養
は
す
。　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

④
重
ね
て
問
は
せ
給
は
ば
、
い
か
が
申
さ
む
。　
　
（　
　
　
　

）

自
発
・
可
能
・
受
身
・
尊
敬
﹁
る
・
ら
る
﹂ 

〔
⇩
p. 

60
～
61
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

る

れ

れ

る

る
る
る
れ
れ
よ

ら
る

ら
れ
ら
れ
ら
る
ら
る
る
ら
る
れ
ら
れ
よ

　
（
エ
・
エ
・
ウ
・
ウ
る
・
ウ
れ
・
エ
よ
）

　

と
も
に
下
二
段
型

●
接
続　
＊ 

「
る
」「
す
」
と
「
ら
る
」「
さ
す
」

接
続
の
違
い
を
参
照
。

●
意
味

　

１
自
発︿ 

自
然
と
︙
れ
る
／
ら
れ
る
・
ふ
と
︙

れ
る
／
ら
れ
る
・
思
わ
ず
︙
れ
る
／

ら
れ
る
﹀

　

２
可
能︿
︙
こ
と
が
で
き
る
﹀

　

３
受
身︿
︙
れ
る
・
︙
ら
れ
る
﹀

　

４
尊
敬︿
お
︙
に
な
る
・
︙
な
さ
る
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

心
情
語
・
知
覚
語
＋
る
・
ら
る　
　

 

→
自
発

る
・
ら
る
＋
打
消
・
反
語　
　
　
　

 

→
可
能

動
作
の
相
手（
に
）＋
る
・
ら
る　
　

 

→
受
身

主
語
が
貴
人
・
尊
敬
語
＋
る
・
ら
る 

→
尊
敬

使
役
・
尊
敬
﹁
す
・
さ
す
・
し
む
﹂ 

〔
⇩
p. 

62
～
63
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

す

せ

せ

す

す
る
す
れ
せ
よ

11
助
動
詞〈
１
〉　
自
発
・
可
能
・
受
身
・
尊
敬
／
使
役
・
尊
敬
︱
る
・
ら
る
／
す
・
さ
す
・
し
む

テ
キ
ス
ト
p. 

60
～
63

さ
す

さ
せ
さ
せ
さ
す
さ
す
る
さ
す
れ
さ
せ
よ

し
む

し
め
し
め
し
む
し
む
る
し
む
れ
し
め
よ

　
（
エ
・
エ
・
ウ
・
ウ
る
・
ウ
れ
・
エ
よ
）

　

い
ず
れ
も
下
二
段
型

●
接
続　
＊ 

「
る
」「
す
」
と
「
ら
る
」「
さ
す
」

接
続
の
違
い
を
参
照
。

　

未
然
形
＋
「
し
む
」

●
意
味

　

１ 

使
役︿
︙
せ
る
・
︙
さ
せ
る
﹀

　

２
尊
敬︿
お
︙
に
な
る
・
︙
な
さ
る
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

　

使
役
＝
単
独
で
用
い
ら
れ
た
場
合
。

　

尊
敬
＝
必
ず
下
に
尊
敬
語
を
伴
う
。

せさ
せ　

＋
給
ふ

し
め　

＋
お
は
し
ま
す

＊ 

た
だ
し
、「
使
役
の
対
象
」（
～
に
）が
示
さ
れ
て

い
る
場
合（
省
略
も
あ
る
）は
「
使
役
」
に
な
る

か
ら
、
注
意
す
る
。

﹁
る
﹂﹁
す
﹂と﹁
ら
る
﹂﹁
さ
す
﹂接
続
の
違
い

 

〔
⇩
p. 

62
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋
る
・
す

四
段

ラ
変　

の
未
然
形

ナ
変　

ア
段
の
音

 

右
以
外
の
未
然
形　

ア
段
以
外
の
音

 

＋
ら
る
・
さ
す

4 

〔
⇩
p. 

62
〕

　
﹁
す
﹂﹁
さ
す
﹂﹁
し
む
﹂

い
ず
れ
も
下
二
段
型
︒
直

前
の
語
の
音
で
︑﹁
す
﹂﹁
さ

す
﹂﹁
し
む
﹂
の
い
ず
れ
か

を
判
断
す
る
︒

5 

〔
⇩
p. 

60
・
62
〕

　

①
四
段
活
用
︑
②
下
二

段
活
用
に
接
続
し
て
い
る
︒

6 

〔
⇩
p. 

60
～
63
〕

① 

﹁
食
ふ
﹂ハ
行
四
段
活
用
︒

﹁
人
に
﹂︒

② 

﹁
れ
給
ふ
﹂﹁
ら
れ
給
ふ
﹂

は
尊
敬
に
な
ら
な
い
︒

③ 

﹁
喜
ぶ
﹂バ
行
四
段
活
用
︒

﹁
何
に
﹂︒

④ 

﹁
見
や
る
﹂
は
︑遠
く
を

眺
め
る
︒

4
次
の
文
中
の（　
）の
﹁
す
﹂﹁
さ
す
﹂﹁
し
む
﹂
を︿　
﹀の
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。

①
月
の
都
の
人
、
ま参り

来
た
な
ら
ば

う
で
来こ

ば
、
と
ら
へ（
ささせ

よ
う
す
）む
。　
︿
未
然
形
﹀

②
夜昼夜

兼
行
で

を
昼
に
な
し
て
取
ら（
し
む
）給
ふ
。　
︿
連
用
形
﹀

③
僕し

も
べ

に
酒
飲
ま（
す
）こ
と
は
心注意

す
べ
き

す
べ
き
こ
と
な
り
。　
︿
連
体
形
﹀

④
皆
と
り
出い

だ
し
て
食
は（
し
む
）ば
、　
︿
已
然
形
﹀

①

②

③

④

5
次
の︿　
﹀内
の
﹁
る
・
ら
る
﹂﹁
す
・
さ
す
﹂
の
い
ず
れ
か
を
選
び
、
適
当
な
形
に
活
用
さ
せ
な
さ
い
。

①
人
々
に
物
語
な
ど
を
読
ま︿
す
・
さ
す
﹀て
、
聞お聞

き
に
な
る

き
給
ふ
。

②
あめっ

た
に
な
い
も
の

り
が
た
き
も
の
。
舅し

う
と

に
ほ
め︿
る
・
ら
る
﹀婿む

こ

。

6
次
の
各
文
か
ら
﹁
る
・
ら
る
﹂﹁
す
・
さ
す
・
し
む
﹂
を
抜
き
出
し
、
そ
の
文
法
的
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

①
人他人

にに
食
は
す
る
こ
と
な
し
。
た
だ
ひ自分

一
人
だ
け
が

と
り
の
み
ぞ
食
ひ
け
る
。

②
な無実

の
罪
で

き
こ
と
に
よ
り
、
かこの

よ
う
に

く
罪
せ
ら
れ
給
ふ
を
、

③
仮一時

的
な
住
ま
い︵
な
の
に
︶

り
の
宿
り
、
誰た

が
た
め
に
か
心
を
悩
ま
し
、
何何を

根
拠
と
し
て︵
家
な
ど
を
建
て
て
︶

に
よ
り
て
か
目
を
喜
ば
し
む
る
。

④
なやっ

ぱ
り
さ
︑故
郷
の

ほ
こ
そ
国
の
方
は
見
や
ら
る
れ
、
わ
が
父
母
あいる

と
思
う
と
さ

り
と
し
思
へ
ば
。
かかえ

ろ
う
よ

へ
ら
や
。

①

②

③

④

①②
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

64
～
65
〕

　

詠
嘆
は
和
歌
や
会
話
文

で
用
い
ら
れ
る
︒

2 

〔
⇩
p. 

66
～
69
〕

④ 

﹁
て
﹂
は
推
量
﹁
む
﹂
が
︑

﹁
つ
﹂は
推
量﹁
べ
し
﹂が
︑

そ
れ
ぞ
れ
下
に
あ
る
︒

3 

〔
⇩
p. 

70
〕

1
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味（
過
去
・
詠
嘆
）と
、
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

①
見
れ
ば
率ゐ

て
来
し
女
も
な
し
。　
　

②
今今で

は
も
う
昔
の
こ
と
だ
が
︑

は
昔
、
竹
取
の
翁お

き
な

と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。

③
「
犬
な
ど
も
、
か︵人

間
の
よ
う
な
︶心
が

か
る
心
あ
る
も
の
な
り
け
り
。」

①

形
②

形

③

形

2
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味（
完
了
・
強
意
・
存
続
）と
、
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

①
花
の
色
は
移あせ

て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
な
あ

り
に
け
り
な
。

②
衣き

ぬ

着
天
の
羽
衣せ
つ
る
人
は
、
心心が︵

地
上
の
人
の
心
と
は
︶違
っ
て

異こ
と

に
な
る
な
り
と
い
ふ
。

③
舟
歌
う
た
ひ
て
、
何
と
も
思
へ
ら
ず
。

④
詠︙詠

め
る
の
か
︒

み
て
む
や
は
。
詠
み
つ
べ
く
は
、
ははや

く
言
い
な
さ
い
よ
︒

や
言
へ
か
し
。

⑤
父
は
こわが

子
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
︑

れ
を
う
ち
捨
て
て
、
十
余よ

町
こ
そ
逃
げ
の
び
た
れ
。　

①

形
②

形

③

形
④

形

④

形
⑤

形

3
打
消
の
助
動
詞
﹁
ず
﹂
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の（　
）の
活
用
形
に
改
め
て
接
続
さ
せ
な
さ
い
。

過
去
﹁
き
﹂ 
〔
⇩
p. 

64
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

き

（
せ
）
○

き

し

し
か

○

特
殊
型

●
接
続　

連
用
形
＋
「
き
」

＊ 

カ
変
・
サ
変
は
、
未
然
形
に
接
続
す
る
場
合

も
あ
る
。

●
意
味

　

１ 

過
去（
直
接
の
経
験
過
去
）︿
︙
た
﹀

過
去
﹁
け
り
﹂ 

〔
⇩
p. 

64
～
65
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

け
り
（
け
ら
）
○

け
り
け
る
け
れ

○

ラ
変
型

●
接
続　

連
用
形
＋
「
け
り
」

●
意
味

　

１ 

過
去（
間
接
の
伝
聞
過
去
）

　
　
　
︿
︙
た（
そ
う
だ
）・
︙
た（
と
さ
）﹀

　

２ 

詠
嘆（
気
づ
き
の
「
け
り
」）

　
　
　
︿
︙
（
だ
）な
あ
・
︙
だ
っ
た
﹀

完
了
﹁
つ・ぬ
﹂ 

〔
⇩
p. 

66
～
67
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

つ

て

て

つ

つ
る
つ
れ
て
よ

ぬ

な

に

ぬ

ぬ
る
ぬ
れ

ね

つ 

下
二
段
型
、
ぬ 

ナ
変
型

●
接
続　

連
用
形
＋
「
つ
」「
ぬ
」

●
意
味

12
助
動
詞〈
２
〉　
過
去
／
完
了
／
打
消
│
き
・
け
り
／
つ
・
ぬ
・
た
り
・
り
／
ず

テ
キ
ス
ト
p. 

64
～
71

　

１ 

完
了︿
︙
た
・
︙
て
し
ま
う
・
︙
て
し
ま
っ
た
﹀

　

２
強
意（
確か
く
述じ
ゅ
つ

）︿
き
っ
と
︙
・
必
ず
︙
﹀

　

３
並
列︿
︙
た
り
︙
た
り
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

　

強
意
＝
「
つ
・
ぬ
」
＋
推
量
の
助
動
詞

　

て
＋
む  

な
＋
む  

つ
＋
べ
し  

ぬ
＋
べ
し  

な
ど

完
了
﹁
た
り・り
﹂ 

〔
⇩
p. 

68
～
69
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

た
り

た
ら
た
り
た
り
た
る
た
れ
た
れ

り

ら

り

り

る

れ

れ

ラ
変
型

●
接
続　

連
用
形
＋
「
た
り
」

　
　
　
　

サ
変
の
未
然
形
・
四
段
の
命
令
形

　
　
　
　

 

＋
「
り
」

●
意
味

　

１ 

完
了︿
︙
た
・
︙
て
し
ま
っ
た
﹀

　

２
存
続︿
︙
て
い
る
・
︙
て
あ
る
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

　

完
了
＝
動
作
・
状
態
が
終
了
し
て
い
る
。

　

存
続
＝
動
作
・
状
態
が
ま
だ
続
い
て
い
る
。

　

＊
「
︙
て
い
る
」
と
訳
せ
れ
ば
存
続
。

打
消﹁
ず
﹂ 

〔
⇩
p. 

70
～
71
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ず

（
ず
）
ず

ず

ぬ

ね

○

ざ
ら
ざ
り

○

ざ
る
ざ
れ
ざ
れ

本
活
用
＝
特
殊
型
、
補
助
活
用
＝
ラ
変
型

●
接
続　

未
然
形
＋
「
ず
」

●
意
味

　

１ 

打
消︿
︙
な
い
・
︙
ず
﹀

①
～
③
右
側
の
特
殊
型
活

用
を
使
う
︒

④
～
⑤
下
に
助
動
詞
が
続

く
と
き
は
︑
左
側
の
補
助

活
用︵
ラ
変
型
︶を
使
う
︒

4 

〔
⇩
p. 

70
～
71
〕

① 

四
段
活
用
﹁
吹
く
﹂
の

連
用
形
に
続
い
て
い
る
︒

② 

下
に
﹁
所
﹂
と
い
う
体

言
が
あ
る
︒

③ 

下
に
﹁
︒﹂
が
あ
る
の
で
︑

終
止
形
か
命
令
形
︒

5 

〔
⇩
p. 

64
～
69
〕

① 

﹁
見
る
﹂マ
行
上
一
段
活

用
︒

② 

﹁
思
ふ
﹂ハ
行
四
段
活
用
︒

﹁
は
べ
り
﹂
ラ
行
変
格
活

用
︒

③ 

﹁
知
る
﹂ラ
行
四
段
活
用
︒

　
﹁
行
く
﹂
カ
行
四
段
活
用
︒

①
言
は（
連
用
形
）し
て
、 

②
咲
か（
連
体
形
）時 

③
去
ら（
已
然
形
）ど
、

④
逢あ

は（
未
然
形
）む
。 

⑤
捨
て（
連
体
形
）べ
し
。 

⑥
許
さ（
命
令
形
）。

①

②

③

④

⑤

⑥

4
次
の
傍
線
部
の
﹁
ぬ
﹂﹁
ね
﹂
を
、
例
に
な
ら
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。

例
た部屋

の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て

れ
こ
め
て
春
の
ゆ
く
へ
知
ら
ぬ
間
に　

→　

打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形

①
風
吹
き
ぬ
。　
　

②
作
り
果
て
ぬ
所
を
残
す
。　
　

③
絶た

え
絶
え
て
し
ま
う
の
な
ら
ば

な
ば
絶
え
ね
。

①②③5
次
の
各
文
か
ら
﹁
き
・
け
り
﹂﹁
つ
・
ぬ
・
り
﹂
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
抜
き
出
し
、
文
法
的
意
味
と

活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

①
さ
や
う
の
人
の
祭
り
見
し
さ
ま
い
と
め
づ
ら
か
な
り
き
。

②
年
ご
ろ
思
ひ
つ
る
こ
と
、
果
た
し
は
べ
り
ぬ
。

③
道
知
れ
る
人
も
な
く
て
まさま

よ
い
な
が
ら

ど
ひ
行
き
け
り
。

①

形

形

②

形

形

③

形

形
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

72
～
75
〕

　

下
に
つ
く
助
動
詞
の
接

続
に
よ
っ
て
判
断
す
る
︒

2 

〔
⇩
p. 

72
～
76
〕

3 

〔
⇩
p. 

72
～
75
〕

① 

④
こ
そ
︑
③
や
︑
に
注
目
︒

⑤ 

は
名
詞
﹁
こ
と
﹂
が
下

に
あ
る
︒

④ 

⑥
の
下
に
あ
る
﹁
と
﹂

は
引
用
を
表
す
格
助
詞

で
︑
上
は
文
末
と
考
え

ら
れ
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

76
～
77
〕

1
次
の
﹁
来
﹂
の
読
み
を
、
助
動
詞
の
接
続
に
注
意
し
て
答
え
な
さ
い
。

①
来
む
。（　
　
　
　

）　　

②
来
ら
む
。（　
　
　
　

）　　

③
来
け
む
。（　
　
　
　

）

2
次
の
傍
線
部
の
口
語
訳
を
、
後
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
春
風
吹
か
む
。　
（　
　
　
　

）　　

②
春
風
吹
く
ら
む
。　
（　
　
　
　

）

③
春
風
吹
き
け
む
。（　
　
　
　

）　　

④
春
風
吹
き
ぬ
べ
し
。（　
　
　
　

）

　
ア　

き
っ
と
︙
︙
吹
く
だ
ろ
う　
　
　

イ　
（
あ
の
時
は
）︙
︙
吹
い
た
だ
ろ
う　
　

　

ウ　
（
や
が
て
）︙
︙
吹
く
だ
ろ
う　
　

エ　
（
今
ご
ろ
は
）︙
︙
吹
い
て
い
る
だ
ろ
う　

3
次
の
傍
線
部
﹁
む
・
む
ず
・
ら
む
・
け
む
﹂
の
文
法
的
意
味
を
後
か
ら
記
号
で
選
び
、
そ
の
活
用
形
も

答
え
な
さ
い
。

①
花
を
見
て
こ
そ
帰
り
た
ま
は
め
。　
　
　

②
今
は
ほ
ど
な
く
夜
も
明
け
な
む
ず
。

③
い
づ
く
よ
り
や
帰
ら
れ
た
り
け
む
。　
　

④
男
は
こ
の
女
を
こぜひ

自
分
の
妻
に
し
よ
う

そ
得え

め
と
思
ふ
。

⑤
桜
の
散
ら
む
こ
と
は
、
いどう

し
よ
う
か︵
ど
う
に
も
な
ら
な
い
︶︒

か
が
せ
む
。

⑥
泣
き
悲
し
め
ど
も
、
聞
く
ら
む
と
も
お
ぼ
え
ず
。

　
ア　

推
量　
　
　
　
　

イ　

意
志　
　
　
　

ウ　

適
当
・
勧
誘

　

エ　

仮
定
・
婉
曲　
　

オ　

現
在
推
量　
　

カ　

過
去
推
量

①

形
②

形
③

形

④

形
⑤

形
⑥

形

4
次
の
傍
線
部
﹁
べ
し
﹂
の
文
法
的
意
味
を
後
か
ら
記
号
で
選
び
、
そ
の
活
用
形
も
答
え
な
さ
い
。

推
量﹁
む︵
ん
︶﹂﹁む
ず︵
ん
ず
︶﹂ 

〔
⇩
p. 

72
～
73
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

む（
ん
）（
ま
）
○

む

む

め

○

む
ず

（
ん
ず
）
○

○

む
ず
む
ず
る
む
ず
れ

○

む
四
段
型
、
む
ず
サ
変
型

■
活
用　
「
む
」
は
、「
む
／
む
／
め
」
と
覚
え
る
。

●
接
続　

未
然
形
＋
「
む
」「
む
ず
」

●
意
味

　

１ 

推
量︿
︙
だ
ろ
う
﹀

　

２ 

意
志︿
︙
よ
う
・
︙
た
い
・
︙
つ
も
り
だ
﹀

　

３ 

適
当
・
勧
誘︿
︙
が
よ
い
・
︙
し
ま
せ
ん
か
﹀

　

４ 

仮
定
・
婉え
ん

曲き
ょ
く

︿
も
し
︙
と
し
た
ら
・
︙
よ
う
な
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

　

１ 

推
量　
主
語
が
三
人
称
の
場
合
が
多
い
。

　

２ 

意
志
　
主
語
が
一
人
称
の
場
合
が
多
い
。

　

３ 

適
当
・
勧
誘　
主
語
が
二
人
称
の
場
合
が
多
い
。

　
　

＊
多
く
は
「
こ
そ
～
め
」「
な
む
」
の
形
。

　

４ 

仮
定
・
婉
曲　
文
中
に
あ
り
連
体
形
の
場
合
。

推
量﹁
ら
む︵
ら
ん
︶﹂ 

〔
⇩
p. 

74
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ら
む

（
ら
ん
）
○

○

ら
む
ら
む
ら
め

○

四
段
型

●
接
続　

終
止
形（
ラ
変
型
の
連
体
形
）
＋「
ら
む
」

●
意
味

13
助
動
詞〈
３
〉　
推
量
―
む
・
む
ず
・
ら
む
・
け
む
／
べ
し

テ
キ
ス
ト
p. 

72
～
80

　

１ 

現
在
推
量︿（
今
ご
ろ
は
）︙
て
い
る
だ
ろ
う
﹀

　

２ 

現
在
原
因
推
量

︿（
ど
う
し
て
）︙
て
い
る
の
だ
ろ
う
﹀

　

３ 

現
在
伝
聞
・
現
在
婉
曲

︿
︙
と
か
い
う
・
︙
よ
う
な
﹀

推
量﹁
け
む︵
け
ん
︶﹂ 

〔
⇩
p. 

75
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

け
む

（
け
ん
）
○

○

け
む
け
む
け
め

○

四
段
型

●
接
続　

連
用
形
＋
「
け
む
」

●
意
味

　

１ 

過
去
推
量︿
︙
た（
の
）だ
ろ
う
﹀

　

２ 

過
去
原
因
推
量︿（
ど
う
し
て
）︙
た
の
だ
ろ
う
﹀

　

３ 

過
去
伝
聞
・
過
去
婉
曲

︿
︙
た
と
か
い
う
・
︙
た
よ
う
な
﹀

推
量﹁
べ
し
﹂ 

〔
⇩
p. 

76
～
77
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

べ
し
（
べ
く
）
べ
く
べ
し
べ
き
べ
け
れ

○

べ
か
ら
べ
か
り

○
べ
か
る

○

形
容
詞
型

●
接
続　

終
止
形（
ラ
変
型
の
連
体
形
）
＋「
べ
し
」

●
意
味

　

１ 

推
量︿
︙
だ
ろ
う
・
︙
に
違
い
な
い
﹀

　

２ 

意
志︿
︙
よ
う
・
︙
つ
も
り
だ
﹀

　

３
適
当
・
当
然︿
︙
が
よ
い
・
︙
は
ず
だ
﹀

　

４ 

義
務
・
命
令︿
︙（
す
る
）べ
き
・
︙
な
さ
い
﹀

　

５ 

可
能︿
︙
こ
と
が
で
き
る
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

　
「
む
」
と
同
じ
よ
う
な
目
安
で
見
分
け
る
。

　

①
主
語
は
﹁
我
﹂︒

5 

〔
⇩
p. 

72
～
75
〕

① 

﹁
た
／
ら
む
﹂
か
﹁
た
ら

／
む
﹂
か
︒

② 

已
然
形
︒﹁
こ
そ
﹂
の
係

り
結
び
︒

③ 

﹁
ま
か
／
ら
む
﹂
か
﹁
ま

か
ら
／
む
﹂
か
︒

①
我
は
か
く
て
閉
ぢ
こ
も
り
ぬ
べ
き
ぞ
。

②
金こ

が
ね

は
山
に
捨
て
、
玉
は
淵ふ

ち

に
投
ぐ
べ
し
。

③
こ
の
大
事
は
、
博
学
の
士
も
は
か
る
べ
か
ら
ず
。

④
人
の
鏡
な
ら
ん
こ
そ
いすば

ら
し
い

み
じ
か
る
べ
け
れ
。

⑤
頼よ

り

朝と
も

が
首
を
は
ね
て
、
わ
が
墓
の
前
に
掛か

く
べ
し
。

　
ア　

推
量　
　

イ　

意
志　
　

ウ　

適
当
・
当
然　
　

エ　

義
務
・
命
令　
　

オ　

可
能

①

形
②

形
③

形

④

形
⑤

形

5
次
の
各
文
か
ら
﹁
む
・
ら
む
・
け
む
﹂
を
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
の
数
だ
け
抜
き
出
し
、
文
法
的
意
味
を

答
え
な
さ
い
。

①
思
は
む
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
む
こ
そ
、
心
苦
し
け
れ
。

②
薬く

す

師し

の

医
師

も
と
に
さ
し
入
り
て
、
向
か
ひ
ゐ
た
り
け
む
有
様
、
さ
こ
そ

風
変
わ
り

異こ
と

様や
う

な
り
け
め
。

③
憶
良
ら
は
今
は
まおい

と
ま
し
よ
う

か
ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
れ
そ
の
母
も
吾わ

を
待待っ

て
い
る
で
し
ょ
う
よ

つ
ら
む
ぞ

①

①

②

②

③

③

③
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

81
～
82
〕

② 

﹁
あ
ん
な
る
﹂
は
﹁
あ
る

な
る
﹂
の
撥
音
便
︒

④ 

﹁
ま
し
か
ば
︙
ま
し
﹂の

文
型
︒

2 

〔
⇩
p. 

81
・
83
〕

①
推
定
の
根
拠

客
観
的
な
事
実
を
根
拠

と
し
た
確
か
な
推
量
︒

②
反
実
仮
想
の︻
事
実
︼

事
実
に
反
す
る
仮
想
な

の
で
︑
訳
を
裏
返
し
て

事
実
を
把
握
す
る
︒

︱
で
は
な
い
の
で
︙
で

は
な
い
︒

1
次
の
傍
線
部
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

①
あしん

み
り
と

は
れ
に
泣
く
め
れ
ど
涙
落
つ
と
も
見
え
ず
。

②
世
の
中
に
物
語
と
い
ふ
も
の
の
あ
ん
な
る
を
、

③
いどの

よ
う
に
し
て

か
で
年
月
を
過
ご
さ
ま
し
と

自
然
と
お
思
い
や
り
に
な
る

思お
ぼ

し
や
ら
る
。

④
なやは

り︵
鳴
く
の
が
︶

ほ
春
の
う
ち
な
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
に
を趣が

あ
る
か
し
か
ら
ま
し
。　
　

①

②

③

④

2
次
の
和
歌
の
、
①
推
定
の
助
動
詞
﹁
ら
し
﹂
は
、
推
定
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
部
分（
客
観
的
な
事
実
）

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
抜
き
出
し
、
②
反
実
仮
想
の
助
動
詞
﹁
ま
し
﹂
は
、
事
実
は
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
、

（　
　
）に
説
明
を
補
い
な
さ
い
。

①
み
吉
野
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し
ふ古都

が
ま
す
ま
す
寒
く
な
っ
て
い
る

る
さ
と
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り

②
命せめ

て
命
だ
け
で
も
思
い
ど
お
り
に
な
る
も
の
な
ら
︑ど
う
し
て

だ
に
心
に
か
な
ふ
も
の
な
ら
ば
な
に
か
別
れ
の
悲
し
か
ら
ま
し　

　
︻
事
実
︼　
命
は（　
　
　
　

）、
別
れ
が
悲
し
い
。

①②

反
実
仮
想
﹁
ま
し
﹂ 

〔
⇩
p. 

81
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ま
し
ま
し
か

（
ま
せ
）
○

ま
し
ま
し
ま
し
か

○

特
殊
型

●
接
続　

未
然
形
＋
「
ま
し
」

●
意
味

　

１ 

反
実
仮
想︿（
も
し
）︙
な
ら
︙
だ
ろ
う（
に
）﹀

　

２ 

た
め
ら
い
の
意
志︿
︙
し
よ
う
か
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

　

反
実
仮
想
＝
「
未
然
形
＋
ば
︙
ま
し
」

伝
聞
推
定﹁
な
り
﹂ 

〔
⇩
p. 

82
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

な
り

○
（
な
り
）
な
り
な
る
な
れ

○

ラ
変
型

●
接
続　

終
止
形（
ラ
変
型
の
連
体
形
）
＋「
な
り
」

●
意
味

　

１ 

伝
聞 ︿（
人
か
ら
聞
い
て
）︙
と
い
う
こ
と
だ
・

︙
そ
う
だ
﹀

　

２ 

推
定︿（
音
や
声
を
根
拠
に
）︙
よ
う
だ
﹀

推
定﹁
め
り
﹂ 

〔
⇩
p. 

82
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

め
り

○
（
め
り
）
め
り
め
る
め
れ

○

ラ
変
型

14
助
動
詞〈
４
〉　
反
実
仮
想
／
伝
聞
推
定
／
推
定
／
打
消
推
量
―
ま
し
／
な
り
・
め
り
・
ら
し
／
じ
・
ま
じ

テ
キ
ス
ト
p. 

81
～
86

●
接
続　

終
止
形（
ラ
変
型
の
連
体
形
）
＋「
め
り
」

●
意
味

　

１ 

推
定︿
︙
よ
う
だ
﹀　

２ 

婉
曲︿
︙
よ
う
だ
﹀

推
定﹁
ら
し
﹂  

〔
⇩
p. 

83
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ら
し

○

○

ら
し
ら
し

（
ら
し
き
）
ら
し

○

不
変
化
型

●
接
続　

終
止
形（
ラ
変
型
の
連
体
形
）
＋「
ら
し
」

●
意
味　
１ 

推
定︿
︙
ら
し
い
﹀

打
消
推
量﹁
じ・ま
じ
﹂ 

〔
⇩
p. 

84
～
85
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

じ

○

○

じ

じ

じ

○

ま
じ
（
ま
じ
く
）
ま
じ
く
ま
じ
ま
じ
き
ま
じ
け
れ

○

ま
じ
か
ら
ま
じ
か
り

○
ま
じ
か
る

○

じ
不
変
化
型
、
ま
じ
形
容
詞
型

●
接
続　

未
然
形
＋
「
じ
」

　
　
　
　

終
止
形（
ラ
変
型
の
連
体
形
）
＋「
ま
じ
」

●
意
味（「
じ
」
は
１
・
２
の
み
）

　

１ 

打
消
推
量︿
︙
な
い
だ
ろ
う
﹀

　
２
打
消
意
志︿
︙
ま
い
・
︙
な
い
つ
も
り
だ
﹀

　
３
不
適
当
・
打
消
当
然

︿
︙
な
い
方
が
よ
い
・
︙
は
ず
が
な
い
﹀

　
４
禁
止︿
︙
て
は
い
け
な
い
﹀

　
５
不
可
能︿
︙
こ
と
が
で
き（
そ
う
に
）な
い
﹀

●
意
味
の
見
分
け
方

　
「
む
」「
べ
し
」
と
同
じ
よ
う
な
目
安
で
考
え
る
。

3 

〔
⇩
p. 

84
～
85
〕

　

主
語
の
人
称
に
よ
っ
て

意
味
を
見
分
け
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

81
～
83
〕

② 

﹁
あ
め
る
↑
あ
ん
め
る
↑

あ
る
め
る
﹂︒

③ 

﹁
消
ぬ
﹂は
カ
行
下
二
段

活
用
﹁
消
﹂
の
連
用
形

と
完
了
の
助
動
詞
﹁
ぬ
﹂

の
終
止
形
︒

④ 

﹁
な
ら
﹂は
断
定
の
助
動

詞
﹁
な
り
﹂
の
未
然
形
︒

3
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
を
後
か
ら
記
号
で
選
び
、
そ
の
活
用
形
も
答
え
な
さ
い
。

①
「
人どな

た
に
も

に
も
漏
ら
さ
せ
給
ふ
ま
じ
」
と
御口止

め口
固
め
聞
こ
え
給
ふ
。 

（　
　
　
　

）

②
戯た

は
ぶ

れ
に
て
も
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。 

（　
　
　
　

）

③
人
の
た容易

には
や
す
く
通
ふ
ま
じ
か
ら
む
所
に
籠こ

も

る
。 

（　
　
　
　

）

④
私
の

家
来従ず

者さ

を
ば
具連れ

て
行
く

し
候
は
じ
。 

（　
　
　
　

）

⑤
そ
の
人
は
さはっ

き
り
と

だ
か
に
も
知
ら
じ
。 

（　
　
　
　

）

　
ア　

打
消
推
量　
　

イ　

打
消
意
志　
　

ウ　

不
適
当
・
打
消
当
然

　

エ　

禁
止　
　
　
　

オ　

不
可
能

①

形
②

形
③

形
④

形
⑤

形

4
次
の
各
文
か
ら
﹁
な
り
・
め
り
・
ら
し
﹂﹁
ま
し
﹂
を
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
の
数
だ
け
抜
き
出
し
、
文
法

的
意
味（
推
定
・
婉
曲
・
反
実
仮
想
）を
答
え
な
さ
い
。

①
山や

ま

陰か
げ

の
暗暗が

り
に
な
っ
て
い
る

が
り
た
る
所
を
見
れ
ば
、
蛍
は
お
ど
ろ
く
ま
で
照
ら
す
め
り
。

②
か
か
る
見見慣

れ
な
い
人

え
ぬ
も
の
の
あ
め
る
は
。

③
降
る
雪
は
か一方

で
は
す
ぐ
に︵
解
け
て
︶消
え
て
し
ま
う

つ
ぞ
消け

ぬ
ら
し
足あ

し

引ひ
き

の
山
の
た水が

激
し
く
流
れ
る

ぎ
つ
瀬
音
ま
さ
る
な
り

④
あ
は
れ
、
わ自分

の
専
門
と
す
る
道

が
道
な
ら
ま
し
か
ば
、
かこの

よ
う
に
無
関
係
に
傍
観

く
他よ

所そ

に
見
は
べ
ら
じ
も
の
を

①

②

③

③

④



3031

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

86
～
87
〕

　

②
は
﹁
場
所
＋
な
る
﹂

の
パ
タ
ー
ン
︒

2 

〔
⇩
p. 

87
～
88
〕

　

接
続
し
て
い
る
語
に
よ

っ
て
判
断
す
る
︒

3 

〔
⇩
p. 

86
～
89
〕

　

①
﹁
す
﹂
は
終
止
形
︒

　

②
④
は
接
続
し
て
い
る

語
に
よ
っ
て
判
断
す
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

90
〕

1
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味（
断
定
・
存
在
）を
答
え
、
訳
の
空
欄
を
補
い
な
さ
い
。

①
今
は
亡
き
人
な
れ
ば
、
かこの

程
度
の
こ
と
も

ば
か
り
の
事
も
わ
す
れ
が
た
し
。

訳
今
は
こ
の
世
に
な
い
人︵　
　

︶の
で
︙
︒

②
神
殿
の
御お

前ま
へ

な
る
獅し

子し

・
狛こ

ま

犬い
ぬ

、
背背中

合
わ
せ
に
な
っ
て
︑

き
て
、

訳
神
殿
の
お
ん
前︵　
　

︶獅
子
︙
︑

①

②

2
次
の
傍
線
部
﹁
に
﹂
は（
ａ
断
定
、
ｂ
完
了
）い
ず
れ
の
助
動
詞
か
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
心
は
君
に
寄傾い

て
い
た
の
に
︒

り
に
し
も
の
を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

②
お
の
が
身
は
こ
の
国
の
人人間

で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

に
も
あ
ら
ず
。　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

③
舟
こ
ぞ
り
て
泣
き
に
け
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

3
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
妻つ

ま

戸ど

を
、
か開け

放
す
い
放は

な

つ
音
す
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

②
つ
ね
よ
り
も
も
の
思
ひ
た
る
さ様子

で
あ
る
︒

ま
な
り
。　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

③
清
盛
、
嫡ち

や
く

男な
ん

た
る
に
よ
つ
て
、
そ
の
跡
を
継
ぐ
。　
　
（　
　
　
　

）

④
月
の
都
の
人
にであ

っ
て
て
、
父
母
あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

　
ア　

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」　　

イ　

伝
聞
推
定
の
助
動
詞
「
な
り
」　

　

ウ　

断
定
の
助
動
詞
「
た
り
」　　

エ　

完
了
・
存
続
の
助
動
詞
「
た
り
」

4
次
の
動
詞（
聞
く
）を
、
直
後
の
助
動
詞
の
接
続
に
し
た
が
っ
て
正
し
く
活
用
さ
せ
な
さ
い
。
さ
ら
に
傍

断
定
﹁
な
り
﹂ 

〔
⇩
p. 

86
～
87
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

な
り

な
ら
な
り
な
り
な
る
な
れ
な
れ

に

形
容
動
詞
型

●
接
続　

体
言
・
連
体
形
＋
「
な
り
」

●
意
味

　

１ 

断
定︿
︙
（
の
）で
あ
る
・
︙
（
の
）だ
﹀

　

２ 

存
在︿
︙
に
あ
る
・
︙
に
い
る
﹀

　
　

＊
２
は
「
場
所
＋
な
る
」
の
場
合
の
み
。

﹁
に
﹂
の
識
別 

〔
⇩
p. 

87
～
88
〕

　

連
体
形
・
体
言
＋
に
→
断
定「
な
り
」の
連
用
形

　

＊
「
に
＋
助
詞
＋
あ
り
」
の
形
が
多
い
。

　

連
用
形
＋
に　
　

 

→
完
了
「
ぬ
」
の
連
用
形

　

＊
「
に
＋
き
・
け
り
」
の
形
が
多
い
。

断
定
﹁
た
り
﹂ 

〔
⇩
p. 

87
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

た
り

た
ら
た
り
た
り
た
る
た
れ
た
れ

と

形
容
動
詞
型

●
接
続　

体
言
＋
「
た
り
」

●
意
味　
１ 

断
定︿
︙
で
あ
る
・
︙
だ
﹀

﹁
な
り
﹂﹁
た
り
﹂
の
識
別 

〔
⇩
p. 

88
～
89
〕

な
り連

体
形

体
言

＋
な
り
→
断
定

＊
助
詞
や
副
詞
に
も
つ
く
。

15
助
動
詞〈
５
〉　
断
定
／
希
望
／
比
況
―
な
り
・
た
り
／
ま
ほ
し
・
た
し
／
ご
と
し

テ
キ
ス
ト
p. 

86
～
91

終
止
形

ラ
変
型
の
連
体
形
＋
な
り
→
伝
聞
推
定

＊
聴
覚
に
よ
る
推
定
。

た
り体

言
＋
た
り　

→
断
定

連
用
形
＋
た
り
→
完
了（
存
続
）

希
望
﹁
ま
ほ
し
・
た
し
﹂ 

〔
⇩
p. 

90
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ま
ほ
し
（
ま
ほ
し
く
）
ま
ほ
し
く

ま
ほ
し
ま
ほ
し
き
ま
ほ
し
け
れ

○

ま
ほ
し
か
ら
ま
ほ
し
か
り

○
ま
ほ
し
か
る

○

た
し
（
た
く
）
た
く
た
し
た
き
た
け
れ

○

た
か
ら
た
か
り

○
た
か
る

○

形
容
詞
型

●
接
続　

未
然
形
＋
「
ま
ほ
し
」

　
　
　
　

連
用
形
＋
「
た
し
」

●
意
味　
１ 

希
望︿
︙
た
い
・
︙
て
ほ
し
い
﹀

比
況
﹁
ご
と
し
﹂ 

〔
⇩
p. 

91
〕

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ご
と
し
（
ご
と
く
）ご
と
く
ご
と
し
ご
と
き

○

○

形
容
詞
型

●
接
続連

体
形
・
体
言

助
詞
﹁
が・の
﹂
＋
「
ご
と
し
」

●
意
味

　

１
比
況 ︿
︙
の
よ
う
だ
・
︙
と
お
り
に
・
︙
と

同
じ
だ
﹀

　

２
例
示 ︿
︙
の
よ
う
な
﹀

　
﹁
ま
ほ
し
﹂
は
未
然
形
に
︑

﹁
た
し
﹂
は
連
用
形
に
つ
く
︒

希
望
は
︵
︙
た
い
︶
と
訳
す
︒

5 

〔
⇩
p. 

90
～
91
〕

　

接
続
し
て
い
る
語
に
よ

っ
て
判
断
す
る
︒

6 

〔
⇩
p. 

86
～
89
〕

② 

﹁
な
れ
﹂は﹁
︙
に
な
る
﹂

と
い
う
意
味
な
の
で
動

詞
︒

③ 

﹁
に
﹂
は
格
助
詞
︒﹁
︙

に
あ
る
﹂
と
人
か
ら
聞

い
て
︒

線
部
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

①
け身近

で近
く（
聞
く
）ま
ほ
し
か
ら
ず
。　
　

②
常
に（
聞
く
）た
き
は
、
琵び

琶は

・
和わ

琴ご
ん

。

①②5
次
の
各
文
の
空
欄
に
﹁
ま
ほ
し
・
た
し
・
ご
と
し
﹂
の
い
ず
れ
か
を
選
び
、︿　
﹀の
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。

①
扇
を
ひ
ろ
げ
た
る
が（　
　
　

）、
末
広
に
な
り
ぬ
。　
︿
連
用
形
﹀

②
少
し
の
こ
と
に
も
、
先せ

ん

達だ
ち

は
あ
ら（　
　
　

）こ
と
な
り
。　
︿
連
体
形
﹀

③
あ
り（　
　
　

）事
は
、
ま本格

的
な
学
問

こ
と
し
き
文ふ

み

の
道
︙
。　
︿
連
体
形
﹀

①

②

③

6
次
の
各
文
か
ら
﹁
な
り
・
た
り
﹂
を
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
の
数
だ
け
抜
き
出
し
、
文
法
的
意
味（
伝
聞
・

推
定
、
断
定
、
完
了
）を
答
え
な
さ
い
。

①
諸
国
の
受ず

領り
や
う

た
り
し
か
ど
も
、

宮
中
に
昇
殿
を
ま
だ
許
さ
れ
な
い
︒

殿て
ん

上じ
や
う

の
仙
籍
を
ば
い
ま
だ
許
さ
れ
ず
。

② 

例れ
い

な
ら
ず
仰

︵
手
紙
で
の
︶お
言
葉

せ
言
な
ど
も
な
く
て
日数日ご
ろ
に
な
れ
ば
、
心
細
く
て
うもの

思
い
に
沈
む

ち
眺
む
る
ほ
ど
に
、

長女官
の
長
女
、
文

お
さ

を

め

持
て
来
た
り
。

③
駿す

る

河が

の
国
に
あ
る
な
る
山山が

実
は
︑

な
む
、ここの

都
に
も
近
く

の
都
も
近
く
、天
も
近
く
は
べ
る
。

①

②

②

③



3233

ヒ
ン
ト

1 

〔 

⇩ 

p. 

60
～
63
・
68
～
69
・
90
〕

　

意
味
と
接
続
か
ら
入
れ

る
語
を
判
断
し
︑
下
の
語

か
ら
活
用
形
を
判
断
す
る
︒

①
﹁
こ
そ
﹂
の
結
び
︒

② 

体
言
に
続
く
場
合
は
︑

本
活
用
を
用
い
る
︒

③ 

﹁
こ
と
﹂
は
体
言
︒

④ 

傍
訳
﹁
の
で
﹂
か
ら
﹁
已

然
形
＋
ば
﹂だ
と
わ
か
る
︒

⑤
﹁
や
﹂
の
結
び
︒

⑥
﹁
︑﹂
に
続
く
︒

⑦ 

﹁
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
﹂
に
ふ
さ
わ
し
い
活

用
形
に
す
る
︒

⑧
﹁
嫁
の
君
﹂
は
体
言
︒

2 

〔
⇩
p.
60
～
91
〕

② 

﹁
未
然
形
＋
ば
︙
ま
し
﹂

の
形
に
な
っ
て
い
る
︒

③ 

﹁
あ
め
れ
﹂
は
﹁
あ
る
め

れ
﹂の
撥
音
便
の
無
表
記
︒

1
次
の
各
文
の
空
欄
部
に
入
る
助
動
詞
を
、
傍
訳
を
参
考
に
し
て
後
か
ら
選
び
、
正
し
く
活
用
さ
せ
な
さ
い
。

①
皆
あ
の
や
う
で
こ
そ
ああり

た
い
︒

り

。　
　
　

 

②
己お

の

が
行行き

た
い
か

処
へ
往い

ぬ
。　
　
　
　

③
人
に
食食わ

せ
る
こ
と

は

こ
と
な
し
。

④
穢き

た
な

き
所
の
も
の
き召し

上
が
っ
た
の
で
︑

こ
し
め
し

ば
、　　

⑤
ほ
と
と
ぎ
す
や
聞お聞

き
に
な
っ
た
か
︒

き
給
へ

。　
　

⑥
髪
上結い

上
げ
さ
せ
︑

げ

、
裳も

着
す
。

⑦
そ
の
心
御ご覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
︒

覧
ぜ

。　
　
　
　
　
　
　

 

⑧
姑

し
う
と
め

に
思よく

思
わ
れ
る

は

嫁
の
君
。

　
助
動
詞︻
る
・
ら
る
・
す
・
さ
す
・
た
り
・
り
・
た
し
・
ま
ほ
し
︼

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

2
次
の
各
文
か
ら
助
動
詞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
抜
き
出
し
、
文
法
的
意
味
と
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

①
増そ

う

賀が

ひ
じ
り
の
い
ひ
け
む
や
う
に
、
名み

や
う

聞も
ん

苦
し
く
、
仏
の
御み

教を
し

へ
の
違た

が

ふ
ら
む
と
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。

②
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
心
も
浮
き
立
つ
も
の
は
、
春
の
気け

色し
き

に
こ
そ
あ
め
れ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

形

形

②

形

形

③

形

形

16
助
動
詞
総
合

テ
キ
ス
ト
p. 

55
～
94

3 

〔
⇩
p. 

60
～
91
〕

問
１

①
﹁
あ
る
人
に
﹂
に
注
目
︒

② 
下
に
体
言
﹁
時
﹂
を
補

う
こ
と
が
で
き
る
︒

③ 

は
尊
敬
語
に
続
い
て
い

な
い
︒

④ 

⑧
は
下
に
﹁
︒﹂︑
⑤
は

下
に
体
言
が
あ
る
︒

⑥
﹁
気
色
﹂
は
体
言
︒

⑦
﹁
か
﹂
の
結
び
︒

問
２

Ａ 

﹁
ま
し
か
ば
︙
ま
し
﹂の

形
に
な
っ
て
い
る
︒

問
３

Ｂ 

﹁
侍
り
﹂
は
﹁
～
ま
す
﹂

と
訳
す
︒

3
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

九な
が

月つ
き

二は

つ

か
十
日
の
頃
、
あ
る
人
に
誘
は①
れ
奉
り
て
、
明
く
る
ま
で
月
見
歩あ

り

く
こ
と
侍は

べ

り②
し
に
、
思お

ぼ

し
出い

づ
る
所
あ
り
て
、

来
意
を
告
げ

案あ

内な
い

せ③
さ
せ
て
入
り

給
ひ④
ぬ
。
荒
れ
た
る
庭
の
露
し
げ
き
に
、
わわざ

と
ら
し
く

ざ
と
な
ら⑤
ぬ
に
ほ
ひ
、
し
め
や
か
に
う
ち
か
を
り
て
、
忍し

の

び
人
目
を
避
け
て
い
る

た
る
気け

配は
ひ

、
い
と
も
の
あ
は
れ
な
り
。

　

よよい
頃
合
い

き
ほ
ど
に
て
出
で
給
ひ
ぬ
れ
ど
、
な
ほ
こ
と
ざ
ま
の

優
美
に
優い

う

に
覚
え
て
、
ももの

か
げ
の
の
か
く
れ
よ
り
し
ば
し
見
ゐ
た
る
に
、
妻
戸
を
い
ま
少
し
押
し

開
け
て
、
月
見
る
気け

色し
き
⑥な

り
。Ａ
や
が
て
か
け
こ
も
ら
ま
し
か
ば
、
口
惜
し
か
ら
ま
し
。
あ︵見

送
っ
た
︶あ
と
ま
で

と
ま
で
見
る
人
あ
り
と
は
、
いどう

し
て
か
で
か
知
ら⑦
む
。

か
や
う
の
こ
と
は
、
た
だ
朝
夕
の
心
づ
か
ひ
に
よ
る⑧
べ
し
。
そ
の
人
、Ｂ
程
な
く
う
せ
に
け
り
と
聞
き
侍
り
し
。

問
１　
傍
線
部
①
～
⑧
の
助
動
詞
の
、
文
法
的
意
味
、
基
本
形
、
文
中
で
の
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

問
２　
二
重
傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
、
次
の
⑴
⑵
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
⑴
口
語
訳
し
な
さ
い
。
な
お
、﹁
か
け
こ
も
る
﹂
は
﹁
鍵
を
か
け
て
部
屋
に
入
る
﹂
の
意
で
あ
る
。

　
　
⑵
実
際
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

問
３　
二
重
傍
線
部
Ｂ
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

問
１

①

形
②

形

③

形
④

形

⑤

形
⑥

形

⑦

形
⑧

形

問
２
⑴⑵

問
３



3435

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

98
～
99
〕

　

同
格
は
﹁
～
の︵
が
︶︑

︙
︙
連
体
形
＋
格
助
詞
﹂

と
な
る
こ
と
が
多
い
︒

2 

〔
⇩
p. 

105
～
112
〕

　

③
は
未
然
形
に
接
続
し

て
い
る
︒

3 

〔
⇩
p. 

100
～
101
〕

1
次
の
傍
線
部
の
格
助
詞
﹁
が
﹂﹁
の
﹂﹁
を
﹂
の
用
法
の
説
明
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
雀す

ず
め

の
子
を
犬い

ぬ

君き

が
に
が
し
つ
る
。 

（　
　
　
　

）

②
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。 

（　
　
　
　

）

③
あ
る
荒あ

ら

夷え
び
す

の
恐
ろ
し
げ
な
る
が
、
かそば

の
人
に

た
へ
に
あ
ひ
て
、 

（　
　
　
　

）（　
　
　
　

）

④
草
の
花
は
撫な

で
し

子こ

。
唐
の
は
さもち

ろ
ん
だ

ら
な
り
。
大
和
の
も
い
と
め
で
た
し
。

（　
　
　
　

）（　
　
　
　

）

⑤
あ
し
ひ
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
一
人
か
も
寝
む

（　
　
　
　

）（　
　
　
　

）

ア　

主
格　
　

イ　

連
体
修
飾
格　
　

ウ　

体
言
の
代
用

エ　

同
格　
　

オ　

比
喩　
　
　
　
　

カ　

動
作
の
対
象

2
次
の
傍
線
部
の
接
続
助
詞
の
用
法
の
説
明
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
か
く
歌
ふ
を
聞
き
つ
つ
漕こ

ぎ
来く

る
に
、 

（　
　
　
　

）

②
人
に
知
ら
れ
で
く
る
よ方法

が
あ
っ
た
ら
な
あ

し
も
が
な
。 

（　
　
　
　

）

③
秋
風
よ
、
心
あ
ら
ば
伝
へ
て
よ
。 

（　
　
　
　

）

④
身
は
い
や
し
な
が
ら
、
母母は

宮
家︵
の
出
身
︶で
あ
っ
た

な
む
宮
な
り
け
る
。 

（　
　
　
　

）

ア　

打
消
の
接
続　

  

イ　

同
時
並
行　

  

ウ　

順
接
の
仮
定
条
件　

  

エ　

逆
接
の
確
定
条
件

3
次
の
傍
線
部
の
﹁
に
﹂
の
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

格
助
詞

 
〔
⇩
p. 

98
～
103
〕

が
・
の　
主
格︿
︙
が
﹀　

連
体
修
飾
格︿
︙
の
﹀

　
　

同
格︿
︙
で
﹀

　
　

体
言
の
代
用︿
︙
の
も
の
﹀

　
　

比ひ

喩ゆ︿
︙
の
よ
う
に
﹀

を 　
動
作
の
対
象
・
経
過
す
る
場
所
・
動
作
の
起
点

に 　
時
・
場
所
・
帰
着
点
／
動
作
の
目
的
／
動
作
の
原

因
／
受
身
・
使
役
の
対
象
／
変
化
の
結
果
／
敬
意

へ 　
方
向

と 　

動
作
の
共
同
者
・
変
化
の
結
果
・
引
用
・

　

並
列
・
比
較
の
基
準
・
比
喩
・
強
意

よ
り
・
か
ら　
動
作
の
起
点
／
経
過
す
る
場
所
／

　
　
　
　

比
較
の
基
準
／
原
因
・
理
由
／

　
　
　
　

手
段
・
方
法
／
即
時

に
て 　
時
・
場
所
／
手
段
・
方
法
／
原
因
・
理
由

し
て 　
手
段
・
方
法
／
使
役
の
対
象
／
動
作
の
共
同
者

接
続
助
詞

 

〔
⇩
p. 

105
～
112
〕

ば　
⑴
未
然
形
＋
ば
＝
順
接
の
仮
定
条
件

︿
も
し
︙
な
ら
ば
﹀

⑵
已
然
形
＋
ば
＝
順
接
の
確
定
条
件

　

・
原
因
・
理
由︿
︙
の
で
・
︙
か
ら
﹀

　

・
偶
然
条
件　
︿
︙
と
・
︙
と
こ
ろ
﹀

　

・
恒
常
条
件　
︿
︙
と（
い
つ
も
）﹀

と
・
と
も　
逆
接
の
仮
定
条
件︿
︙
と
し
て
も
﹀

ど
・
ど
も　
逆
接
の
確
定
条
件

︿
︙
け
れ
ど（
も
）・
︙
が
﹀

17
助
詞〈
１
〉　
格
助
詞
・
接
続
助
詞

テ
キ
ス
ト
p. 

95
～
112

が
・
に
・
を 　

順
接
の
確
定
条
件（「
に
・
を
」
の

み
）・逆
接
の
確
定
条
件・単
純
な
接
続

て
・
し
て　
単
純
な
接
続

で　
　
　

打
消
の
接
続

つ
つ 　
　

反
復
・
継
続
／
同
時
並
行

な
が
ら 　
逆
接
の
確
定
条
件
／
同
時
並
行
／

　

状
態
の
持
続

も
の
を
・
も
の
か
ら
・
も
の
の
・
も
の
ゆ
ゑ（
に
） 

逆
接
の
確
定
条
件

﹁
に
﹂
の
識
別

 

〔
⇩
p. 

100
～
101
〕

・
連
用
形
＋
に
→ 

完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」（
下
は

「
き
・
け
り
」
な
ど
）。

・
体
言
＋
に

　

① 

「
で
あ
る
」の「
で
」と
訳
せ
た
ら
断
定
の
助
動

詞「
な
り
」。「
に
＋
助
詞
＋
あ
り
」の
形
が
多
い
。

　

②
そ
の
ま
ま
「
に
」
と
訳
せ
た
ら
格
助
詞
。

・
連
体
形
＋
に

　

① 

「
で
あ
る
」の「
で
」と
訳
せ
た
ら
断
定
の
助
動

詞「
な
り
」。「
に
＋
助
詞
＋
あ
り
」の
形
が
多
い
。

　

② 

連
体
形
の
下
に
体
言（
ト
キ
・
コ
ト
・
モ
ノ

な
ど
）が
補
え
、「
に
」
と
訳
せ
た
ら
格
助
詞
。

　

③ 

連
体
形
の
下
に
体
言
が
補
え
な
い
な
ら
接
続

助
詞
。「
︙
の
で
」
な
ど
の
意
で
下
に
続
く
。

格
助
詞
・
接
続
助
詞
の
判
別

 

〔
⇩
p. 

109
〕

・
体
言
＋
が
・
に
・
を
→
格
助
詞
。

・ 

連
体
形
＋
が
・
に
・
を
→
連
体
形
の
下
に
体

言（
ト
キ
・
コ
ト
な
ど
）を
補
え
れ
ば
格
助
詞
、

補
え
な
け
れ
ば
接
続
助
詞
。

　

①
②
﹁
体
言
＋
に
﹂
は
︑

断
定
の
助
動
詞
か
格
助
詞
︒

意
味
で
判
別
す
る
︒

　

③
連
用
形
＋
に
↓
完
了

の
助
動
詞﹁
ぬ
﹂︵
下
は﹁
き
・

け
り
﹂
な
ど
︶︒

　

④
⑤
﹁
連
体
形
＋
に
﹂
は
︑

断
定
の
助
動
詞
︑
格
助
詞
︑

接
続
助
詞
︑
の
い
ず
れ
か
︒

活
用
し
な
い
か
ら
助
詞
︒

④﹁
︙
の
に
﹂⑤﹁
︙
の
で
﹂

と
訳
せ
る
︒

　

⑥
体
言
＋
に
↓
﹁
で
あ

る
﹂
の
﹁
で
﹂
と
訳
せ
た

ら
断
定
︒﹁
に
＋
助
詞
＋
あ

り
﹂
の
形
で
現
れ
る
こ
と

が
多
い
︒

4 

〔
⇩
p. 

96
～
112
〕

① 

﹁
ゐ
ざ
り
に
︙
ゐ
ざ
る
﹂

同
じ
語
を
重
ね
て
用
い

る
強
調
の
用
法
︒
連
用

形
接
続
に
注
意
す
る
︒

② 

﹁
詠
み
た
る︵
モ
ノ
︶と
思

ふ
﹂︒

①
男
も
女
も
、
お
と
な
に
ななっ

て
し
ま
っ
た
の
で
︑

り
に
け
れ
ば
、 

（　
　
　
　

）

②
ふ
る
き
都
に
来
て
み
れ
ば
、 

（　
　
　
　

）

③
心心あ

る
者
は

あ
る
か
ぎ
り
み
な
泣
き
に
け
り
。 

（　
　
　
　

）

④
十
月
つ
ご
も
り
な
る
に
、
紅
葉
散
ら
で
盛
り
な
り
。 

（　
　
　
　

）

⑤
涙
の
こ
ぼ
る
る
に
、
目
も
見
え
ず
、 

（　
　
　
　

）

⑥
わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど　

 

（　
　
　
　

）

ア　

場
所
を
示
す
格
助
詞　
　
　
　
　
　
　

イ　

順
接
の
確
定
条
件
の
接
続
助
詞　

ウ　

完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形　
　

エ　

変
化
の
結
果
を
示
す
格
助
詞　

オ　

逆
接
の
確
定
条
件
の
接
続
助
詞　
　
　

カ　

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形　

4
次
の
各
文
か
ら
、
格
助
詞
と
接
続
助
詞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
の
数
だ
け
抜
き
出
し
な
さ
い
。

① 

心じれ
っ
た
さ
に
︑

も
と
な
さ
に
、
明夜の

明
け
な
い
う
ち
か
ら

け
ぬ
か
ら
、
船
を
ひ
き
つ
つ
の
ぼ
れ
ど
も
、
川
の
水
な
け
れ
ば
ゐ
ざ

り
に
の
み
ぞ
ゐ
ざ
る
。

② （
す
さ
ま
じ
き
も
の
）よかな

り
う
ま
く
詠
ん
だ
と

ろ
し
う
詠
み
た
る
と
思
ふ
歌
を
、
人
の
も
と
に

送
っ
た
の
に

遣や

り
た
る
に
返
し

せ
ぬ
。

①
格
助
詞

接
続
助
詞

②
格
助
詞

接
続
助
詞



3637

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

113
～
116
〕

①
添
加
︒

②
重
い
も
の
を
類
推
︒

③
婉
曲
︒

④
限
定
︒

2 

〔
⇩
p. 

113
～
116
〕

① 

月
と
見
間
違
え
る
ま
で

に
︒

② 

﹁
待
つ
と
聞
く
﹂
が
﹁
待

つ
と
し
聞
く
﹂
に
な
る

の
だ
か
ら
︒

④ 

も
ち
ろ
ん
︑
も
っ
と
広

い
道
は
な
い
︒

⑤ 

人
の
死
を
嘆
く
心
の
歌

で
あ
る
︒

3 

〔
⇩
p. 

117
～
122
〕

①
下
二
段
型　

②
特
殊
型

③
ラ
変
型　

④
ラ
変
動
詞

⑤
形
容
詞　

⑥
ラ
変
動
詞

1
次
の
各
文
の（　
）に
、
傍
訳
を
参
考
に
し
て
、
適
当
な
副
助
詞
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
雨
風
、
降
り
ふ
ぶ
き
て
、
雷か

み（
ま
で
も

　
　
　
　

）鳴
り
て
と
ど
ろ
く
に
、

②
鳥
け
も
の（

さ
え
も

　
　
　
　

）子
を
生
み
て
世
を
楽
し
む
に
。

③
寒
き
に
、
火（

な
ん
か

　
　
　
　

）急
ぎ
お
こ
し
て

④
わ
が
目
に
は
、
今
年（

最
後

　
　
　
　

）の
春
行
か
む
と
す
。

ア　

す
ら　
　

イ　

さ
へ　
　

ウ　

ば
か
り　
　

エ　

な
ど

2
次
の
傍
線
部
の
副
助
詞
の
用
法
は
、
後
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
あ
り
あ
け
の
月
と
見
る
ま
で
に
ふ
れ
る
白
雪　
　
（　
　
　
　

）

②
待
つ
と
し
聞聞い

た
な
ら

か
ば
い
ま
帰
り
来こ

む　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

③
我
の
み
知
り
て
過
ぎ
ゆ
く
月
日　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

④
馬
・
車
の
行
き
交
ふ
道
だ
に
な
し
。　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

⑤
さ
く
ら
花
、
今
年
ば
か
り
は

喪
服
と
同
じ
黒
い
色
に

墨す
み

染ぞ
め

に
咲
け　
　
　
（　
　
　
　

）

⑥
飲
む
水
に
影か

ご

さ
へ
見

︵
妻
の
︶

え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
　
　
　

）

ア　

限
定　
　

イ　

強
意　
　

ウ　

程
度　
　

エ　

添
加　
　

オ　

類
推

3
次
の
傍
線
部
の
係
助
詞
に
応
じ
て（　
）の
語
を
適
当
な
活
用
形
に
改
め
な
さ
い
。

①
昨
日
な
む
都
に
来き（
つ
）。　
　
　
　
　
　
　

②
人
こ
そ
見
え（
ず
）秋
は
来
に
け
り
。

③
風
吹吹こ

う
と
し
て

か
む
と
ぞ
木
の
葉
さ音を

立
て
て
い
る

や
げ（
り
）。

副
助
詞

 
〔
⇩
p. 

113
～
116
〕

だ
に 　
重
い
も
の
を
類
推︿
︙
さ
え
も
﹀

　

最
低
限
度
の
希
望︿
せ
め
て
︙
だ
け
で
も
﹀

す
ら 　
重
い
も
の
を
類
推︿
︙
さ
え
も
﹀

さ
へ 　
添
加︿
︙
ま
で
も
﹀

の
み 　
限
定
・
強
意

ば
か
り 　
限
定
・
程
度

し　
　

強
意

な
ど 　
例
示
・
婉
曲

ま
で 　
限
界
・
程
度

係
助
詞

 

〔
⇩
p. 

117
～
119
・
123
〕

係
助
詞

意
味

結
び

ぞ
・
な
む

強
意

連
体
形

や
・
か

疑
問
・
反
語

こ
そ

強
意

已
然
形

は
・
も

区
別
／
例
示
・
強
意
な
ど

「
は
」「
も
」
は
ふ
つ
う
に
終
止
形
で
終
わ
る

係
り
結
び
の
口
語
訳

 

〔
⇩
p. 

118
～
119
〕

①
ぞ
・
な
む
・
こ
そ

　

強
意
︙
と
く
に
訳
さ
な
く
て
も
よ
い
。

②
や
・
か

　

疑
問
︙
～
か
。

　

反
語
︙
～
か
。
い
や
～
で
は
な
い
。

18
助
詞〈
２
〉　
副
助
詞
・
係
助
詞
・
係
り
結
び

テ
キ
ス
ト
p. 

113
～
124

係
助
詞
の
注
意
す
べ
き
用
法

 

〔
⇩
p. 

119
～
121
〕

１
文
末
の
係
助
詞

　
「
や
」「
か
」
が
文
末
に
く
る
場
合
、
結
び
の

連
体
形
は
存
在
し
な
い
。

２
結
び
の
省
略

　

結
び
の
語
が
類
推
し
や
す
い
言
葉
で
あ
る
場

合
は
、
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

３
結
び
の
流
れ（
消
去
）

　

結
び
と
な
る
べ
き
言
葉
が
、
法
則
に
従
わ
ず
、

接
続
助
詞
を
伴
っ
て
下
へ
続
く
こ
と
が
あ
る
。

４
挿
入
文
中
の
係
り
結
び

　

挿
入
文
中
の
係
り
結
び
は
、
挿
入
文
の
範
囲

の
中
で
成
立
す
る
。

５
も
ぞ
・
も
こ
そ

　
「
ぞ
」「
こ
そ
」
に
「
も
」
が
つ
い
て
、︿
︙

し
て
は
困
る
﹀
と
い
う
不
安
・
危
惧
の
気
持
ち

を
こ
め
た
意
味
に
な
る
。

６
「
こ
そ
…
已
然
形
、
…
」
の
逆
接
用
法

　
「
こ
そ
︙
已
然
形
」
の
関
係
が
、
そ
こ
で
切

れ
ず
に
（
読
点
で
）
後
へ
続
く
場
合
は
、
逆
接

の
意
味
を
伴
っ
て
続
い
て
い
く
。

７
呼
び
か
け
の
「
こ
そ
」

　
︿
︙
さ
ん
﹀。
会
話
文
で
、
人
名
や
役
職
名
に

続
く
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

4 

〔
⇩
p. 

119
～
122
〕

① 

③
末
尾
の
﹁
や
﹂
が
係

助
詞
︒

② 

﹁
こ
そ
︱
あ
れ
﹂が
係
り

結
び
︒

④ 

本
来
は
﹁
ぞ
︱
こ
ち
た

き
﹂
と
連
体
形
に
結
ば

れ
る
︒

5 

〔
⇩
p. 

118
・
121
〕

① 

疑
問
・
反
語
の
訳　

ま

ず
疑
問
﹁
︙
か
﹂
と
訳
し
︑

そ
の
後
文
脈
で
反
語
な

ら
﹁
い
や
︙
で
は
な
い
﹂

を
加
え
る
︒

④
隆た

か

家い
へ

こ
そ
い
み
じ
き
骨
は
得え

て（
侍は

べ

り
）。

⑤
い
づ
れ
の
山
か
、
天
に（
近
し
）。　
　
　
　

⑥
か
か
る
事
や（
あ
り
）。

①

②

③

④

⑤

⑥

4
次
の
各
文
の
係
り
結
び
に
つ
い
て
の
説
明
は
後
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
中
納
言
は
ま
だ
参
ら
せ
給
は
ぬ
に
や
。 

（　
　
　
　

）

②
中
垣
こ
そ
あ
れ
、
ひ
と
つ
家
の
や
う
な
れ
ば
、 

（　
　
　
　

）

③
御み

子こ

は
お
は
す
や
。 

（　
　
　
　

）

④
葉
の
ひ
ろ
ご
り
ざ
ま
ぞ
、
うひど

く
大
げ
さ

た
て
こ
ち
た
け
れ
ど
、 

（　
　
　
　

）

ア　
「
係
り
」
が
文
末
に
あ
る
文

イ　
「
結
び
」
が
流
れ
（
消
去
し
）
て
い
る
文

ウ　
「
結
び
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
文　
　
　
　

エ　

係
り
結
び
が
成
立
し
て
、
そ
れ
以
下
へ
逆
接
で
続
い
て
い
く
文

5
次
の
傍
線
部
を
係
助
詞
に
注
意
し
て
口
語
訳
し
な
さ
い
。

①
蓑み

の

笠か
さ

や
あ
る
。
貸
し
給
へ
。

②
人
も
こ
そ
来
れ
、
いどう

し
よ
う
と
胸
が
ど
き
ど
き
し
て

か
に
せ
ん
と
胸
つ
ぶ
れ
て
、
い
と
恐
ろ
し
。

①②



3839

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

125
～
127
〕

　

①
④
文
脈
か
ら
禁
止
か

詠
嘆
か
を
判
断
す
る
︒

2 

〔
⇩
p. 

125
～
126
〕

①
サ
変
動
詞
﹁
す
﹂

②
ハ
行
四
段
動
詞
﹁
給
ふ
﹂

③
ラ
行
四
段
動
詞
﹁
奉
る
﹂

④
カ
行
四
段
動
詞
﹁
行
く
﹂

⑤ 

サ
変
複
合
動
詞
﹁
旅
寝

す
﹂

⑥
タ
行
四
段
動
詞
﹁
待
つ
﹂

1
次
の
傍
線
部
の
終
助
詞
の
意
味
用
法
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
あ
は
れ
に
悲
し
き
こ
と
な
り
な
。 

（　
　
　
　

）

②
入

︵
中
宮
様
が
宮
中
へ
︶お
帰
り
に
な
ら
な
い
前
に

ら
せ
た
ま
は
ぬ
さ
き
に
雪
降
ら
な
む
、 

（　
　
　
　

）

③
今
井
が
ゆ
く
ゑ
を
聞
か
ば
や
。 

（　
　
　
　

）

④
あああ

静
か
に
︑

な
か
ま
、
人
に
聞
か
す
な
。 

（　
　
　
　

）

⑤
か
の
花
は
失
せ
に
け
る
は
。　

 

（　
　
　
　

）

⑥
彼
は
い実に

様
子
の
並
は
ず
れ
た
人

と
さ
ま
こ
と
な
り
し
人
ぞ
か
し
。　

 （　
　
　
　

）

⑦
心情緒

を
解
す
る

あ
ら
む
友
も
が
な
。　
　
　
　
　

 

（　
　
　
　

）

⑧
こ
の
か
ぐ
や
姫
を
得
て
し
が
な
。 

（　
　
　
　

）

ア　

禁
止　
　

イ　

他
に
対
す
る
希
望　
　

ウ　

自
己
の
希
望　

エ　

詠
嘆　
　

オ　

念
を
押
し
て
強
調

2
次
の（　
）の
動
詞
を
、
直
後
の
終
助
詞
の
接
続
に
し
た
が
っ
て
正
し
く
活
用
さ
せ
な
さ
い
。

①
あ
や
ま
ち（
す
）な
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
こここ

に
お
り
ま
す
と

れ
に
侍は

べ

り
と
な
人
に
知
ら
せ（
給
ふ
）そ
。

③
な
起
こ
し（
奉
る
）そ
。　
　
　
　
　
　
　
　

④
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
た
づ
ね
に（
行
く
）ば
や
。

⑤
そどこ

と
い
う
こ
と
も
な
く

こ
と
も
い
は
ぬ（
旅
寝
す
）て
し
か
。　
　

⑥
今
ひ
と
た
び
の
み
ゆ
き（
待
つ
）な
む
。

①

②

③

④

⑤

⑥

終
助
詞

 
〔
⇩
p. 

125
～
127
〕

禁
止
の
終
助
詞

　

な　
︿
︙
な
﹀　　

そ　
︿
︙
な
い
で
ほ
し
い
﹀

●
接
続

　

終
止
形
＋
な（
禁
止
）

　

な
︙
連
用
形
＋
そ（
禁
止
）

　

な
︙
カ
変
の
未
然
形

サ
変
の
未
然
形
＋
そ

希
望
の
終
助
詞

　

な
む　
他
に
対
す
る
希
望︿
︙
て
ほ
し
い
﹀

　

ば
や　

て
し
か（
な
）　

に
し
か（
な
）

　

も
が
・
も
が
な

　
　

自
己
の
希
望︿
︙
た
い
﹀

●
接
続

　

未
然
形
＋
な
む
・
ば
や（
希
望
）

　

連
用
形
＋
て
し
か
・
に
し
か（
希
望
）

　

体
言
・
連
用
形
＋
も
が
・
も
が
な（
希
望
）

詠
嘆
の
終
助
詞

　

か
・
か
な　
︿
︙
な
あ
﹀

　

な　

は　
　
︿
︙
な
あ
﹀

念
押
し
の
終
助
詞

　

か
し　
︿
︙
よ
﹀

●
接
続

19
助
詞〈
３
〉　
終
助
詞
・
間
投
助
詞

テ
キ
ス
ト
p. 

125
～
128

　

体
言
・
連
体
形
＋
か
・
か
な
・
は（
詠
嘆
）

　

…
文
末
＋
な（
詠
嘆
）・
か
し（
念
押
し
）

間
投
助
詞

 

〔
⇩
p. 

128
〕

や
・
よ　
詠
嘆
・
呼
び
か
け　
︿
︙
な
あ
・
︙
よ
﹀

を　
　
　

詠
嘆　
︿
︙
な
あ
﹀

﹁
や
﹂
の
識
別 

〔
⇩
p. 

128
〕

係
助
詞
「
や
」

・ 

省
け
ば
意
味
が
通
じ
な
い
。
文
末
が
連
体
形
に

な
る
。

間
投
助
詞
「
や
」

・ 

省
い
て
も
意
味
が
通
じ
る
。

﹁
を
﹂
の
識
別 

格
助
詞
「
を
」

・ 

体
言
に
接
続
。
連
体
形
に
接
続
し
て
い
る
場
合

は
、
上
に
体
言
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

接
続
助
詞
「
を
」

・
連
体
形
に
接
続
し
、
上
に
体
言
が
補
え
な
い
。

間
投
助
詞
「
を
」

・
省
い
て
も
意
味
が
通
じ
る
。

＊
切
れ
字
の
「
や
」

　

俳
句
に
用
い
る
切
れ
字
の
「
や
」
は
、
余
韻

（
詠
嘆
）を
持
た
せ
る
間
投
助
詞
の
用
法
で
あ
る
。

3 

〔
⇩
p. 

128
〕

② 

い
で
や
＝
さ
あ
︑
ど
う

か
な
あ
︒

④ 
本
来
は
﹁
こ
の
世
に
や

は
お
は
し
け
る
﹂
と
な

る
べ
き
と
こ
ろ
︒

4 

〔
⇩
p. 

98
～
128
〕

助
詞
の
判
別

　

接
続
助
詞
﹁
て
﹂
＝
下

に
助
動
詞
が
つ
か
な
い
︒

　

体
言
＋
に
＝
格
助
詞

　

連
用
形
＋
に
＋
助
動
詞

＝
完
了
の
助
動
詞
﹁
ぬ
﹂︒

　

任
期
を
終
え
て
︑
久
し

ぶ
り
に
我
が
家
に
帰
っ
た

と
き
の
︑
庭
の
様
子
を
見

て
の
気
持
ち
︒
そ
の
変へ

ん

貌ぼ
う

ぶ
り
を
嘆
い
て
い
る
︒

3
次
の
傍
線
部
の
﹁
や
﹂
は
、（
ア
間
投
助
詞
・
イ
係
助
詞
・
ウ
感
動
詞
の
一
部
）の
ど
れ
に
あ
た
る
か
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
四
条
大
納
言
、
撰え

ら

ば
れ
た
る
物
を
道た

う

風ふ
う

書
か
む
こ
と
、
時
代
や
、
た違う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

が
ひ
侍は

べ

ら
む
。

 

　
（　
　
　
　

）

②
い
で
や
、
さ
言
ふ
と
も
田
舎
びめい

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

た
ら
む
は 

　
（　
　
　
　

）

③
人
々
の
花
蝶て
ふ

や
と
め愛し

て
い
る
の
は
︑

づ
る
こ
そ
、
は
か
な
く
あ
や
し
け
れ
。 

（　
　
　
　

）

④
光
源
氏
ば
か
り
の
人
は
、
こ
の
世
に
お
は
し
け
り
や
は
。 

（　
　
　
　

）

⑤
親
・
は兄弟

の
中
で
も
︑

ら
か
ら
の
中
に
て
も
、
思
は
る
る
思
は
れ
ぬ
が
あ
る
ぞ
い
と
わ
び
し
き
や
。

 

　
（　
　
　
　

）

4
次
の
文
章
に
は
助
詞
が
八
つ
あ
る
。
順
に
抜
き
出
し
て
、
助
詞
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。

　

池
め
い
て
く
ぼ
ま
り
水
つ
け
る
所
あ
り
。
ほ
と
り
に
松
も
あ
り
き
。
五い

つ

年と
せ

六む

年と
せ

の
う
ち
に
、

千ち

年と
せ

や
過たっ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︑半
分
は

ぎ
に
け
む
、
か
た
へ
は
な
く
な
り
に
け
り
。
今
生お

ひ

新
し
く
生
え
た
松
も

た
る
ぞ
ま
じ
れ
る
。

①

助
詞
②

助
詞

③

助
詞
④

助
詞

⑤

助
詞
⑥

助
詞

⑦

助
詞
⑧

助
詞



4041

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

98
～
100
・
108
～
109
〕

　

上
に
体
言
が
補
え
れ
ば

格
助
詞
︑
補
え
な
け
れ
ば

接
続
助
詞
︒

2 

〔
⇩
p. 

113
～
114
・
118
・
125
～
126
〕

①
他
に
対
す
る
希
望
︒

②
添
加
︒

③
最
低
限
度
の
希
望
︒

④
自
己
の
希
望
︒

⑤
詠
嘆
︒

⑥
重
い
も
の
を
類
推
︒

3 

〔
⇩
p. 

121
〕

① 

﹁
も
ぞ
﹂
は
不
安
・
危
惧

を
表
す
︒

② 

﹁
中
垣
﹂は
家
と
家
の
間

1
次
の
傍
線
部
の
ａ
～
ｆ
の
助
詞
の
意
味
用
法
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
ま
か
で
な
む
と
し
給
ふａ
を
、
暇い

と
ま

さ
ら
に
許
さ
せ
給
は
ず
。 

ａ（　
　
　
　

）

②
い
と
清
げ
な
る
僧ｂ
の
、
黄
な
る
地
の
袈け

裟さ

着
た
るｃ
が
来
て
、 

ｂ（　
　
　
　

）　
ｃ（　
　
　
　

）

③
寄
り
て
見
るｄ
に
、
筒
の
中
光
り
た
り
。 

ｄ（　
　
　
　

）

④
こｅ
の
歌
、
あ
る
人
の
い
は
く
、
柿
本
人
麻
呂ｆ
が
な
り
。 

ｅ（　
　
　
　

）　
ｆ（　
　
　
　

）

ア　

主
格　
　
　
　

イ　

連
体
修
飾
格　
　

ウ　

同
格　
　
　
　
　
　
　

エ　

体
言
の
代
用　
　
　
　

オ　

比
喩

カ　

時
・
場
所　
　

キ　

動
作
の
対
象　
　

ク　

順
接
の
確
定
条
件　
　

ケ　

逆
接
の
確
定
条
件

2
次
の
各
文
の
空
欄
部
に
入
る
助
詞
を
、
傍
訳
を
参
考
に
し
て
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
助
詞
を
二
度
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

①
い
つ
し
か
梅
咲咲い

て
ほ
し
い

か

。 

（　
　
　
　

）　　

②
玉
の
男男の

皇
子
ま
で
も
が

皇
子

生
ま
れ
給
ひ
ぬ
。 

（　
　
　
　

）

③
我
に
今
一
度
、
声せめ

て
声
だ
け
で
も

を

聞
か
せ
給
へ
。 

（　
　
　
　

）　　

④
い
か
で
見見た

い

と
思
ひ
つ
つ
、 

（　
　
　
　

）

⑤
限
り
な
く
遠
く
も

来
て
し
ま
っ
た
な
あ

来き

に
け
る

。 

（　
　
　
　

）

⑥
言こ

と

問
わ
ぬ
木木で

さ
え
も

妹い
も

と
背せ

と
あ
り
と
い
ふ
を
た
だ
独
り
子
に
あ
る
が
苦
し
さ 
（　
　
　
　

）

　
ア　

だ
に　
　

イ　

す
ら　
　

ウ　

さ
へ　
　

エ　

な
む　
　

オ　

か
な　
　

カ　

ば
や

3
次
の
傍
線
部
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

①
「
雨
も
ぞ
降
る
。
御み

車く
る
ま

は
門か

ど

の
下
に
。
御お

ん

供と
も

の
人
は
そ
こ
そ
こ
に
」

②
中
垣
こ
そ
あ
れ
、
ひ
と
つ
家
の
や
う
な
れ
ば
、
望
み
て
預
か
れ
る
な
り
。

20
助
詞
総
合

テ
キ
ス
ト
p. 

95
～
130

に
あ
る
垣
根
︒﹁
あ
れ
﹂

の
下
が
読
点
で
︑文
が
続

い
て
い
る
こ
と
に
注
意
︒

4 
〔
⇩
p. 

98
～
128
〕

問
１

① 

②
﹁
～
の
︙
︙
連
体
形

＋
格
助
詞
﹂の
形
に
な
っ

て
い
る
︒

問
２

Ａ 

﹁
け
れ
﹂と
い
う
已
然
形

に
接
続
し
て
い
る
︒

問
３

③
﹁
な
む
﹂
の
結
び
︒

問
４

④ 

﹁
で
﹂は
打
消
の
接
続
助

詞
︒

⑤
﹁
神
﹂
は
雷
の
こ
と
︒

⑥ 

﹁
は
や
﹂
は
﹁
早
く
﹂
の

意
︒﹁
な
む
﹂
は
終
助
詞
︒

①

②

4
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

昔
、
男
あ
り
け
り
。
女①
の
え手に

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

得う

ま
じ
か
り
け
る②
を
、
年
を
経
て
よ求婚

し
続
け
た

ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う
じ
て
盗
み
出
で
て
、
い
と
暗
き
に
来
け
り
。

芥あ
く
た

川が
は

と
い
ふ
川
を
率ゐ

て
行
き
け
れ

Ａ

、
草
の
上
に
置乗っ

て
い
た

き
た
り
け
る
露
を
、「
か
れ
は
何
ぞ
」
と
な
む
男
に
問
ひ③
け
り
。
行行く

先︵
の
道
の
り
︶は
多
く
︑

く
先
多お

ほ

く
、
夜

も
更ふ

け
に
け
れ
ば
、④
鬼
あ
る
所
と
も
知
ら
で
、⑤
神
さ
へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
、
雨
も
い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
あ荒れ

たば
ら
な
る
蔵
に
、
女
を
ば
奥
に

押
し
入
れ
て
、
男
、
弓
・
胡や
な

簶ぐ
ひ

を
負
ひ
て
戸
口
に
を
り
、⑥
は
や
夜よ

も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ
ゐ
た
り
け
る
に
、
鬼
はたち

ま
ち
や
一
口
に
食
ひ
て
け
り
。

問
１　
傍
線
部
①
②
の
助
詞
の
意
味
用
法
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

主
格　
　
　
　
　

イ　

連
体
修
飾
格　
　
　
　

ウ　

同
格　
　
　
　
　
　
　

エ　

体
言
の
代
用　
　

オ　

比
喩

カ　

動
作
の
対
象　
　

キ　

順
接
の
確
定
条
件　
　

ク　

逆
接
の
確
定
条
件

問
２　
空
欄
部
Ａ
に
入
る
助
詞
と
し
て
適
当
な
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

と
も　
　

イ　

ど
も　
　

ウ　

ば

問
３　
傍
線
部
③
﹁
け
り
﹂
を
正
し
く
活
用
さ
せ
て
書
き
な
さ
い
。

問
４　
傍
線
部
④
～
⑥
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

問
１
①

②

問
２

問
３

問
４

④⑤⑥



4243

ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

134
～
143
〕

① 

謙
譲
語
と
尊
敬
語
が
使

わ
れ
て
い
る
︒
本
動
詞

と
補
助
動
詞
が
一
つ
ず

つ
使
わ
れ
て
い
る
︒

② 

尊
敬
語
が
二
つ
使
わ
れ

て
い
る
︒
本
動
詞
と
補

助
動
詞
が
一
つ
ず
つ
使

わ
れ
て
い
る
︒

2 

〔
⇩
p. 

134
～
143
〕

①
通
常
語
は﹁
出い

づ
・
去
る
﹂︒

②
通
常
語
は
﹁
仕
ふ
・
す
﹂︒

③ 

通
常
語
は﹁
聞
く
・
食
ふ
・

飲
む
﹂︒

④
⑨
通
常
語
は
﹁
言
ふ
﹂︒

⑤
通
常
語
は
﹁
与
ふ
﹂︒

⑥ 

通
常
語
は﹁
呼
ぶ
・
着
る
・

飲
む
・
食
ふ
・
乗
る
﹂︒

⑦
通
常
語
は
﹁
行
く
・
来
﹂︒

⑧
通
常
語
は
﹁
見
る
﹂︒

⑩
通
常
語
は
﹁
寝ぬ

・
寝い

ぬ
﹂︒

1
次
の
文
か
ら
敬
語
動
詞
を
二
つ
ず
つ
抜
き
出
し
、
本
動
詞
な
ら
Ａ
・
補
助
動
詞
な
ら
Ｂ
と
答
え
な
さ
い
。

①
大
納
言
殿
の
参
り
た
ま
へ
る
な
り
け
り
。

②
こ
こ
に
お
は
す
る
か
ぐ
や
姫
は
、
重
き
病
を
し
給
へ
ば
、

①②2
次
の
敬
語
は
、（
Ａ
尊
敬
語
・
Ｂ
謙
譲
語
）の
い
ず
れ
か
。
そ
の
本
動
詞
の
訳
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

①
ま
か
る　
　

②
仕つ

か

う
ま
つ
る　
　

③
聞
こ
し
召
す　
　

④
の
た
ま
ふ　
　

⑤
給
ふ（
四
段
）

⑥
召め

す　
　
　

⑦
ま
う
づ　
　
　
　

⑧
御ご

覧
ず　
　
　
　

⑨
聞
こ
ゆ　
　
　

⑩
大
殿
籠ご

も

る

　
ア　

お
聞
き
に
な
る　
　

イ　

御
覧
に
な
る　
　
　

ウ　

参
上
す
る　
　
　

エ　

お
与
え
に
な
る

　

オ　

申
し
上
げ
る　
　
　

カ　

お
休
み
に
な
る　
　

キ　

お
っ
し
ゃ
る　
　

ク　

退
出
す
る　
　

　

ケ　

お
呼
び
に
な
る　
　

コ　

お
仕
え
す
る

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

敬
語
の
種
類
と
口
語
訳

 

〔
⇩
p. 

134
～
139
〕

　

主
な
敬
語
と
そ
の
口
語
訳
は
、
必
ず
暗
記
す
る
。

（
特
に
、
敬
語
そ
の
も
の
を
別
語
に
置
き
換
え
る

本
動
詞
の
訳
。）

尊
敬
語

お
は
す︿
い
ら
っ
し
ゃ
る
﹀

の
た
ま
ふ︿
お
っ
し
ゃ
る
﹀

御ご

覧ら
ん

ず︿
御
覧
に
な
る
﹀

大お
ほ

殿と
の

籠ご
も

る︿
お
休
み
に
な
る
﹀な
ど

謙
譲
語

奉
る︿
差
し
上
げ
る
﹀

参
る︿
参
上
す
る
﹀

聞
こ
ゆ︿
申
し
上
げ
る
﹀

た
ま
は
る︿
い
た
だ
く
﹀　

な
ど

丁
寧
語

侍
り
・
候
ふ︿
ご
ざ
い
ま
す
﹀　

な
ど

そ
れ
以
外
の
敬
語
の
訳
し
方

　

尊
敬
語︿
︙
な
さ
る
・
お
︙
に
な
る
﹀

　

謙
譲
語︿
︙
申
し
上
げ
る
・
お
︙
す
る
﹀

　

丁
寧
語︿
︙
で
す
・
︙
ま
す
・
︙
ご
ざ
い
ま
す
﹀

た
だ
し
、
万
能
で
は
な
い
の
で
注
意
す
る
。

　

○
お
聞
き
に
な
る

　

×
お
見
に
な
る（
見
な
さ
る
）

　
　

→
「
御
覧
に
な
る
」
な
ど
と
訳
す
。

敬
語
動
詞
の
基
本
形

 

　

敬
語
動
詞
も
動
詞
だ
か
ら
、
九
種
類
の
活
用
を

間
違
え
な
い
こ
と
。

21
敬
語〈
１
〉　

テ
キ
ス
ト
p. 

131
～
143

・
侍
り
・
い
ま
そ（
す
）が
り

　

︙
ラ
変
動
詞（
基
本
形
に
注
意
。）

・
お
は
す
・
御
覧
ず
︙
サ
変
動
詞　

・
ま
う
づ
・
ま
か
づ
︙
ダ
行
下
二
段　

・
給
ふ
︙
四
段
尊
敬
・
下
二
段
謙
譲

多
く
は
四
段
活
用
だ
が
要
注
意
。

敬
語
を
含
む
口
語
訳

 

〔
注
意
点
〕 　

敬
語
そ
の
も
の
の
訳
だ
け
で
な
く
、

直
前
の
動
詞
や
、
下
に
続
く
助
動
詞
な

ど
も
正
確
に
訳
す
。

〔
訳
せ
な
い
と
き
〕 　
い
っ
た
ん
敬
語
を
外
し
て
訳

す
。
そ
の
後
で
敬
語
表
現
を
加

え
て
み
る
。

敬
意
の
方
向

 

〔
⇩
p. 

133
〕

・「
誰
か
ら
」
に
つ
い
て
は
、
地
の
文
か
会
話
文

か
で
決
ま
る
。

　
　

地
の
文
→
筆
者（
語
り
手
）か
ら

　
　

会
話
文
→
発
言
者
か
ら

・「
誰
へ
」
に
つ
い
て
は
、
敬
語
の
種
類
で
決
ま
る
。

　
　

尊
敬
語
→
行
動
す
る
人
へ

　
　

謙
譲
語
→
行
動
を
受
け
る
人
へ

　
　

丁
寧
語
→
地
の
文
な
ら
読
者
へ

　
　
　
　
　
　

会
話
文
な
ら
聞
き
手
へ

3 

〔
⇩
p. 

134
～
143
〕

① 

﹁
た
て
ま
つ
る
﹂は
補
助

動
詞
︒

③ 
﹁
え
～
ず
﹂は
不
可
能
を

表
す
︒

④ 

敬
語
を
外
す
と
﹁
な
り

ぬ
る
﹂︒

　
　

←

﹁
ぬ
る
﹂
係
り
結
び
で
連
体

形
︒＝
完
了
の
助
動
詞﹁
ぬ
﹂

︵
な
っ
た
︶

　
　

←

そ
の
訳
に
︑﹁
ま
す︵
丁
寧

語
︶﹂
を
加
え
て
み
る
︒

4 

〔
⇩
p. 

134
～
143
〕

①
ａ
ｂ
は
本
動
詞
︒

② 

ｃ
ｆ
は
補
助
動
詞
︒
ｄ

ｅ
は
本
動
詞
︒

3
次
の
傍
線
部
を
、
正
し
く
口
語
訳
し
な
さ
い
。

①
か
ぐ
や
姫
を
養
ひ
た
て
ま
つ
る
こ
と
二
十
余
年
に
な
り
ぬ
。

②
女
御
、
例いつ

も
と
違
っ
て

な
ら
ず
あ
や
し
と
お
ぼ
し
け
る
に
、
︙
。

③
子
は
京
に
宮
仕
へ
しした

の
で
︑︵
母
の
も
と
に
︶

け
れ
ば
、
ま
う
づ
と
し
け
れ
ど
、
し
ば
し
ば
え
ま
う
で
ず
。

④
「︿
私
ハ
﹀一
百
九
十
歳
に
ぞ
、
今
年
は
な
り
侍
り
ぬ
る
。」

①

②

③

④

4
次
の
傍
線
部
の
敬
語
は
、（
Ａ
尊
敬
語
・
Ｂ
謙
譲
語
・
Ｃ
丁
寧
語
）の
い
ず
れ
か
。
ま
た
、
敬
意
の
向
き（
誰

か
ら
誰
へ
の
敬
意
か
）を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①
翁お

き
な

、
皇み

子こ

にａ
申
す
や
う
、「
い
か
な
る
所
に
か
こ
の
木
はｂ
さ
ぶ
ら
ひ
け
む
。」

② 

天
人
、お
そ
し
と
心じれ

っ
た
が
り

も
と
な
が
りｃ
給
ひ
、か
ぐ
や
姫
、「
物訳の

わ
か
ら
な
い
こ
と
を

知
ら
ぬ
こ
と
、なｄ
の
た
ま
ひ
そ
。」

と
て
、い
み
じ
く
静
か
に
、
公

お
ほ
や
け

に
天
皇

御
文ｅ
た
て
ま
つ
り
ｆ
給
ふ
。

①
ａ

→

ｂ

→

②
ｃ

→

ｄ

→

ｅ

→

ｆ

→
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ヒ
ン
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1 

〔
⇩
p. 

144
～
147
〕

① 

ａ
﹁
給
ふ
る
﹂
は
四
段

活
用
で
は
な
い
︒

②
ｄ
は
本
動
詞
︒

③
ｅ
ｆ
と
も
に
補
助
動
詞
︒

④
ｈ
は
本
動
詞
︒

1
次
の
傍
線
部
の
複
数
の
用
法
を
も
つ
敬
語
は
、（
Ａ
尊
敬
語
・
Ｂ
謙
譲
語
・
Ｃ
丁
寧
語
）の
い
ず
れ
か
。

ま
た
、
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
か
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

①︿
母
君
ガ
命み

や
う

婦ぶ

ニ
﹀︵

私
が
︶心
の
中
で

「
う
ち
う
ち
に
思
ひａ
給
ふ
る
さ
ま
を
奏

︵
桐
壺
帝
に
︶

しｂ
給
へ
」

② ︿
大
臣
ハ
源
氏
ヲ
﹀わ
が
御
車
に
乗
せｃ
奉
り
給
ひ
て
、
み
づ
か
ら
は
、
引引き

さ
が
っ
て

き
入
り
てｄ
奉
れ
り
。

③ ︿
具と

も

氏う
じ

ガ
大
納
言
入
道
ニ
﹀「
本も

と

よ
り
深
き
道
は
知
りｅ
侍
ら
ず
。
そとり

と
め
の
な
い
こ
と
を

ぞ
ろ
ご
と
を
尋
ねｆ
奉
ら

む
と
定
め
申
し
つ
。」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
︙

④ 

九な
が

月つ
き

二
十
日
の
頃
、
あ
る
人
に
誘
は
れｇ
奉
り
て
、
明
く
る
ま
で
月
見

歩
き
回
っ
た

歩あ
り

く
こ
とｈ
侍
り
し
に
、

①
ａ

→

ｂ

→

②
ｃ

→

ｄ

→

③
ｅ

→

ｆ

→

④
ｇ

→

ｈ

→

複
数
の
用
法
を
も
つ
敬
語

 

〔
⇩
p. 

144
～
147
〕

給
ふ（
賜
ふ
）

・
本
動
詞
→
す
べ
て
尊
敬
語

・
補
助
動
詞
→
四
段
活
用
な
ら
尊
敬
語

　
　
　
　
　
　

下
二
段
活
用
な
ら
謙
譲
語

奉
る

・
本
動
詞
→
文
脈
で
判
断

　
　

①
「
与
ふ
」
の
謙
譲
語

　
　

②
「
食
ふ
」「
飲
む
」
の
尊
敬
語

　
　

③
「
着
る
」
の
尊
敬
語

　
　

④
「
乗
る
」
の
尊
敬
語

・
補
助
動
詞
→
す
べ
て
謙
譲
語

参
る

・
⑴
①
「
食
ふ
」「
飲
む
」
の
尊
敬
語

　
　

②
「
着
る
」
の
尊
敬
語

・
⑵
①
「
行
く
」「
来く

」
の
謙
譲
語

　
　

②
「
与
ふ
」
の
謙
譲
語

・
⑶
①
「
行
く
」「
来
」
の
丁
寧
語

侍
り
・
候
ふ

・
本
動
詞
→
文
脈
で
判
断

　
　

①
「
仕
ふ
」「
あ
り
」
の
謙
譲
語

　
　

②
「
あ
り
」
の
丁
寧
語

・
補
助
動
詞
→
す
べ
て
丁
寧
語

22
敬
語〈
２
〉　

テ
キ
ス
ト
p. 

144
～
152

敬
語
の
注
意
す
べ
き
用
法

 

〔
⇩
p. 

148
～
150
〕

１
二
方
面
へ
の
敬
語

　
「
動
作
の
受
け
手
」
と
「
動
作
の
主
語
」
の

両
方
に
敬
意
を
払
う
表
現
。「（
動
詞
＋
）
謙
譲

語
＋
尊
敬
語
」
と
な
る
。

　
　
　

  

謙
譲
＝
動
作
の
受
け
手
に
対
す
る
敬
意

・
見　

奉
り　

給
ふ
。

　
　
　
　
　
　
尊
敬
＝
動
作
の
主
語
に
対
す
る
敬
意

２
最
高
敬
語（
二
重
敬
語
）

　

特
別
に
高
い
敬
意
を
表
す
も
の
。「
尊
敬
語

＋
尊
敬
語
」
の
形
を
と
る
。

・
見  

さ
せ  

給
ふ
。（
助
動
詞
＋
補
助
動
詞
）

・
仰
せ  

ら
る
。　
（
動
詞
＋
助
動
詞
）

３
絶
対
敬
語

　

動
作
の
受
け
手
が
最
高
階
級
の
人
で
あ
る
場

合
に
だ
け
用
い
ら
れ
る
謙
譲
語
で
、
次
の
二
つ

が
あ
る
。

・
奏
す
＝ （
天
皇
・
上
皇
・
法
皇
に
）申
し
上
げ

る

・
啓
す
＝ （
皇
后
・
中
宮
・
皇
太
子
に
）申
し
上

げ
る

４
自
敬
表
現（
自
尊
敬
語
）

　

自
分
の
動
作
に
尊
敬
語
を
用
い
た
り
、
相
手

の
動
作
に
謙
譲
語
を
用
い
た
り
し
て
、
高
貴
な

人
が
自
分
を
高
め
る
表
現
。

・
見
て
参
れ
。
︙ 

参
る
人
を
低
め
、
自
分
を
高

め
る
表
現
。

2 

〔
⇩
p. 

148
～
150
〕

① 

﹁
奏
し
﹂
は
天
皇
・
上
皇

に
対
し
て
﹁
申
し
上
げ

る
﹂
と
い
う
意
味
︒

② 
﹁
参
り
﹂
と
は
︑父
親
に

事
情
を
告
げ
た
後
に
︑

花
山
天
皇
の
も
と
に

戻
っ
て
来
る
こ
と
を
意

味
す
る
︒

3 

〔
⇩
p. 

149
～
150
〕

① 

﹁
啓
す
れ
﹂
は
皇
太
子
・

皇
后
に
﹁
申
し
上
げ
る
﹂

と
い
う
意
味
︒

② 

こ
れ
は
帝
の
翁
に
対
す

る
発
言
︒﹁
賜
は
せ
﹂
は

﹁
お
与
え
に
な
る
﹂
と
い

う
意
味
︒

2
次
の

内
の
部
分
に
は
二
つ
の
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
①
②
の
い
ず
れ
が
、
二
方
面
へ
の
敬
語
か
。

ま
た
絶
対
敬
語
が
あ
れ
ば
、
そ
の
語
を
答
え
な
さ
い
。
さ
ら
に

内
の
ａ
・
ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
敬
意
の

対
象
は
誰
か
、
答
え
な
さ
い
。

① 

御︵女
院
の
︶お
返
事

返
し
う
け
た
ま
は
り
て
、
御︵斉

信
は
天
皇
の
︶

輿こ
し

の
も
と
に
て

 ａ
奏
し
ｂ

給
ふ
ほ
ど
、
い言い

つ
く
せ
な
い

ふ
も
お
ろ
か

な
り
。

② 

︿
花
山
院
ニ
道
兼
公
ガ
﹀「
か

︵
出
家
す
る
︶事
情
を︵
私
の
父
に
︶申
し
上
げ
て

く
と
案
内
申
し
て
必
ず

 ａ
参
り
ｂ

侍
ら
む
。」
と
申
し
給
ひ

け
れ
ば
、
︙

①
ａ

ｂ

②
ａ

ｂ

3
次
の
傍
線
部
の
敬
語
に
つ
い
て
、
敬
語
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
敬
語
表
現
で
あ

る
か
、
後
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

① 

御
前
に
参
り
て
、
あ
り
つ
る
や
う
啓
す
れ
ば
、

②
「（
私
は
）
翁
に
冠
を
な
ど
か
賜
は
せ
ざ
ら
む
」

③
魂
を
と
ど
め
た
る
心
地
し
て
な
む
、
帰
ら
せ
給
ひ
け
る
。

　
ア　

最
高
敬
語　
　

イ　

絶
対
敬
語　
　

ウ　

自
尊
表
現

①

②

③
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1 

〔
⇩
p. 

134
～
150
〕

　

動
詞
に
接
続
し
て
い
る

も
の
は
補
助
動
詞
︒

2 

〔
⇩
p. 

134
～
150
〕

① 

﹁
失
せ
﹂に
続
く
補
助
動

詞
︒

② 

﹁
聞
き
﹂に
続
く
補
助
動

詞
で
︑﹁
な
む
﹂
の
結
び
︒

④ 

動
詞
に
続
い
て
い
な
い

の
で
本
動
詞
︒

⑥ 

女
御
更
衣
は
后
と
し
て

帝
に
仕
え
る
存
在
︒

⑦
絶
対
敬
語
︒

⑨ 

動
詞
に
続
い
て
い
る
の

で
︑
補
助
動
詞
︒

1
次
の
文
か
ら
敬
語
動
詞
を
二
つ
ず
つ
抜
き
出
し
、
本
動
詞
な
ら
Ａ
、
補
助
動
詞
な
ら
Ｂ
と
答
え
な
さ
い
。

①
昔
、
惟こ

れ

喬た
か

の
親み

王こ

と
申
す
親
王
お
は
し
ま
し
け
り
。

②
公

お
ほ
や
け

に
御
文ふ

み

た
て
ま
つ
り
給
ふ
。

③
こ
の
御
鷹
の
、
求
む
る
に
侍
ら
ぬ
こ
と
を
、
い
か
さ
ま
に
か
し
侍
ら
む
。

①

②

③2
次
の
傍
線
部
の
敬
語
に
つ
い
て
、
基
本
形
と
種
類（
尊
敬
語
、
謙
譲
語
、
丁
寧
語
）を
答
え
な
さ
い
。

①
「
は
や
く
失
せ
侍
り
に
け
り
」
と
い
ふ
に
、 

②
心
ゆ
か
ぬ
や
う
に
な
む
聞
き
給
ふ
る
。

③
か
ぐ
や
姫
の
た
ま
ふ
や
う
に
違
は
ず
作
り
出
で
つ
。 
④
世
の
人
、
光
る
君
と
聞
こ
ゆ
。

⑤
酒
な
ど
参
り
、
酔
ひ
て
、 

⑥
女に

よ
う

御ご

更か
う

衣い

あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
給
ひ
け
る
な
か
に
、

⑦
な
ほ
内
侍
に
奏
し
て
な
さ
む
。 

⑧
親
王
、
大
殿
籠
ら
で
明
か
し
給
う
て
け
り
。

⑨（
桐
壺
帝
は
）皇
子
を
ば
と
ど
め
た
て
ま
つ
り
て
、
忍
び
て
ぞ（
宮
中
を
）出
で
給
ふ
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

23
敬
語
総
合

テ
キ
ス
ト
p. 

131
～
152

3 

〔
⇩
p. 

134
～
150
〕

問
１

ａ 

形
容
詞
﹁
い
み
じ
う
﹂

に
続
い
て
お
り
︑
補
助

動
詞
︒

問
２

①
こ
こ
は
中
納
言
の
発
言
︒

②
③
二
方
面
へ
の
敬
語
︒

③
は
二
重
敬
語
︒

問
３

Ａ 

﹁
奉
ら
す
﹂
は
﹁
差
し
上

げ
る
﹂
の
意
︒

Ｂ 

﹁
侍
れ
﹂
は
﹁
こ
そ
﹂
の

結
び
︒命
令
形
で
は
な
い
︒

Ｃ 

動
詞
に
続
い
て
い
な
い

の
で
﹁
参
ら
す
﹂
は
本

動
詞
︒

3
次
の
文
章
は
清
少
納
言
の
﹃
枕
草
子
﹄
の
一
段
で
、
中
宮
定
子
の
も
と
に
中
納
言（
隆
家
）が
訪
れ
た
と
き
の
話
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ

い
。

　

中
納
言
参
り
給
ひ
て
、Ａ
御
扇
奉
ら
せ
給
ふ
に
、「
隆た

か

家い
へ

こ
そ
、
い
み
じ
き
骨︵扇

の
︶骨
はＢ
得
て
侍
れ
。
そ︵紙

を
︶
れ
を
張
ら
せ
てＣ
参
ら
せ
む
と
す
る
に
、
お並一

通ぼ

ろりのけ
の
紙
は
え
張
る
ま
じ
け
れ
ば
、
求
め①
侍
る
な
り
。」
と
申
し
給
ふ
。「︵

そ
の
骨
は
︶ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か

い
か
や
う
に
か
あ
る
。」
と
問
ひ②
聞
こ
え
③

さ
せ
給
へ
ば
、「
す
べ
て
、

い
み
じ
うａ
侍⌇
り⌇
。﹃
さ
ら
に
ま
だ
見
ぬ
、
骨
の
さ
ま
な
り
。﹄
と
な
む
人
々
申
す
。
ま
こ
と
に
か
ば
か
り
の
は
見見当

た
り
ま
せ
ん
︒

え
ざ
り
つ
。」
と

声
高
く
言こ

と

高
くｂ
の⌇
た⌇

ま⌇
へ⌇
ば
、「
さ
て
は
、
扇
の
に
は
あ
ら
で
、

海
月
の
骨

海く
ら
げ月

の
な
な
り
。」
とｃ
聞⌇
こ⌇
ゆ⌇
れ⌇
ば
、「
こ
れ
は
隆隆家

の
言
葉︵
と
い
う
こ
と
︶に
し
よ
う
︒

家
が
言
に
し
て
む
。」
と
て
、
笑
ひ
給
ふ
。

　

か
や
う
の
こ
と
こ
そ
は
、
か気恥

ず
か
し
い
こ
と

た
は
ら
い
た
き
こ
と
の
う
ち
に
入
れ
つ
べ
け
れ
ど
、「
一一つ

も
書
き
漏
ら
す
な

つ
な
落
と
し
そ
。」
と
言
へ
ば
、
い
か
が
は
せ
む
。

問
１　
波
線
部
ａ
～
ｃ
の
敬
語
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。

問
２　
傍
線
部
①
～
③
の
敬
語
は
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
か
、
そ
れ
ぞ
れ
後
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

中
宮
定
子　
　

イ　

中
納
言　
　

ウ　

清
少
納
言（
筆
者
）　　

エ　

読
者

問
３　
二
重
傍
線
部
Ａ
～
Ｃ
を
口
語
訳
し
な
さ
い
。

問
１
ａ

ｂ

ｃ

問
２
①

→

②

→

③

→

問
３
Ａ

Ｂ

Ｃ
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ヒ
ン
ト

1 

〔
⇩
p. 

154
～
155
〕

⑴
終
助
詞
︑
⑵
係
り
結
び
︑

⑶
終
止
形
や
命
令
形
に
注

目
す
る
︒

2 

〔
⇩
p. 

156
～
158
〕

① 

③
地
名
が
掛
詞
に
な
る

こ
と
が
多
い
︒

② 

の
よ
う
に
︑
指
定
さ
れ

た
掛
詞
ま
で
に
す
で
に

二
つ
の
意
味
が
示
さ
れ

て
い
る
場
合︵
②
は﹁
月
﹂

と
﹁
弓
張
り
﹂︶は
︑
そ

の
両
者
に
つ
い
て
考
え

る
︒

④ 

﹁
案
山
子
﹂が
必
要
な
季

節
は
い
つ
か
︒

1
次
の
和
歌
に
つ
い
て
、
句
切
れ
の
あ
る
場
合
は
何
句
切
れ
か
を
答
え
な
さ
い
。
な
い
場
合
は
、
解
答
欄

に
×
を
書
き
な
さ
い
。

①
見
渡
せ
ば  

花
も
紅
葉
も  

な
か
り
け
り  

浦
の

苫
ぶ
き
の
小
屋
の

苫と
ま

屋や

の  

秋
の
夕
暮
れ

②
心
の
み　

野
に
も
山
に
も　

あ思い
こ
が
れ
て
い
る
が
︑︵
実
際
は
︶歩
く
道
は
な
い

く
が
れ
て　

道
こ
そ
な
け
れ　

雪
の
あ
け
ぼ
の

③
旅
人
の　

袖そ
で

吹
き
返
す　

秋
風
に　

夕
日
寂
し
き　

山
の
か架け

橋
が
美
し
い
こ
と
よ

け
は
し

①

②

③

2
次
の
①
②
の
和
歌
の
傍
線
部
は
掛
詞
で
あ
る
。
ま
た
、
③
④
の
和
歌
に
は
掛
詞
が
一
つ
ず
つ
あ
る
。
何

と
何
の
意
味
が
掛
け
て
あ
る
か
。
③
④
は
抜
き
出
し
た
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
を
漢
字
交
じ
り
で
答
え
な
さ
い
。

①
嘆
き
つ
つ　

あ
か
し
の
浦
に　

朝
霧
の　

立立つ
と
一
人
で
立
っ
て
い
る
の
か
と

つ
や
と
人
を　

思
ひ
や
る
か
な

②
照
る
月
を　

弓﹁弓
張
り︵
月
︶﹂と
い
う
の
は

張
り
と
し
も　

い
ふ
こ
と
は　

山
辺
を
さ
し
て　

い
れ
ば
な
り
け
り

③
今
日
別
れ　

明
日
は
あ
ふ
み
と　

思
へ
ど
も　

夜
や
ふ
け
ぬ
ら
む　

袖そ
で

の
露
っ
ぽ
く
ぬ
れ
て
い
る
よ

露つ
ゆ

け
き

④
山
田
守も

る　

案そ

山ほ

子づ

の
身
こ
そ　

あ
は
れ
な
れ　

あ
き
果
て
ぬ
れ
ば　

訪と

ふ
人
も
な
し

　
　

注　

案
山
子
＝
か
か
し
。
田
畑
を
荒
ら
す
鳥
獣
を
防
ぐ
た
め
に
立
て
る
人
形
。

①

②

③

④

句
切
れ
の
見
分
け
方

 

〔
⇩
p. 

154
～
155
〕

　

次
の
よ
う
な
部
分
に
注
目
す
る
。

　

⑴
「
な
」「
か
な
」
な
ど
の
終
助
詞

　

⑵
係
り
結
び

　

⑶
活
用
語
の
終
止
形
や
命
令
形

　

文
法
的
に
切
れ
る
と
こ
ろ
が
、
意
味
的
に
も
切

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
句
切
れ
は
常
に
あ

る
わ
け
で
は
な
い（
句
切
れ
な
し
も
あ
る
）。

掛
詞
の
二
つ
の
意
味

 

〔
⇩
p. 

156
～
158
〕

　

掛
詞
が
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

　

・
掛
詞
の
上
か
ら
の
続
き
方

　

・
掛
詞
の
下
へ
の
続
き
方

　

の
両
者
か
ら
意
味
を
考
え
る
。

掛
詞
の
見
つ
け
方

 

〔
⇩
p. 

156
～
158
〕

　

ど
こ
が
掛
詞
か
は
少
し
難
し
い
が
、
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
場
合
が
多
い
。
よ
く
使
わ
れ
る
主
な
掛
詞

（
⇩
テ
キ
ス
ト
p. 

158
）
を
暗
記
し
て
お
き
た
い
。

　

自
然
に
関
す
る
こ
と
と
人
間
に
関
す
る
こ
と
を

掛
け
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
言
葉
の
一
部
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
場
合

　
「
待
つ
」
と
「
松
虫
」

・
清
音
と
濁
音
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
場
合

　
「
あ
ら
し
」
と
「
あ
ら
じ
」

24
和
歌
の
修
辞
法　

テ
キ
ス
ト
p. 

154
～
165

枕
詞
の
決
め
方

 

〔
⇩
p. 

159
〕

　

特
定
の
語
に
か
か
る
わ
け
だ
か
ら
、
下
の
語
か

ら
考
え
れ
ば
よ
い
。（
た
だ
し
、
下
の
語
が
掛
詞

に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
注
意
す
る
こ
と
。）

　

枕
詞
は
、
上
代
に
多
く
、
そ
れ
以
降
は
急
に
使

わ
れ
な
く
な
る
。

序
詞
の
見
つ
け
方

 

〔
⇩
p. 

160
～
161
〕

　

序
詞
は
、
意
味
や
音お
ん

に
よ
っ
て
中
心
部
分
に
つ

な
が
る
比ひ

喩ゆ

表
現
だ
か
ら
、
歌
の
中
心
部
分
は
ど

こ
か
を
考
え
る
。
そ
の
歌
の
中
心
を
た
と
え
て
い

る
部
分
が
序
詞
に
な
る
。

　

意
味
的
に
は
枕
詞
と
共
通
す
る
が
、
多
く
は
一

回
限
り
で
あ
り
、
そ
の
和
歌
独
自
の
用
法
で
あ
る

点
が
、
枕
詞
と
異
な
る
。
だ
か
ら
公
式
の
よ
う
な

も
の
は
な
く
、
右
の
こ
と
を
手
が
か
り
に
考
え
る
。

縁
語
の
見
つ
け
方

 

〔
⇩
p. 

162
～
163
〕

　

縁
語
は
、「
意
味
の
連
想
」
だ
か
ら
、

　

⑴
つ
な
が
り
そ
う
な
語
を
探
す
。

　

⑵ 

掛
詞
を
調
べ
る
。（
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
た
め
。）

そ
の
他
の
修
辞
法

 

〔
⇩
p. 

164
～
165
〕

・
本
歌
取
り
︙ 

古
歌
の
語
句
や
表
現
の
一
部
を
取

り
入
れ
て
詠
む
。

・
折
句
︙
言
葉
を
各
句
の
頭
に
詠
み
込
む
。

・
体
言
止
め
︙
第
五
句
を
体
言
で
終
え
る
。

3 

〔
⇩
p. 

159
〕

①﹁
山
﹂︑②﹁
年
﹂︑③﹁
旅
﹂

に
か
か
る
枕
詞
︒

4 

〔
⇩
p. 

160
～
161
・
163
〕

① 

﹁
し
の
は
ら
﹂
と
﹁
し
の

ぶ
れ
ど
﹂
に
注
目
す
る
︒

② 

﹁
波
﹂
は
﹁
岩
﹂
を
打
っ

た
後
に
ど
う
な
る
か
︒

序
詞
と
導
く
語
の
間
に
︑

ほ
か
の
言
葉
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
注
意
し

よ
う
︒

5 

〔
⇩
p. 

162
～
163
〕

　
﹁
涙
川
﹂
と
は
︑
涙
で
な

く
﹁
川
﹂
だ
か
ら
︑﹁
川
︵
＝

水
の
流
れ
︶﹂
に
つ
な
が
り

そ
う
な
意
味
の
語
を
探
す

こ
と
︒﹁
そ
こ
﹂﹁
な
が
れ
﹂

は
掛
詞
︒

3
次
の
空
欄
に
入
れ
る
べ
き
枕
詞
を
、
後
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
降
る
雪
は  

か一方
で
は
す
ぐ
に︵
解
け
て
︶消
え
て
し
ま
う
ら
し
い

つ
ぞ
消け

ぬ
ら
し（　
　
　
　

）山
の
た激し

く
流
れ
る
瀬
の

ぎ
つ
瀬  

音
ま
さ
る
な
り 

②
待
つ
人
は　

来き

ぬ
と
聞
け
ど
も（　
　
　
　

）年
の
み
越
ゆ
る　

逢
坂
の
関 

③
家
に
あ
れ
ば　

笥け

に
盛
る
飯い

ひ

を（　
　
　
　

）旅
に
し
あ
れ
ば　

椎し
ひ

の
葉
に
盛
る

ア　

あ
し
び
き
の　
　

イ　

あ
ら
た
ま
の　
　

ウ　

し
き
し
ま
の　
　

エ　

く
さ
ま
く
ら

4
次
の
和
歌
か
ら
序
詞
の
部
分
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
が
導
い
て
い
る
語
句
を
示
し
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の

序
詞
は
ア
比
喩
的
な
意
味
で
つ
な
が
る
用
法
、
イ
音
の
連
想
で
つ
な
が
る
用
法
の
ど
ち
ら
か
。
ア
・
イ

の
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

例 

駿
河
な
る　

宇
津
の
山や

ま

辺べ

の　

う
つ
つ
に
も　

夢
に
も
人
に　

会
は
ぬ
な
り
け
り

①
浅あ

さ

茅ぢ

生ふ

の　

小
野
の
篠し

の

原は
ら　

し
の
ぶ
れ
ど　

あ忍び
き
れ
ず
に
︑ど
う
し
て
こ
ん
な
に

ま
り
て
な
ど
か　

人
の
恋
し
き

②
風風が

激
し
い
の
で

を
い
た
み　

岩
う
つ
波
の　

お
の
れ
の
み　

く
だ
け
て
物
を　

思
ふ
こ
ろ
か
な

例 

序　
詞

語

用
法

序　
詞

語

用
法

駿
河
～
山
辺
の

う
つ
つ

イ
①②

5
次
の
和
歌
か
ら
傍
線
部
﹁
涙
川
﹂
の
縁
語
を
三
つ
指
摘
し
な
さ
い
。

涙
川　

そ
こ
と
も
知
ら
ず　

つ苦し
い
流
れ
を

ら
き
瀬
を　

行行っ
た
り
帰
っ
た
り
し
て

き
か
へ
り
つ
つ　

な
が
れ
来
に
け
り
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ヒ
ン
ト

１ 

〔
⇩
p. 

173
〕

　

直
前
の
活
用
形
で
判
断

す
る
︒

２ 

〔
⇩
p. 

175
〕

　

直
前
の
語
の
音︵
接
続
︶

で
判
断
す
る
︒

３ 

〔
⇩
p. 

172
〕

　

直
前
の
品
詞
・
活
用
形

で
判
断
す
る
︒

1
次
の
傍
線
部
ａ
～
ｅ
の
適
切
な
説
明
を
、
そ
れ
ぞ
れ
語
の
下
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
一
部
を

除
き
、
本
書
収
録
の
例
文
を
用
い
て
い
ま
す
。
口
語
訳
な
ど
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

１ 

ぬ
・
ね　
ア　

打
消
の
助
動
詞　
　

イ　

完
了
の
助
動
詞

①
一
人
知
らａ
ぬ
世
界
に
漂
ひ
て
、
年
久
し
く
な
りｂ
ぬ
。 

（　
　
　
　

）（　
　
　
　

）

②
と
り
た
て
て
書
く
べ
き
こ
と
な
らｃ
ね
ど
、〔
⇩
p. 

71
〕 

（　
　
　
　

）

③
こ
の
思心に

決
め
て
お
い
た
宿
命
と

ひ
お
き
つ
る
宿す

く

世せ

違た
が

は
ば
、
海
に
入
りｄ
ね
。 

（　
　
　
　

）

２ 
る
・
れ　
ア　

自
発
・
可
能
・
受
身
・
尊
敬
の
助
動
詞　
　

イ　

完
了
の
助
動
詞

①
大
納
言
殿
の
参
り
た
ま
へａ
る
な
り
け
り
。〔
⇩
p. 

152
〕 

（　
　
　
　

）

②
御ご

前ぜ
ん

に
て
あ
ら
そ
はｂ
る
べ
し
。〔
⇩
p. 

80
〕 

（　
　
　
　

）

③
涙
の
こ
ぼ
る
る
に
、
目
も
見
え
ず
、
も
の
も
言
はｃ
れ
ず
。〔
⇩
p. 

60
〕 

（　
　
　
　

）

④
い
と
思
ひ
の
外
な
る
人
の
言詠ん

だ
の
で

へｄ
れ
ば
、
人
々
あ
や
し
が
る
。 

（　
　
　
　

）

３ 

な
り
・
な
る　
ア　

断
定（
存
在
）の
助
動
詞　
　

イ　

伝
聞
推
定
の
助
動
詞　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　

ウ　

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾　
　

エ　

動
詞

①
身
も
く
た
び
れ
、
心
も
静
かａ
な
ら
ず
。〔
⇩
p. 
38
〕 

（　
　
　
　

）

②
み
な
人
は
花
の
衣
にｂ
な
り
ぬｃ
な
り〔
⇩
p. 

89
〕 

（　
　
　
　

）（　
　
　
　

）

③
春
日ｄ
な
る
三
笠
の
山
に
い
で
し
月
か
も〔
⇩
p. 

86
〕 

（　
　
　
　

）

１ 

ぬ
・
ね

 
〔
⇩
p. 

173
〕

未
然
形
＋
ぬ
・
ね　

→
打
消
「
ず
」

連
用
形
＋
ぬ
・
ね　

→
完
了
「
ぬ
」

　

＊ 

未
然
形
・
連
用
形
が
同
形
の
場
合
は
、
直
後

の
語
・
係
り
結
び
で
判
断
。

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

ず

（
ず
）
ず

ず

ぬ

ね

○

ぬ

な

に

ぬ

ぬ
る
ぬ
れ

ね

２ 

る
・
れ

 

〔
⇩
p. 

175
〕

ア
段
の
音
＋
る
・
れ

→
自
発
・
可
能
・
受
身
・
尊
敬
「
る
」

　

＊ 

四
段
・
ナ
変
・
ラ
変
の
未
然
形
に
つ
く
。

エ
段
の
音
＋
る
・
れ
→
完
了
「
り
」

　

＊ 

四
段
の
命
令
形
・
サ
変
の
未
然
形
に
つ
く
。

３ 

な
り

 

〔
⇩
p. 

172
〕

連
体
形

体
言

＋
な
り
→
断
定（
存
在
）

　

＊
助
詞
や
副
詞
に
も
つ
く
。

終
止
形

ラ
変
型
の
連
体
形
＋
な
り
→
伝
聞
推
定

　

＊
聴
覚
に
よ
る
推
定
。

︱
な
り
→
形
容
動
詞
の
活
用
語
尾

︱
に

︱
と

連
用
形

＋
な
り
→
四
段
動
詞
「
な
る
」

　

＊
「
な
る
」
と
訳
せ
る
。

４ 

け
れ

 

〔
⇩
p. 

167
〕

25
紛
ら
わ
し
い
語
の
識
別〈
１
〉

テ
キ
ス
ト
p. 

166
～
177

連
用
形
＋
け
れ　

→
過
去
「
け
り
」

︱
け
＋
れ
→
四
段
動
詞
の
語
尾
＋
完
了
「
り
」

︱
け
れ
→
形
容
詞
型
活
用
の
一
部

基
本
形
未
然
形
連
用
形
終
止
形
連
体
形
已
然
形
命
令
形

り

ら

り

り

る

れ

れ

け
り
（
け
ら
）
○

け
り
け
る
け
れ

○

べ
し
（
べ
く
）
べ
く
べ
し
べ
き
べ
け
れ

○

５ 

な
む

 

〔
⇩
p. 

171
〕

未
然
形
＋
な
む
→
希
望
の
終
助
詞︿
︙
て
ほ
し
い
﹀

連
用
形
＋
な
／
む︿
き
っ
と
︙
﹀

　
→ 

強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
／
推
量
の

助
動
詞
「
む
」

種
々
の
語
＋
な
む
→
強
意
の
係
助
詞

　
＊
訳
を
省
け
る
。

死
な（
未
然
）＋
む
→ 

ナ
変
動
詞
の
語
尾
＋
推
量

の
助
動
詞
「
む
」

６ 

に

 

〔
⇩
p. 

172
～
173
〕

連
用
形
＋
に
→
完
了
「
ぬ
」
の
連
用
形

　
＊
「
に
＋
き
・
け
り
」
の
形
が
多
い
。

連
体
形
・
体
言
＋
に︿
︙
で
あ
る
﹀

　

→
断
定
「
な
り
」
の
連
用
形

　
＊
「
に
＋
助
詞
＋
あ
り
」
の
形
が
多
い
。

連
体
形
・
体
言
＋
に
→
格
助
詞

　
＊
連
体
形
の
下
に
体
言
が
補
え
る
。

連
体
形
＋
に
→
接
続
助
詞

　
︿
︙
の
で
。
︙
の
に
。
︙
と
こ
ろ
﹀

︱
に
→
形
容
動
詞
の
連
用
形
語
尾

４ 

〔
⇩
p. 

167
〕

　

上
の
語
か
ら
判
断
す
る
︒

５ 

〔
⇩
p. 

171
〕

　

接
続︵
直
前
の
活
用
形
︶

と
意
味
で
判
断
す
る
︒

６ 

〔
⇩
p. 

172
～
173
〕

　

直
前
の
語
や
活
用
形
︑

連
体
形
な
ら
ば
下
に
体
言

が
補
え
る
か
で
判
断
す
る
︒

　

４ 

け
れ　
ア　

過
去
の
助
動
詞　
　
　
　

イ　

動
詞
の
活
用
語
尾
＋
完
了
の
助
動
詞　
　

　
　
　
　　
　

ウ　

形
容
詞
の
活
用
語
尾　
　

エ　

推
量
の
助
動
詞
の
一
部

①
こ
こ
ろ
劣
り
せ
ら
る
る
本
性
み
え
ん
こ
そ
口
を
し
か
る
べａ
け
れ
。〔
⇩
p. 

78
〕 

（　
　
　
　

）

②
い
と
苦
しｂ
け
れ
ば
、
山
寺
な
る
石
井
に
よ
り
て〔
⇩
p. 

44
〕 

（　
　
　
　

）

③
咲
か
ざ
り
し
花
も
咲ｃ
け
れ
ど 

（　
　
　
　

）

④
誠
に
さ
に
こ
そ
候
ひｄ
け
れ
。〔
⇩
p. 

93
〕 

（　
　
　
　

）

５ 

な
む　
ア　

終
助
詞　
　

イ　

強
意
の
助
動
詞
＋
推
量
の
助
動
詞

　
　
　
　　
　

ウ　

係
助
詞　
　

エ　

ナ
変
動
詞
の
活
用
語
尾
＋
推
量
の
助
動
詞
の
一
部

①
今
ひ
と
た
び
の
み
ゆ
き
ま
たａ
な
む〔
⇩
p. 

125
〕 

（　
　
　
　

）

②
「
︙
︙
」
と
言
ひ
て
あ
りｂ
な
む
。〔
⇩
p. 

78
〕 

（　
　
　
　

）

③
足
の
向
き
た
ら
む
方
へ
いｃ
な
む
ず
。 

（　
　
　
　

）

④
そ
の
人
、
か
た
ち
よ
り
は
心ｄ
な
む
ま
さ
り
た
り
け
る
。〔
⇩
p. 

118
〕 

（　
　
　
　

）

６ 

に　
ア　

完
了
の
助
動
詞　
　

イ　

断
定
の
助
動
詞　
　
　
　
　

ウ　

格
助
詞

　
　
　　
　

エ　

接
続
助
詞　
　
　
　

オ　

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾

①
い
と
い
は
け
な
く
を
か
し
げａ
に
て
お
は
す
。〔
⇩
p. 

39
〕 

（　
　
　
　

）

②
生し

や
う

死じ

の
到
来
、
た
だ
今ｂ
に
も
や
あ
ら
む
。〔
⇩
p. 

93
〕 

（　
　
　
　

）

③
行
き
行
き
て
、
駿す

る

河が

の
国ｃ
に
至
り
ぬ
。〔
⇩
p. 

100
〕 

（　
　
　
　

）

④
涙
落
つ
と
も
覚
え
ぬｄ
に
、
枕ま

く
ら

浮
く
ば
か
り
に
な
りｅ
に
け
り
。〔
⇩
p. 

108
〕

 

（　
　
　
　

）（　
　
　
　

）
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ヒ
ン
ト

１ 

〔
⇩
p. 

167
〕

　

上
の
語
が
体
言
か
連
体

形
か
︑
連
体
形
な
ら
ば
下

に
体
言
が
補
え
る
か
で
判

断
す
る
︒

２ 

〔
⇩
p. 

168
〕

　

活
用
形
と
意
味
で
判
断

す
る
︒

３ 

〔
⇩
p. 

174
～
175
〕

　

直
前
の
語
の
音︵
接
続
︶

や
﹁
ら
﹂
の
上
の
語
か
ら

判
断
す
る
︒

1
次
の
傍
線
部
ａ
～
ｄ
の
適
切
な
品
詞（
の
一
部
も
あ
り
）を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
一

部
を
除
き
、
本
書
収
録
の
例
文
を
用
い
て
い
ま
す
。
口
語
訳
な
ど
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

１ 

が　
ア　

格
助
詞　
　

イ　

接
続
助
詞

①
女む

す
め

二
人
あ
り
け
るａ
が
、
姉
は
人
の
妻め

に
て
あ
り
け
る
。〔
⇩
p. 

108
〕 

（　
　
　
　

）

②
雁
な
ど
の
つ
ら
ね
た
るｂ
が
、
い
と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
い
と
を
か
し
。 

（　
　
　
　

）

２ 

し　
ア　

サ
変
動
詞　
　

イ　

過
去
の
助
動
詞　
　

ウ　

副
助
詞

①
深
草
の
野
辺
の
桜ａ
し
心
あ
ら
ば
今
年
ば
か
り
は

喪
服
と
同
じ
黒
い
色
に

墨す
み

染ぞ

め
に
咲
け 

（　
　
　
　

）

②
学
問ｂ
し
て
因
果
の
こ
と
わ
り
を
も
知
り
、〔
⇩
p. 

35
〕 

（　
　
　
　

）

③
君
が
た
め
惜
し
か
ら
ざ
りｃ
し
い
の
ち
さ
へ〔
⇩
p. 

65
〕 

（　
　
　
　

）

３ 

ら
む　
ア　

現
在（
原
因
）推
量
の
助
動
詞

　
　
　
　　
　

イ　

完
了
・
存
続
の
助
動
詞
＋
推
量
の
助
動
詞

　
　
　
　　
　

ウ　

ラ
変
動
詞
の
活
用
語
尾
＋
推
量
の
助
動
詞

　
　
　
　　
　

エ　

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
の
一
部
＋
推
量
の
助
動
詞

①
南
海
の
浜
に
吹
き
よ
せ
ら
れ
た
る
に
や
あａ
ら
む
。〔
⇩
p. 

80
〕 

（　
　
　
　

）

②
し
づ
心
な
く
花
の
散
るｂ
ら
む〔
⇩
p. 

74
〕 

（　
　
　
　

）

③
こ
の
わ
た
り
の
心
知
れｃ
ら
む
者
を
召
し
て
、
問
へ
。〔
⇩
p. 

78
〕 

（　
　
　
　

）

④
少
納
言
よ
、
香か

う

炉ろ

峰ほ
う

の
雪
い
か
なｄ
ら
む
。〔
⇩
p. 

72
〕 

（　
　
　
　

）

１ 

が

 
〔
⇩
p. 

167
〕

体
言
＋
が　

→
格
助
詞

連
体
形
＋
が
→
格
助
詞
か
接
続
助
詞

　

・
格
助
詞
＝ 

連
体
形
の
下
に
体
言
及
び
体
言
代

用
の
「
の
」
が
補
え
る
。

　

・
接
続
助
詞
＝ 

下
に
体
言
が
補
え
ず
、「
︙
け

れ
ど
・
︙
と
こ
ろ
」
な
ど
の
意
。

２ 

し

 

〔
⇩
p. 

168
〕

連
用
形
＋
し
＋
体
言
→
過
去
「
き
」
の
連
体
形

　

＊ 

カ
変
・
サ
変
は
、
未
然
形
に
も
接
続
。
直
後

の
語
で
活
用
形
（
連
体
形
）
を
確
認
す
る
。

　
　
「
し
」
を
省
け
る
→
副
助
詞

　
　
「
し
」
に
「
す
る
」
の
意
→
サ
変
動
詞

　

＊
活
用
形
（
連
用
形
）
を
確
認
す
る
。

３ 

ら
む

 

〔
⇩
p. 

174
～
175
〕

ウ
段
の
音
＋
ら
む
→
現
在
推
量
「
ら
む
」

エ
段
の
音
＋
ら
／
む
→ 

完
了
「
り
」
未
然
形
／

推
量
「
む
」

―
ら
＋
む
→
ラ
変
動
詞・形
容
動
詞
＋
推
量
「
む
」

４ 

し
て

 

〔
⇩
p. 

168
〕

体
言
・
連
体
形
＋
し
て
→
格
助
詞

連
用
形
＋
し
て
→
接
続
助
詞

　

＊ 

「
︱
く
」「
︱
に
・
︱
と
」「
ず
」に
接
続
。「
し
」

26
紛
ら
わ
し
い
語
の
識
別〈
２
〉

テ
キ
ス
ト
p. 

166
～
177

に
「
す
る
」
の
意
。

　
　

→
サ
変（
サ
行
四
段
）動
詞
＋
接
続
助
詞

５ 

せ

 

〔
⇩
p. 

169
〕

「
せ
」
に
「
す
る
」
の
意
→
サ
変
動
詞

連
用
形
＋
せ
→
過
去
「
き
」
未
然
形

　

＊ 

反
実
仮
想
「
せ
ば
︙
ま
し
」
の
形
で
現
れ
る
。

未
然
形
＋
せ
→
使
役
・
尊
敬
「
す
」

　

＊ 

ア
段
の
音
（
四
段
・
ラ
変
・
ナ
変
の
未
然
形
）

に
つ
く
。

６ 

に
て

 

〔
⇩
p. 

173
〕

体
言
・
連
体
形
＋
に
て
→
意
味
で
判
断

　

・
断
定
「
な
り
」
連
用
形
＋
接
続
助
詞

　
　

＝
「
で
あ
っ
て
」
の
意
に
な
る
。

　

・
格
助
詞
＝ 

「
の
た
め
に（
理
由
）」「
を
使
っ
て
」

「
の
場
所
で
」
の
意
に
な
る
。

︱
に
＋
て
→
形
容
動
詞
＋
接
続
助
詞

　

＊ 

「
に
」
の
上
の
部
分
と
一
語
。「
い
と
（
た
い

へ
ん
）」
を
つ
け
て
訳
せ
る
。

７ 

を

 

〔
⇩
p. 

175
〕

体
言
＋
を
→
格
助
詞

連
体
形
＋
を
→
格
助
詞
か
接
続
助
詞

　

・
格
助
詞
＝ 

連
体
形
の
下
に
体
言（
ト
キ
・
コ

ト
な
ど
）が
補
え
る
。

　

・
接
続
助
詞
＝ 

下
に
体
言
が
補
え
ず
、「
︙
の
で・

︙
の
に
・
︙
と
こ
ろ
」
の
意
。

　
　
「
を
」
を
省
け
る
→
間
投
助
詞

４ 

〔
⇩
p. 

168
〕

　

接
続︵
直
前
の
語
︶と
意

味
で
判
断
す
る
︒

５ 

〔
⇩
p. 

169
〕

　

意
味
と
接
続︵
直
前
の
活

用
形
︶で
判
断
す
る
︒

６ 

〔
⇩
p. 

173
〕

　

断
定
か
格
助
詞
か
は
意

味
で
判
断
す
る
︒

７ 

〔
⇩
p. 

175
〕

　

上
の
語
が
体
言
か
連
体

形
か
︑
連
体
形
な
ら
ば
下

に
体
言
が
補
え
る
か
で
判

断
す
る
︒

４ 

し
て　
ア　

格
助
詞　
　

イ　

接
続
助
詞

　
　
　
　　
　

ウ　

サ
行
四
段
動
詞
の
活
用
語
尾
＋
接
続
助
詞

①
宇
治
の
里
人
を
召ａ
し
て
、
こ
し
ら
へ
さ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、〔
⇩
p. 

5
〕 

（　
　
　
　

）

②
友
と
す
る
人
ひ
と
り
ふ
た
りｂ
し
て
行
き
け
り
。〔
⇩
p. 

103
〕 

（　
　
　
　

）

③
三
代
の

繁
栄
は
ひ
と
眠
り
の

栄え
い

耀え
う

一
睡
の
う
ち
にｃ
し
て
、大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。 

（　
　
　
　

）

５ 

せ　
ア　

サ
変
動
詞　
　

イ　

使
役
・
尊
敬
の
助
動
詞　
　

ウ　

過
去
の
助
動
詞

①
な
ど
か
う
は
泣
かａ
せ
給
ふ
ぞ
。〔
⇩
p. 

62
〕 

（　
　
　
　

）

②︿
娘
ハ
﹀上
の
宮
仕
へ
、時
ｂ々
せ
し
か
ば
、︿
源
氏
ハ
﹀見
給
ふ
折
も
あ
り
し
を
、（　
　
　
　

）

③
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
りｃ
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し〔
⇩
p. 

81
〕 

（　
　
　
　

）

６ 

に
て　
ア　

格
助
詞　
　

イ　

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
＋
接
続
助
詞

　
　
　
　　
　

ウ　

断
定
の
助
動
詞
＋
接
続
助
詞

①
女む

す
め

二
人
あ
り
け
る
が
、
姉
は
人
の
妻ａ
に
て
あ
り
け
る
。〔
⇩
p. 

108
〕 

（　
　
　
　

）

②
光
み
ち
て
清
らｂ
に
て
ゐ
た
る
人
あ
り
。 

（　
　
　
　

）

③
御
馬ｃ
に
て
二
条
の
院
へ
お
は
し
ま
さ
む
。〔
⇩
p. 

103
〕 

（　
　
　
　

）

７ 

を　
ア　

格
助
詞　
　

イ　

接
続
助
詞　
　

ウ　

間
投
助
詞

①
人
に
あ
り
せ
ば
太た

刀ち

佩は

け
ま
しａ
を
衣き

ぬ

着き

せ
ま
しｂ
を〔
⇩
p. 

128
〕 

（　
　
　
　

）（　
　
　
　

）

②
梓あ

づ
さ

弓ゆ
み

春
の
山
辺ｃ
を
越
え
く
れ
ば〔
⇩
p. 

99
〕 

（　
　
　
　

）

③
二
つ
な
き
も
の
と
思
ひ
しｄ
を
水み

な

底そ
こ

に
山
の
端
な
ら
で
出
づ
る
月
影〔
⇩
p. 

108
〕 

（　
　
　
　

）
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助
動
詞
の
意
味
・
活
用
・
接
続
を
覚
え
よ
う
。
　
…
…
コ
ピ
ー
を
し
て
、〔　
〕や
活
用
表
の
空
欄
に
適
切
な
語
を
入
れ
な
さ
い
。

基
本
形

意　
　

味

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
型

接　
　

続

る

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

下
二
段
型

四
段
・
ラ
変
・
ナ
変
の〔　
　
　
　
　

〕形

ら
る

右
以
外
の〔　
　
　
　
　

〕形

す

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

四
段
・
ラ
変
・
ナ
変
の〔　
　
　
　
　

〕形

さ
す

右
以
外
の〔　
　
　
　
　

〕形

し
む

〔　
　
　
　
　

〕形

ず

〔　
　
　
　
　

〕

（
ず
）

○

特
殊
型

〔　
　
　
　
　

〕形

○

ラ
変
型

む
（
ん
）
〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

適
当
・
勧
誘

仮
定
・〔　
　
　
　
　

〕

（
ま
）

○

○

四
段
型

む
ず

（
ん
ず
）

○

○

○

サ
変
型

ま
し

〔　
　
　
　
　

〕、た
め
ら
い
の
意
志

実
現
不
可
能
な
希
望
、
推
量

ま
し
か

（
ま
せ
）

○

○

特
殊
型

じ

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

○

○

○

不
変
化
型

ま
ほ
し
〔　
　
　
　
　

〕

（
ま
ほ
し
く
）

○

形
容
詞
型

（
シ
ク
活
用
）

○

○

き

〔　
　
　
　
　

〕

（
せ
）

○

○

特
殊
型

〔　
　
　
　
　

〕形
、カ
変
・
サ
変
に
は
未
然
形
に
も

け
り

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕
（
け
ら
）

○

○

ラ
変
型

つ

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

〔　
　
　
　
　

〕

下
二
段
型

ぬ

ナ
変
型

た
り

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

ラ
変
型

〔　
　
　
　
　

〕形

け
む

（
け
ん
）
〔　
　
　
　
　

〕、
過
去
原
因
推
量

過
去
伝
聞
・
過
去
婉
曲

○

○

○

四
段
型

た
し

〔　
　
　
　
　

〕

（
た
く
）

○

形
容
詞
型

（
ク
活
用
）

○

○

ら
む

（
ら
ん
）
〔　
　
　
　
　

〕、
現
在
原
因
推
量

現
在
伝
聞
・
現
在
婉
曲

○

○

○

四
段
型

〔　
　
　
　
　

〕形

ラ
変
型
に
は〔　
　
　
　
　

〕形

め
り

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

○

（
め
り
）

○

ラ
変
型

ら
し

〔　
　
　
　
　

〕

○

○

ら
し

（
ら
し
き
）

○

不
変
化
型

べ
し

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

適
当
・
当
然
、
義
務
・
命
令

〔　
　
　
　
　

〕

（
べ
く
）

○

形
容
詞
型

（
ク
活
用
）

○

○

ま
じ

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

〔　
　
　
　
　

〕・
打
消
当
然

禁
止
、〔　
　
　
　
　

〕

（
ま
じ
く
）

○

形
容
詞
型

（
シ
ク
活
用
）

○

○

な
り

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

○

（
な
り
）

○

ラ
変
型

な
り

断
定
、〔　
　
　
　
　

〕

形
容
動
詞
型

（
ナ
リ
活
用
）

（
タ
リ
活
用
）

体
言
、〔　
　
　
　
　

〕形

た
り

〔　
　
　
　
　

〕

体
言

ご
と
し
〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕
（
ご
と
く
）

○

○

形
容
詞
型

（
ク
活
用
）
格
助
詞
「
の
・
が
」、
体
言
、〔　
　
　
　
　

〕形

り

〔　
　
　
　
　

〕、〔　
　
　
　
　

〕

ラ
変
型

サ
変
の〔　
　
　
　
　

〕形
・
四
段
の〔

（
已
然
形
）

　
　
　
　
　

〕形

＊
接
続
に
よ
る
分
類
に
し
た
が
っ
て
い
ま
す
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用
言（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）の
活
用
を
覚
え
よ
う
。
　
…
…
コ
ピ
ー
を
し
て
、〔　
〕や
活
用
表
の
空
欄
に
適
切
な
語
を
入
れ
な
さ
い
。

活
用
の
種
類

行

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

例
語（
基
本
形
の
空
欄
に
例
語
を
入
れ
て
活
用
表
を
埋
め
な
さ
い
）

動　　　　　詞
正格活用

1
四
段
活
用

吹
く

吹
く
・
急
ぐ
・
差
す
・
打
つ
・
思
ふ
・
飛
ぶ
・
読
む
・
散
る（
な
ど
多
数
）

＊
「
＋
ズ
」
で
、
ア
段
の
音
に
つ
け
ば
→
四
段

2
上
二
段
活
用

落
つ

起
く
・
過
ぐ
・
落
つ
・
恥
づ
・
恋
ふ
・
帯お

ぶ
・
恨
む
・
老お

ゆ
・
下お

る

（
な
ど
多
数
）　　

  

＊
「
＋
ズ
」
で
、
イ
段
の
音
に
つ
け
ば
→
上
二
段

3
下
二
段
活
用

寄
す

得う

・
受
く
・
投
ぐ
・
寄
す
・
混ま

ず
・
捨
つ
・
出い

づ
・
尋
ぬ
・
答
ふ
・

比
ぶ
・
求
む
・
越
ゆ
・
流
る
・
植う

う（
な
ど
多
数
）

＊
「
＋
ズ
」
で
、
エ
段
の
音
に
つ
け
ば
→
下
二
段

4
上
一
段
活
用
カ

着
る
（　

 　

）

着
る
・
似
る
・
干ひ

る
・
見
る
・
鋳い

る
・
居ゐ

る（
な
ど
10
語
）

5
下
一
段
活
用

（　

 　

）

＊（　

）は
、
語
幹
と
語
尾
の
区
別
が
な
い
。（
１
語
の
み
）

変格活用
6
ラ
行
変
格
活
用

あ
り

あ
り
・
居を

り
・〔　
　
　
　
　

〕・
い
ま
そ（
す
）が
り（
４
語
の
み
）

7
ナ
行
変
格
活
用

死
ぬ

死
ぬ
・〔　
　
　
　
　
（
去い

ぬ
）〕（
２
語
の
み
）

8
サ
行
変
格
活
用

お
は
す

お
は

〔　
　
　
　
　

〕・
お
は
す（
２
語
の
み
だ
が
、
複
合
動
詞
に
な
る
）

9
カ
行
変
格
活
用

（　

 　

）

（
１
語
の
み
）

形容詞
　
ク
活
用

な
し

（　

 　

）

○

な
し
・
清
し
・
浅
し
・
若
し
・
ら
う
た
し
・
は
か
な
し

＊
左
側
は
補
助
活
用（
カ
リ
活
用
）

○

○

　
シ
ク
活
用

（　

 　

）

○

久
し
・
恋
し
・
親
し
・
美
し
・
ゆ
か
し
・
す
さ
ま
じ

＊
左
側
は
補
助
活
用（
カ
リ
活
用
）

○

○

形容動詞
　
ナ
リ
活
用

静
か
な
り

静
か
な
り
・
清
ら
な
り
・
の
ど
か
な
り
・
あ
は
れ
な
り

＊
連
用
形
に
は
二
つ
の
活
用

　
タ
リ
活
用

索
々
た
り
・
堂
々
た
り
・
荒
涼
た
り
・
悠
々
た
り

＊
連
用
形
に
は
二
つ
の
活
用


